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ある仕上工の生活史と造船業労使関係*

面接の

はじめに

O.本稿は，く生活史と労使関係〉としづ研究主

題にむけてき定施された函接記録の一部である。

の記録は における口述のs関序泳法子組

み換え，必婆に応じ して語総合整

えたことをど除けば，きた擦の対認をほぼそのま家

再現して三ちる。考察の対象は rg域!祭石巻市の

あり，話3警は，昭和53年4刃にこ
み。こぎわ

した都沢学さ

なかに登場ナる人物・会社:s号事は関係者のjji:

認を得て，

t主，ロ

で記載することがでざた。この

と聴き?手とが

芸名問して行ったこととあわ必て，生.活史研究と

しては!隊兵な事例になるものと恕われる。

1. ような，ほとんどなまのまま

の生活史口述記録の…部きと発表することについ

ては E包括史研究・労使関係論・

と解説

大山信義

り，総luと錯綜しあう潔論ーとの合

意がある。生活史研究せど焦点にそ

すると，まず，これま は，

のような米分析の調査資料ぞれじたいを先科学

的な第 l次資料とみなしてきたど輸すなわち生活

は，素朴なさ緩まま主義においても，厳密な

、ても，解体・

成されるべさ第 1次資料としての地位しか1子え

られなかったので、ある。これにたし、して最近の

生活史研究では現象学的社会学やコニスノメソ

ド口ジーなど主観的にと解釈約パラダイムの影響

もふって，たんなる第 1どだ資料とし、ぅ以上の理

論的な3主総合認めるようになっている23それは

およそ，以下めような理由にもとづくものと考

えられる。

生活史資料とりわけ口述記録は話

えきによって生きられた主綴的現実がどのように

整序化されているかを明らかにナる。ここ

序化と(，土，話者じしんによって設さられた主鋭

的・内的経験の総体をふ掲ζく話者じしんの生

本 ;本殺は紹和57・58年度文部省科会学研究費く一般研究日)による研究成祭の…部である。

i )主主主号、交?を料の{立援づけについては，桜ヂドj学f社会長詳におけるさ会話史研究Jn有はI鐙綴火繁紀袈j第10主手，
1982長久縁日現。

ii)生活史1好究への主義象学的役会理詳の影響;こっし、て中聖子主主は A.Schutzの“DonQuixote and the 

Problem of 1ミ詮詩lity"をあげて， rまるマシュッツが，トカラめこの話:滋と事去のヨ容のために察いでおいてく
どさったかのような気が，夜、には， してならなかったほどぴったりであったj と波べている。中野一家編議

f隊長与トカラに主主ぎた努 1 綴茶の水量警風 1981空手， 233 J'言。
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人文科学論集

における重要性の規準に照らして再構成するこ

とをいうれ一般に話者は，話者じしんの主主の経

営と生への投企をつうじて，く重要な他者><重

要な出来事〉との相互行為を重視し，自己の生

活史を整序イとするものと考えられる。客緩主義・

科学主義の立場からいうと，く重要な他者><震

婆な出来事〉を決定するのは社会学者の役割と

されるのであるが，主観的整序化過程をE重視す

る立場からいうと，その決定機は， もっぱら当

の話者に委ねられることになる。そこにおける

社会学者の役割は，話者の繋序化する主観的現

実がどのように構成され，そのばあい話者が，

どのような生きたパラダイムに依拠しているの

かを発見することにある。筆者がこの箇接記録

において，通常の社会調査で用いるような調査

票はいっさい準備せず，また明示的な作業仮説

の採用を敢えて差し控えたのも，そのためであ

る。

第二に，話者の口述による生活史は，聴き手

との相互行為を媒介することによって，はじめ

てひとつのリアリティとして構成される。すな

わちそれは，話者と聴き手との共同行為として，

また共同行為の結果として織りなされたものと

考えることができる。ふつうの日常的な生活世

界では，く重要な他者〉く重要な出来事〉は，社会

学者の調査の意図とは無関係に，潜在的な隠れ

たワアリティとして，行為者の生を規定してい

るものと思われる。これにたいして，話者と聴

き手との対話と L、う相互行為の場面ではく重要

な他者〉く重姿な出来事〉は，そうした共同行為

の過程でたまたま浮上し，間接過程~::主導する o

言い換えれば話者の生活史は，単純に一元的・

等質的なリプリティとして定在するわけで、はな

く，聴き予と出会うことによって自己を流動化

し再構成するのである。同じ生活史でも，自伝

や臼記は厳密な意味での共同行為を欠くのにた

いし， 日述生活史は，そのまま話者と聴き手と

の共間行為の所産ということができるじ}

第三に，聴、き手との椴五行為に媒介された話

者の生活史が，生活世界の主観的整序化という

事態をふくんでいるとすれば，そのばあいに結

黙裡に採用される生きたパラダイムと，社会学

者が所有している明示的なパラダイムとの距離

は認識論的にみて決定的な差はないというこ

とであるo いま話者によって生きられ・支持さ

れているパラダ、イムをく第1パラダイム>，社会

学者が科学的認識のために採用するパラダイム

をく第2パラダイム〉と呼ぶ。話三者の生活世界

には，話者じしんの生活経歴や「関連性体系JV)

によって捉えられている主観的現実のほかに，

話者の生活とは独立に動いている客観的現実が

絡んでいて，く第1パラダイム〉の所在はきわめ

て祝えにくい。他方〈第2パラダイム〉は，研

究者によって理念化されたパラダイムとして明

証役の水準がはるかに高く，両者の距離の大き

さは明らかである。その距離の大きさは，話者

の日常実践的な文脈に即して語られたノ4ラダイ

ムと，社会学者の主観情報(認識関心・理性動

機・パースベクティヴ〕に照らして創られた知

のパラダイムとの差と言い換えることができよ

iii)ここでいうく重要性の規準〉という考え方は， Peter L. Berger，“Alternation and Biography "， !nvita-

tion to Sociology; A Humanistic Perslうective，Doubleday & Company Inc.， 1963より示唆された。

iv)中野卓編著f口述の生活史一一或る女の愛と呪いの日本近代一-J(御茶の水書房， 1977年〉は，そうし
た共同行為の所産といえよう。

v) r関連性体系Jsystemof relevanceに関しては， Alfred Schutz，“On Multiple Realities，" Collec伝d
Pa戸ers!， The Problem 01 Soc必lReality， Martinus Nijhoff， The Hague， 1973，参照。
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うo そうした郊のパラダイムは，話ミ話"の日

践的な伎のパラダイムとくらべて{価{僚がある，

るとし、う保証はどこに志ない。

知のパラダイムは，むしろ，伎のパラダイムに

よって批判に培され，あるいは補強さま1るとい

う関係tとある。この鰐係を然複するならば，ぬa

ノ之ラダイム し一ごいく

のみならず，生き生きした体験に満たされてい

るく務1パラダイム〉会破壊することになりか

ねないのであるご}

2.つぎに筆者が，

うにさ去った経緯に者千‘触れてきざきたい。

と

ゑゾコて， ドック

tこし さんの， また自立与セメント上機工

の比較線

ぎまさど行うことができたvli}昭和初年代に入り， ~ 、

わゆ と造船不況によって， ドッ

ク し，労使紛争が長

は，得び言語録ト、ックに期化したの

自主ど向けることになる。 と総ドック

会は， ぷ/レタ…ジュにもあるよう

にvili)昭和54年 1月30伐に

に調印しまぼ2年にわた

:j;;う

学派兵うるい

関スノレ協定

いち

し、わゆ

る のそノグラフと

活史会創るべく，

;I)~{j:上工の生活史と議長告書長労使関係

と相談し，協力主ピ得ることになったのである

した?段魯造船成分間争

(陥 55)、仕入手し， の関，心は東北地

も及ぶことになった0

5魯造船は，昭和40年 7月に，

).- ず
h

a
し

石巻仏工場を

おいて，親会社、である筏魯漁業株式会社の北洋

漁業念総進する

械・ とした。石巻工場

村ーと造船所に

bま

は，

っく、、とL、われる

る。問魯造船は昭和 52若手 8月，

したものであ

受けて‘倒産するので為るが，そ

合によ とし、う異例。コ対応によ

られた。これに呼応するように

船鉄工所で、は昭和 52年 7尽 、し

すと 綬

ャ

」 っ式こ

という。話殺の都沢さんは，その後の昭和53

4}'lに 181名の第2 した一人

でふる令

ま表立警が石巻グコilJ跨造船鉄工所の人びとと機数

できたのは，

務い現存

ている久保健三氏の労による。久保氏

され，久保氏をつうじて

高橋健治氏の協力が

し

vj)拙稿「社会学と科学約数界一一後潔構造モラゴノレの転換…-J 役会学研究幸震をき/潔総研究2J北海道大学
文学郊手士会学研究怒， 1983王手， 26-27 Jえ参j様。
泌総務f経常イデオ盟ギーと労使関係一一比較実務倒的考察…一JnS支持{勤務会雑誌J118， 196吉年。また，

その理論的殺f告については， 1邸機 fS詳の労使関係と共{母体秩序Ji S:2ド労!致協会後誌 13羽， 1970王手で援

隊しfニ。

VI霊〉毒装a慧「労働現場--jき鉛所で仰が起ったか 」務波主義!弘 1980年， 1-301変。

ix) 幾多義社会学におけるシカゴ学j耳その佼援については，人総関係f学派との~J主義で暴露じたことがある。拙主義

Human Relations Appro設chくの機関と怒想史的意義H人文科修論集j11，北海道大学文学部，ぬ7品年。
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人文科学議終

〈して死亡したため際女・それにお得られ，潟氏をつうじて都沢学さん，

であふさきが婿養子をもらい，ることさん

yうLる都沢小太郎氏になったのである。

継承している。都沢さん大変14年9f.I 21日に宮城県3.都沢さんは，
わくや

遠毘郡漁谷町学浦町で， の家を実家と呼んでと呼び， 自分の締久子今.i?よめの四努と

三努いる。者s沢さんの先場登ーは大正9年札して生れた。父裁の久内は貞治・つるよの次努

二女のやえじがは幼廷のころに死亡しており，ていらう校の検査震をやであり，

ぐかずこと結婚して，婿養子・勇葉支さ~'， たという。本家は久;々の兄・

一
生
れ
〈
菓
子
市
出
〉

毒事沢さんのさ主霊祭と親族
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ちとなっている(鎖 L参照〉。

都沢ざ

る直前のi日正月，涌谷町を流れる

江会111で，少年潟支の乱闘響宇iコがあったことか

ら始まっている。この喧嘩は， どうやら隣接部

手容の少年たちが日

都沢さんが率先し

、ていた対抗心が爆発し，

ったらしいので

あるが，この出来毒装は都沢さんの口述のなかで，

くりかえし鮮な溶すものとなっている。この出

となって，都沢さんは・涌谷を

離れ，お巻市の鉄工所に弟子入りすることにな

るのて、ある。鉄工所の言語佼は佐藤和市といい，

都沢さんは旋綾工ξして自奇怪の議更で住み込みの

生活を送るのであるが，師匠犬織に子供がし、な

かったこともあってほとんど実の予のような処

迭をどうける。佐藤鉄工所比

理工場として指定されたのをど機に，その下議け

負い的な;姦:tEとなり，やがて索以される。都沢

さんの籍も必然的に山霊安造船に移ることとなり，

議事IJ17年春に第二議機器の旋盤工として配緩さ

ぞコ

兵隊に赴くことになるが， け

1南谷tこ鴻郷しただけであった。

総和22年 8}j2413 さんは，

『‘てコ，

経営、ずる f不動丸」 り

仕事をするように勧められる。

もってu1箆

の

63 

あるイ史上工の生活苦ミと波書品数労使関係

である。山酒造船 るのは， 26年 3}j5 

日のことである。

はし鉄工所における人題調係， 2. 

山E立造鋳鉄工所の職場と経営 3.造船所にお

ける労働組合と労使嬰係，の三部で構成されて

いる。 1では，立会J1Iて?の格闘事件にはじまり，

佐藤鉄工務に入畿するまでの経緯，師匠との隣

係，兄滋子主こらのこと，鉄工務の買収から四倉

時代までを収める02で‘は都沢さんが所属して

いた職場の人間務係と，同族経営であるu1酉造

えてきた西燦一方誌と経営捧についてねj遣

される。ますよ3て、は，労機総会の結成と分裂と

L 、う じまり， 山滋造船が密室ます

るまでが焦点になっている。

者5沢さんの生いたちと

ざるをえなかった。また上記 1，え

3についても，紙幅の都合で劉愛した部分が多L、。

なお， この磁緩記録の収録にあたって，聴きそF

った筆者による解説を脚注の

し p述内容やそ ら

れるようにした。

ロ述のなかには，年号・人名・

社名等について部分的に記憶違いもおりうる。

~予として可能たにかぎり調査を行ったが，そ

の点はす滋願わなければえまらない。以下，綴接

記録のうわく 〉は聴きチの質問， ( )は糠き

一手による

さんのロ

( )は追補注，伎はすべて都沢

{so 



人文科学議後

上鉄工所における人間関保

j琴震での格闘務件

く都沢さんは

たのですか〉

うのが，

と，どうされ

くきっかけとい

〈の子供た

ち〉とi受!緩やったもんでね。あれば， /日一月の

一日でしたね。当時，元務委まりとか八八幡かけ

に行くとなると，部落の人たち十人か十蕊人く

らし っTこも たまたまそのグノレー

ブで元事E参りゃったときにほんとうに生命を

かけたというと大袈裟になり亥すけれども，ずこ

L 、し りましてね。

学校〈の勉強〉でも，スポーツでも，なんか

〈の機会〉に負けたとか勝ったとか，そういう

のが尾をひし、ておったわけで、すね。運動で負け

ても，喰爆で負けないぞといったようなことで

してね。私たちね， よその部落

ほんと，激しかったんです。その当時は，なに

やるにもよその部海に負けてはだめだというよ

F 
J たびたびやっておったんぺご

す。おったかし、時期には江合)11を挟みまして，

JIlでやったもんです。J/Iに湾JII敷がありまして，

7./(が少なくなると砂が出てくるんでナね。そん

で，水が少なくなったときは，どちらともなく，

もこ対ーでもやり愛したね。多いとき

は三十人くらい来て，むこうも三十人くらい，

こおらも三三十人くらし、。(対立しあうのは))/1を

隣り苦ß~事んあるいは憐り村なんだと

いうことなんでしょうねど

Uこt土， したわ

けですか〉

ってしゴどったんですよ。 111のむこ

うに，下町て部務(の子〉と喧磯しましたね。

私も尺入吹いておりましたから一一早い人で十

歳くらい，濃い人でも十ニ，三三になると，

とか尺八なんか吹き玄したね。そういうところ

も というところから来てるんじゃな

いで叫す会ぃー…一，-t るわけで、

すね。

尺八と e、うのは竹の根っこを切るもんでサ向

から，棋がこう巻いてゐるんです。あれでお告か

れたら，ほんとうに，綴が大変なことになる。

1託、より一級下で， った星 くんとい

う人は， られ〉意識不明に

諮ったで‘ず札三三日ほど一一。

そのときに，私のおふくろが，たまたま添っ

ておったお医者ざん一一こ

の城代家老をしておった脇爆という人の子孫で

tl…ーそ とこに髄4さでITっfこんで、す。

!日の一月元関ですね。 内科やっておっ

んだけど，私もたまたま(おふくろに〉

行かれたりした記憶あるもんだから，ほんで，

おEま者さん ましたらね。

「正予妓してんのが?J

っていうカミら，

はついでるようだけども，まだ死んで‘はい

。宮城熱波Blお18i需谷村は，昭和23年 12月1Bに元漁主主将を編入しーと剖Iとなり.30年 7fl 15日

と合併して今誌に三菱っている。涌谷町広市街全訟の中央を流れる総会川によって二分され，隠鉄駅綴;主総

醤r，)1/ I匂かいは下防といって，下町vt5ei滋会付れこ箆してL、?ニ。ここで父、う「隣り村Jは 18元涌谷村と字下
調子会ざしている。都沢さんによると， 9長滋・長i遂・聖子球などで「隣り村j どはつねに対抗し， しばしばi笠

i線綴動きど起しており， r犬猿のrJUvこえ主〉ていたという。
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石港湾

戸

S

J

白
、

r
F

，4
必

マ

、

〆
1
b

図2 涌谷町と山西造船鉄工所の位霞

ない。ただ，返事をしないんだ」

と言いましたら，

「それでは，俺サ来るよりも，和尚さんサ行け/J

て言われたこと，いまでも頭サ入っておりま

してね。「もう死ぬから，医者ではだめだから，

和尚サ行けjって。私は，えらくがっかりして，

「どんなことになってしまうんだろうかなjって，

こういうふうに思いましたね。

くそのi噴嘩は，結局，勝ったんですか，負けた

んて、すか〉

うちの方は，負けたですね。で，夜、が年長者

なもんだから，学校に呼ばれまして，もう徹底

的にやられたことあるんで、すね。むろん警察に

も呼ばれました。意識不明でしたからね。

それでも敵討ちということを考えたんですけ

ども，なにせ， うちの兄き〔次男の長門〕が警

なもんで， うちの親たちの監視づきで， も

う一歩も(外へ〕出てはならんということで，

うちから出さねぐなってしまったで、すね。むこ

うでも敵討ちされるだろうとしづ気持をもって

おったしね。当時，兄きは満州に行っておった

んです。 19師団に3年ほどおって，現地除隊し

ましてすぐ警察に，満州国安東省の安東で警察

官です。そんで，たまたまお嫁さんもらうなんて

ね， ~南谷サ帰ってきておったんですよ。そのと

きに， この事件が起きましてね。兄きも，私が

警察に呼ばれて行ったときに， さんに顔見

せたようでしたけども。そんでほら， rc学に〉
涌谷サおられたんで、は，たまったもんでなし、。

すぐ， どこさか行かなきゃ一一J，とね。

石巻に行くきっかけが，そこに出たわけなん

です。
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〈都沢さんは先頭切って喧醸したほうですか〉

そうですね。当時のガキ大将だったんですね。

体はこまかったんで、すけど，太くてね，柔道な

んかに通っておったね。そういうことは率先し

てやりましたね，恵、いことは一一一。

私は，べつに(涌谷に〕居づらくなったとい

う気持はなかったんで、すけど，殺とか兄きたち

が， どうも涌谷においたんではまずいというの

で，それじゃ石巻に知り合いがし、るというので，

佐藤鉄工所のほうにやられちゃったんですね。

くほかの子供たちは，卒業してどうしましたか〉

ほかの子供たちは，みな満州あるいは朝鮮に

行きましたね。当時の就職は，満州、!の鉄道と大

連の国際運輸というのに行きましたね。

その，涌谷町のろくでなし者，つまり荒い若

いひとたちは，ぜんぶ外国サやってしまえとい

うのが，役場とか町会議員とかで決まっておっ

たらしいんです。あとはみな，兵隊サやれと。

ここに置いたんで、は，まずし、。そういう荒いひ

とは兵隊に行っても，外国に行っても，人一倍

働くわけだから，って言われて……。混厚な人は

残ったんですね。そう L、う政策も国内ではあっ

たということを，終戦になってから十年くらい

7こってから聞きましたね。

そんで，その当時の喧嘩相手の人とは，いま

は無二の綴友ですわ。元漁谷村の先生したひと

の子供で、森郁夫ていうのがおるんですけど，

このひとなんかも一月 Bの噴嘩ゃったときも，

最高にやったんですけども，いまは釜石市の市

役所で厚生課長やってるんですがね。私たまた

ま，船舶の関係で出張したときに電話やるんで

す。そうすると，tこし、そう喜んでね。

それから， (当時喧嘩したイ中間には〉し、まふう

でし、えば暴力団，ヤクザの道に入って，刺され

て死んだ人が二人いますね。私ね，その亡くなっ

た人には，毎年春の彼岸とお盆と秋の彼岸は，

だし、たいお墓参りしますね。

そうし、う友だち，戦死した人，小さいときか

ら喧様相手だったひとたちは，いまでも懐しい

し，お墓に行っても，そのひとに，戸はむこう

では出さないけれども，私のほうで声かけて，

まあ，十五，六分そこでしゃべってくるんです。

いつも一一。

鉄工所へ弟子入り

くその佐藤鉄工所というところは……〉

石巻のイ中瀬〔現・中瀬〕というところにあっ

たったんて、す2

くなにか， ツテがあったんですか〉

私もわからないんで、すけれども五，六代前の

遠縁ですね，遠縁に当っているというので， こ

こにやられたんで、す。その佐藤和市ていうひと

の，弟子入りになったわけで、す。

くどうし、う鉄工所だったんて、すか〉

船のエンジンを専門にやっておったんで、す。

たまたま紛のエンジン(の注文)がないときな

んかは，風呂屋さんの水タンクを作ったり，修

理したり，それから石巻方面は加工場が多かっ

たもんで一一魚加工，水産加工で、すね一一そこ

で使う機械とか，道具関係を作ったり，修理し

たりしてましたね。

く学校を出て，すぐ鉄工所に入ったわけで、すけ

ど，仕事はどうやって覚えたんですか〉

私の親戚で，おやじ〔久内〕のおふくろの出

2)石巻市の中誕百地区は，市内を流れる!剖ヒ上川河口に位置し，山磁造船・村上造船・大筋造船・日魯造船・

奥田造船など中小造船所のほか鉄工関連の町工場が林立し，造船工場地帯を形成していた。
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た家なんいむすがね。策さんとしづ鍛冶濯がこの

地元〔漁谷町河原町〕におったんです。鉄砲をど

作る鍛冶墜，鉄砲鍛冶ぐすね。荒鍛冶，

ていっておりましたがねご

ここにキム りだとか，いろんなとき

に見ておったもん勺すから，だいたいのとこが

頭に入ってわかっておったんで寸。それに，船

の名前，エンジンの名前でも，こ

に発動機があったもんで，そういうのが好きで

だいたいのところはわかっておったんて7す。そ

の策鍛冶のあるところの東側が，俗にし、うオミン

ポン鉛の殺さ場だっ犬こんで、づれ

さメんAは主，漁谷藩4剣)の鉄砲f作乍りして

おつ丈たニようで

りiにこi呼I浮手ヂ司びびび、出2さF吋オオれれ1工t〆7たこんで一すfo

くで，最初はどんな従事からやらされたんです

か〉

片づけ方でしたね。十日ぐらしぺ〆てからは，

ごはん炊命。毅ですと， 家ず米きど研いで，

は雑:;t，機米安〉薪℃火を入れますとね， ごはん

きながら(他方ぐは〉機械に池をさしてお。

むかしの機械ですからカウンタ…・シャツト〔伝

導事会〕ていうのありまして，二を…ターからベル

トでもってカウンターをまjっして わけ

なんですね。これからぶ…ノレ意義なり，旋盤なり

にベノレトで関転を{支えておっずこんで、す。 この機

械はそータ…の何分のな

だめだと，いろいろ

させなきゃ

しiましてね。当時

は泌さしとL、L、をして，よそ…ターだとかそのカ

ウンターに泌をさす。較はごはん炊きかたわら

にねー一一銭綴このくりかえし℃、した。

ある佼ふ工の然活史と途遺品、淡労使関係

ぞれから冬場であれば，薪セストーヅに焚さに

みなさんが，え弟子たもが上告でくる

おきるのは五時ころでしたね。

私，レ1::>lfん小ざかったから，起きてごはん炊

しその閣にこんどは泌をさす。だし、たL、みな

さ予んが起きてくるころに， こんどは元鈴子たち

fこんで押入れにいれる， といったこ

とのくりかえしでしたね。 くらしサヱ…一一。

で，総は七持から作業はじまります。寒いと

スト…ヅ{使熔しているばあいは，ヂを洗う

fがんがんJ ごいっておりまし

18リットノレ入れの泊織で沸かして， (兄

に〉そ予を洗ってもらう。洗うものは

したね。織で紘一んで，たわしの代用

お鹸だけではそ子〈の池〉が滋ちないから，製材
Lつ〈ず 必がくず

所から漆月号"ごすかー一一大鋸照合もらってきまし

てオ:1， るわけーで…すね。

湯気がだんだんよくなってくると，バケツに
ひなたみず

日向水をつくっておくわけですすおそうすると

お昼ころは，やや設立むんで一九それで、ずdきど洗うo

しかったんです。もう

十一時二ろまでやるときもあったんです

ね。 E詳し、ときは銭湯E長谷んに行くんですね。

風呂に行くにも，脱いだもの入れる縫を，三五つ

ならま王つ， この人たおよりひと足先に行って，

議採しなきゃならなかったんでナね。

背中古どこすっ七一一一。四人も五人もおりますか

らね。縁ってくると，私のおやじ

三子屋なもんで，飴だとかバンとかそういうもの

なよこされておったんて一れそうすると

が， rまたあのパンないか，飴ないかjとかL、わ

3)ここに出てくる「滋鍛治Jは警!il尺さんのf]J手・つえらよ C!B姓は策〉の生雪更にあたるが，子主要支につL、て

は不紛である(前出!議 1参照〉。

4)稀主主;主{迎合i緩め支善春として，畿内(/)三室率・紋i治・総淡・文化のや心としてつくられた滋下町である。

数時代以伊主霊祭主主の感主主総であった。f1菌谷際]受ミ家主ど委主熊。
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れましてね，議嫌をとらなきゃならないから，

それたあげたりして

さと敷いてね。

ほうカ〉みな‘

I1演 をど敷く。主L，fぉ、ば/v入り口のほう

しらみがわいておって

び絞り

さざやらされたりしたことありました。

そのき当時は忙しかったもん“ごすから，較はま三

る，夜

れました。私も，

…時ころまでやらさ

るあし

工場のほうにきてよそ…タ…まわしたり，殺しL、

っつけ本主義ゃれないもんだから，豪華人

Jが に見つけられないうちに前加工して

みるんで刊す。これだらば大丈夫だなあと怒った

らその削った材料が.sつけられないように，

隠しとくんです。El

覚えようと怒

部医のこと

.1'ー吋一一司、。

し、くわかで込

さんでいうくところで， そ

どうやっ こして鉄工所をはじめたと関

L 、てますか〉

てし、う

はそ

なんですc でも，

の部医は，

つ 言語底

としてき長まれたわけ

うち

きに行っ

たって fしですね。むこうで，旋盤を習ったって

いうんです。この笈衡が，当雲寺のB*でただー
ケ所しかなかったという，大きなs尺っていう.

って， とし、う

/しザごす。

それから，そこを辞め Jフ

と競いてるんですが，そこに例年いたかわかり

ませんけど，石巻に悌・っときて，渡辺鉄工所と

いうところに入ったんですね。
いヴA

、-， 

ていえばかしんです句けど， そういう

ものをやって，策京に行って綾擦を溜ってきた

ていうのは，三五巻には一人しかおらなかっ

よ
ノ

ていうのは， 三うる

にとま三ろったけれど~， っ?こ。

それで、も，言譲渡な機械でなくても，予定京からき

た職人というので，邸匠は，総当みんなから主主

浅されたといっており 3どした。

フーと， まだ独身時代だったか

ら，千交はエンジンIJ)ーは…ノレスをやったというん

です。そういうぎ訟をためておって，

とし、うことにもって

し、った， ということな繍いておる 主義人

も もなく，自分の工場を犬舎くしようと

dgぅ気持が， ったころにあったんで、ないで

ずか。夜も 、で， とにかく

絡に治っておいて，

したん旬、ないて屯すかね。

くその師匠の人棋は・・・・・・〉

そうですね，なんていうんだろうか，まあ，

むかしで、すからガリガジやられた時代て、すけれ

ども，廓授は人tこそ子守護うけaる，弟子にたいして

そ子役あげるというのはなかったんです。ふつう

ですと，よその筋涯は，ハン γ ーなりスパナ，

5)釜闘の日本製議所。明治 40年 11月に北海j滋燦綴汽船とイギザスのアームスト口ンダ・ウイットウォ

ズ社，ビッカース社とら津名問出資で設王立。雲母主主必至手 1月，わが僚勺後初の民閲兵総工場として室蘭で機要議開

始。大lE8王手tこ北海滋議選妻美を合併，昭和 25年 12月，決定務総計衝に基づいて，新たに資本金 2ft室内亡、白

木製総務を設立したo f::lt海道大13斜務輿J(下入北海滋新開社， 1981年， 313 Jl，参照c
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あるいは手tこもっていたもので弟子セ殴りつけ

たということを何回も開くわけなんて、ずが， う

ちの錦僚はそう L、う暴力的なことはなかったん

ですねえ。その点においては， ったんで

物にたいしては， 家財から石鹸のはて

品
寸

アネちゃんていっておりました。

私なんか，節陸夫婦に L、っしょう

けんめいやるからJなんていわれて，一一元弟

子たちが土曜日の夜なんか家に帰るときあるん

です一…そうすると，郎俊夫婦に密工につれてか

れて， したり，服だとかシャヘ履き物，

そういうものせど貿ってもらうのいちばん楽しみ

したね。これきと災ってもらうのがよくて，いっ

しょうけんめい綴いたのかどうか，ぞれが励み

になっていましたね。自信阪には子供は，おら

佐藤鉄工所(友・絡また"T'中JIIさん，

お・都沢さん，緩和16年)

なかった

主ト

私なんか，そういう〔涌谷で乱鶴警察件をど起こ

した〉務件があったもんで、すから，なるべく家

に来々いようにしておっtこんで‘す。まわりの5!

る践が，品、関，泉い自で見られるので一一。

ぎムt土， (宇|てみの行は〉どこにも行かないで、薪を

割ったり，工場以外のとこの片づけだとか一一一。

それから，克弟子たちが淡漆物を置いていくん

ですよ。 その洗援物ぷ倍人も五人分もあると，

けっこうとド臼，ニ終，三時ころ変てのやミったん

むろん，蒲聞もちゃんと日光浴さ伎なきゃ

ならないしね。気取りしたり，務屈の裂にた交っ

ている誌の卵つぶしたりやっておったもんだか

ら，克弟子たらがく自分たちの〉霊祭へ爆ると，

なんとなく授が上旬ました。

にはなんでもやりましたから，義

はれました。洗擦でもなんでも一一。頼まれな

くてもやっておりましたんマね。人のなかなか

とっつきにくいところを，好んでやっておりま

した。いまで、も，そういう傾向があるんです。

充弟子たち

くその綿誌をの，一番弟子はどなたでしたか〉

佐藤泰努さんで方です。

く佐藤さんは と毅威かなにか・・硲・・・〉

この人は，

旅鎮の次努旬、，
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さんというと……〉く例E去の，頭の進めぐ議ういていうか，学校はおそらく

、ち夜私丈こ士〉にも，良かったと悪うんで寸。当時，

ないから，ばん上で，職人ぺむきたんで、す。るいは学校で溜ったことを教向
口

くらいv 
」給料取りといって，をもって~えたり，

その自前匠だったで寸ね。私の開くところで、は主主ジまで読んだかJ，読ませずこんで、す。「何ベ

夜なんf青穣たるようんでいわれて一一一。

;競いか， i腐り見ろ.っとか， r浪曲ゃるから，〈どういう性務め人吋?したか〉

てればし丸、んだJというタイヅでね。私はい1?いうんで案外，部医と

このひとの浪治も講談も関ばん下でトずからね，人の樹s'JJをうんとみるひとだったんですかね

かなきゃならなかったし.~. . . .。とことこと，こと，すね。

なんでいわおせJ，あと勺)iなんぼかものをご馳走するだとかっていうのは私方、

と

町
こ
U

南

る
か
河

兇

和
カ

姓

:ν

判。
む

燃
宮方の

れたひとなんです。たちからいわ4古れば，毅以上のようなタイブだっ

すでyルハふ
φ
J
h
 

ね
山
弁

ら

出

か

の
い
号
人

々
m
箆

たようですねえ。

っt::.1..ノも，
v 
〕ただ，

んの兄弟子というさん都沢まの人も，東京へ出でいっです。

のは〉つまり旅逃げて行ったんですねえ。兄

さん。台J11誠ーさんって館をやってる兄ぎのほうがね事

古川さんでいう方は，れないんだとい技術もよくならないし，金も

りましてね。L 、3どの泉町というところうので，策笈にやらせられたというんですね。

お父さんが船乗り，総長だったんです。おJIIさ本人は行きたくなかったということ，いうんで

昭和の何年ころだかわかりまんのお父さん;ヱタfこま逃げて行った先〔東京の衿沼〕から

〔昭 12.7. 7Jの青iJゃんけれどたま忙しいときには，

エンジン石巻からかぼちゃと東京で伝いにきてさまったんです。そ

ぞうをいれないで南洋に行ったそうです。

パス-C:'二待題くらし
かわ

JIIというとこあるんです。為そこは，金主表山沖

翼ってきた本とかし、ろんなのなもってきでは，

られましたね。その勉強あるい

当時{機械の友jとし、う本があったんで一九石

したそうです。の捕鯨船のまま地なそこからかなり勉強これ，巻になかっ?こんですけれど，

って，漂流っていうか，難破しになったぶなんで、す。

安倍不通になっったんですけど，この方

りしまし‘て，..:t:hで，る半年くらい認に，愛E立に熔って

が勃発したわけで‘すね。その当時，その南洋方とこそのあしこられましてね，

援の無人島から，何年か前に1複線した船のひとそし w亡く主主征の〕一って，ろに泊まって

新聞だとかラジオで報道された7ニしていったんで、ヶ月くらい前に家に滞って

か，難破船の議会の名前と，

そんです。それで，銀日のように，

ら殺それが出てき

70 

す。 そして，当時の支那，震慶作戦に参加して，

ビノレマで戦死しました。



ンハ

が何人L、て例人が残ったという，擦はザ

ー尺も二尺も伶びておったという

報道が出?こんです。吉沢ささんのお父さんも，あ

るいは(見つかるのではないか)……， という

とでおったもfしだからねえ。

その会JIIさんも，お父さんのためにというの

でラ金はほとんど使わないマ，一銭でも二銭マ

いわれて， I s惑っ

なノミJとも fなんで、もし泳、から，資っ

けぞう〔くまeJノ」なんてね。

その金，

教えだ分，

げろ/Jなんでいわれて。 fなにすんのさ;:?っ

ていうと， rおやじが織ってたとき，うまいも

のご馳走するゑだjというので，毛ムヰミたまたま，

そういうのに小さいときから詩情したもんです

から， (金を)あげたこと込あったんで、寸。やっ

ぱり郡鹿と同じに，主張父さんがし、なくて， お殺

さんのそ?で事ぎてられた関係上才、 e妥をも人も大切

にしておったですね。

その選きはつい ヱな沢dんのお父

んも， も，ってカミら，

紛のぞ;前七，姿治しておりました。

私の記穏では cな沢さんは爽磁お

やっておりました。たfふこの人も

かばして¥逃げて行った一一当時は，

といったんですね。この人は，船乗り

りな

りま

したね;しむろ ら給料はもらえ

ませんから，お父さんくのため〉に金を貯めて，

家をど建てて， というので，毅乗りになって， よ

けい金を取るという符えだっfこんでしょうね。

三きんとし、う

ヨ凶

」 はお

主屋さんていうか， この方は，

6) !被前では設さ l次大寺設中tこ最初}のどータが現われ，つい子、太平洋戦争中の船義務矯長まで最

あえら枚上二仁(J)生活3さと議長時G請を労使関係

ふつう…般のようなひとだったんで、すね。

さんも， )t主げまして，残ったのは私だけ。職人

もぜんぶ逃げてく，逃げてくっていうより，さ当

降の殺人f主辞めていくほうが多か・ったんです。

くこんどは，都沢さんの下にも，鶴子が入って

くるんでしょう〉

ええ，十六若手ころでしたかね。こんど，私に

も てくるようになりましてね。戦

夫

人がど

ってきますんで，そういう

か，i蜜船業がうんと伸びるという

んどん入ってきたんです。そのき当時比

一一時休みがありますね，その

き銃v::::'入って'i?:ておりました。

2師.，厚

1618芳、
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図3 El*の総総選霊滋議の後移〈準緩毛ど除く〉

〈上告所:念日本;Ji言語会軽量減労j~jJ総会総 r*，(~品、の主主

i数 造船産霊祭i等李総会潔{包の航跡一一一i労rfl'JJf守
総社， 1981年， 65J変)

私なんか，下弟子が入りゴどしても，割に王手〈

起きて，惨いと診は二時， きてイ士事ゃっ

大の頂点をど迎えた。!被後は， a召李1135(I告60)長引こ主主室長;訟は後践的に拡大し， 葬祭籾49(974)年に絞主義絞大
のどータとなった(図2，護ま熊〉。

71 



人文科学論集

てましたねえ。私も，涌谷におった(少年のこ

ろに)，その喧嘩したときの(ことを思い起こし

て〉ね， こうし、う子供さん〔下弟子たちにJ，警

察に呼ばれるようなことだけはさせたくないと，

気をくばりました。私も鴻谷に帰りたし、けども，

こういうこと〔喧嘩したこと〕があったゆえ(帰

れないでいる〕と患いましてね。

く鉄工所では，それぞれのひとが，仕事をどう

分担してたのですか〉

はっきりした分担でなく，小さな分担ていう

んですね。例えば，私が旋盤やるとか，あるい

はセーパ一 片削り盤ていうんですけれども

一一これをやるとか，一年か二年そうしてやる

わけで、す。そして，いちおうその期聞が過ぎる

と， こんどは船舶に行って機械のエンジン，つ

まり内燃機関の分解，陸上げ，整備，点検，検

査，取付け，復旧というようなかたちになって

いくわけなんです。そのばあいは，多少クソレ

プを必要とするわけで、す。一人ではできません

で，まあ，三人，四人というような状態で仕事

をやってるわけなんです。

私が入って一年経つようになってから，分担

になってきました。こんど戦争サ入ってきまし

たんで，師匠から「ああ，最後の責任は俺もつ

から， とにかく，自分のやった仕事には責在も

たなきゃだめだj といわれるようになりました

ね。セーパー仕事は誰だとか，旋擦の大きいも

のは誰，中ほどの仕事であれば誰，小物であれ

ば誰というように，各分担責任に分けられまし
あした

たね。「明日の靭，船が出航するんだから，今晩

のうちに(仕事の段取りを)決めとけ。明日や

るんじゃ，だめだ。寝る前に決めとけよ」とい

われるような工程で、したね。

くそれで，都沢さんはどういう仕事を分担した

んですか〉

加工のほうでしたね。エンジンのピストン関|

係，それからボーリンク関係。

その当時のエンジンは，いまのような何千馬

力というのはなかったもんで，大きいのでも，

七十馬力くらいだったんで、す。いちばん最初，

私が行ったときは，それが最高大型のエンジン

だったんです。いまの言葉でいうと，セミ・ジー

ゼルエンジンというわけなんです。焼玉エンシ

ンと呼んでました。

焼去っていうのは，エンジンを始動する前に，

軽油バーナーあるいは蒙油バーナーで， この焼

玉ていうのを焼くわけなんです。十分か十五分

ぐらい，あっためるんです。あっためたところ

に燃料噴射させて，爆発させる。つまり Z ンジ

ンを機動する前の段取りっていうか，そういう

装霞なんて、すね。そういうものを加工したんで

すね。

その焼玉エンジンの前に，注水焼玉エンジン

ていうのがあったんで、す。水と油をまぜて爆発

させたんです。あったかし、とこさ，水，霧状態

でやると爆発力が多くなるために，馬力が出る

んですが，機械の金属的な抵抗力がもちこたえ

れなかったんで、すね。それから改良されて，無

注水焼玉エンジンと L、う名前がでてきたわけな

んです。これがセミ・ジーゼノレと変わるわけで
フォア

す。これが，ニサイクノレなんで、す。その後，四

サイクノレ・ジーゼルエンジンに代わってくるわ

けですね。

〈ピストンの加工というのは……〉

鉄工所から注文されますと，木型屋さんで，

その機械に合った木型をつくりまして，そして

鋳物屋さんにまわされまして，鋳物屋さんから

出てくるものを， こんど鉄工所に移ってきます

ね。これを鉄工所内で，加工，仕上げに入るん

ですね。加工，仕上げしまして，船に取りつけ
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きどしまして，運転となるわけです。

こうし寸話般にたいす

というのは，いちばん進歩しておったん

ですね。むしろ，塩釜も~りますけど，宮城県

ではいちばん， はいfうばんでなかった勺

ないで‘しょうか。

こういう仕事のくりかえしで，そ

風呂怒さんのタンクだとか，芝大波加工屋さんの

とかをど作ってくれ，修理してくれとい

うのをやってましたね。そしているうちに， J!え

日差是なんかも作りました，鉄材でー…。続三訟の

鋳物屋さんも，戦争が入ってきたので，風呂釜

を作る余裕なくなってきたんでRすね。

り始めヤどきだしたんで…

鉄工所の 山酒造船へ

ってきたので，う

です。

るんですね

てぶつ

E主書誌に切り

ってきたん

消化しきれない仕事がでてく

さんも草善悪

えてきたために〉たとえば風呂展さんと

会、

です。u1磁か

なくなってくるん

もらって，それで、手一杯

?となってくる八;で.~ ~. . .。

Jそれで，下請け負し ってきた

んですけれども，主容のほうからは，

工場じたし、が となるには〉小

ある{段上工の:生約史と是主総数労使関係

ざいんでないか， こAJJ:/J、さいとこ

で、~ないとし、う fi号題がいでてきたわけなん℃すね。

そん wそこんどは，

ために，

きくする

でくるん℃

つにでしょうか。それ

ぐ，佐藤鉄工所と出活と ここで

生1まれてくるんで、すね。そして，私が，J3

i幻西"̂'t籍が移ってくわけで、す。

く鉄工所Uこいたひとはみ、んなはi凶造船へ移る

かたちですね。告会涯はどうしたんですか〉

佐藤和市ざんなる闘匠は，石巻造船という新

移っていきました。お宅金造船所， これ

くったわ

船と名

町にでき Q

8 

山間の社長さんが買収してつ

もとの松谷造鈴を，お考委瀦

れは，

石巻の松谷さんでひとは，

っておったんですがー……合資

会社ーなたかったて与しょうかねーづ こんど改名

して， リj泌の1土炎 ω亡、

ある西緩うす次郎さんがなっていったわけなんで

いうの寸5¥E立後芳次郎d

くったんで、す。

わっ

として〉ゃれないと

になって，つ

ほうでは，計磁滋

はこぶ運送船をとっく

新しい， このお巻造船もね， りまし

，もと u二t;;

7) UJ主主治安長鉄工所以，大まきは920)年3刃23日?こ石巻漆輸送金訟株式会社として，問後芳三添えによって

設定されたので三うるが，昭和 15年;こ液絞め社名に改め， r必ずへの飛滋Jに鍛えた。昭和16年 12J':l 8 s， 
太王子洋戦傘下に入って潟支衰の管'滋工場に徽泌され，験支持計磁波船や舷総紛の建造にあたったげtU室主滋寿会鉄

ぬ70，14真， 議診療〉。

き〉昭和5年発Dのf石巻語道一七案内(石巻主主工会〕によると，持J協隠Iにあった松谷巡議会主主松谷悦お銭円の綴
営となっている。
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どういう イ〉

たんザむずか〉

こっちは，いらおう重役のかたちて、行きまし

fこ。 後藤鉄工所の財産をもって，

移動したものだから。

く4それで，都沢ざ も， ~、っしょ

ic山聞に移った。ずると，

が f逃げていっ允j とし、うのは，

i反されたあとのことになりまやね〉

ああ。 ul綴?と行きましたけど，え弟子たちは，

ふた月くらいで， このはlit宣言ど辞めてい診交した

ね， L 、まふうにい 任

用試験テストっていうんだろうかねえ，を用期

間があるんです。兄弟子たちは，山間にふた月

ばかりおっ?こんだけれども，その議題にやのため

に， IU簡の籍には入り交せんでしたね。

東京あたりにiむたかったんマすねえ。

若い人の喜多っていうんでしょうか。

あとは，夜、だけ残ってし、まったえ，ですね。郎

涯の家に残りましてね，そして，ずーっと五，

六年党支で山簡に行ってたんです。私は LL/密

から兵滋に行っfよんですc 兵隊も鏑ぽの家から

出て，帰ってくるのも姉Eまのところに，係って

き

東京におる〈とLづ意志があったとし

ても，そのこと)についてもねえ， ここに係っ

てこなきゃならん，つまり，なんでいうんだろ

うかねえ，むかしのことで、いえば窃命的なもの

がおっ式こんでしょう。兄きが満州に行っており

ましたもんで， ているのは，鱒

一人になっ丈こんでナよ O

〈都沢さんは，山務ではやはり任潟鶏閉が二

ヶ月あったわけですね。すると，ヨド採}ちになっ

のは……〉

ろで?なかったでいすかねえ。

くul罷に入って，最初のt土建ぶというと……〉

だし、たい向と系列，

ζでした。

ul滋造船は，

とんど隠

し、る言十i忍透

船のエンジンをつくりはヒめたんです。どスト

ンとか，

L 、ま

でた所で設計した，

して， エンジンをどっくっ

ようになっ

むかし海務ってL、

もらL、ま

く本採用になって，職場はどこに配属されるん

ですか〉

というとこで，紛のエンジンの2まう

機械加工ぞれか 取付け，遼

松左， こういうの関係が集まっている工場なん

です。あ，終物慾もありましたね，五つ部門で

すか。

るわ ト
」

L 、支ふうにL、

したのが， と

な刊でおちましたね。

くそのころ，Ul務ではどんな船なつくっていま

しずこか〉

くってゴどしたね。百トン翠と

三百トン撃ま木造船"むしたけれども， うんと速

力の速い船でした。それには燦慾なんか搭載

するね。それか札機関銃，機関飽きど禁致して，

日本の沿路警警備で，むこうの機水艇が浮上した

ときの，その攻撃}刊でした。潜水しているとき

したね。そうL、う船主ど専門につくっ

てました。

それからお滋造船でつくれなかった大霊仏

の 100トン型としては;本線総務艇(海療入 3号9トン42tlでは*:i1、主遺物議会(主主築設徽奴間〉会主主iさしていみ。

ほかに銀製橋紛 (20m.綴須賀海軍T.綴)，鉄海紡緩 (200トン・海主玄人*欽晴海経(I5m.fI話線:)号事

会建造していた。
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[9sトンから五百トンくらし もつ

くってましたね。むこう〈石巻造船所〉は，敷

地が狭いもんで……。

しすこカ〉

らね も多少ゃったですけれども，

ほとんど家需産裁だったもんですから，もう

盛の一議をたどっ7こんで、九九LlJ商造船は，鉄ffs

F号も木村部門も， どんどん策のほうから資材が

供給されますレ…円。

なかには，うだ三三段下から拝領のマスト(の用
ひのき

材〉なんかね?木勢杉，木曽の檎ですか，ぞれ

をニョド贈られて，マストなつくるあれなんかも

入ってきて，
'
文
」

てしったく

1<r地方におる大工さんたちも，

んたちのほうに変わりましてね。

さんの陪期金というか，問じときにLlJ拐

に入ってきたひとには，どういうひとがし、たん

ですか〉

徽潟が怖くて入ってきたひともあるし，ある

いは、潜援の主人，あるいは雑貨屋さ

そういうひとたちも徴用が怖くて山西のほうへ

入ってきたんで、す。

i弓鶏生では，同年配が十人くらいおりました

ねえ。いま臨床技部やっている小JlIIE-，石巻

のi今燃機器にし、る高橋紘石巻の鳴瀬釘で自転

車緩やっている小野，柏原℃いうひと，ぞれか

ら元木っていうのおりましたね。紛の機関長や

てる福島県の潟矯際防，それから潟橋被人って

いうのおりましたね…一二の人は亡くなりまし

た。そういうひとたi?，記憶にちょっと薄らい

でるんですけれども，まあ十人ほどおりました

ね。

ある仕上Iの生活史と遣を紛然労使関係

くその当時，とくに綴しくっき合っていたのは

どなたぐしたか〉

木工の製材係におりました後藤栄郎さんなん

かは誇年撃で，長いおつき合い℃ずっときま

したね。この方の家庭は複雑だったんーにお話

つて主お占つfたこ/ん¥.:"'1でε

寮と智私込のまお岩つ?たこ佐E藤泰鉄:工工所が， 向いi苛=となもん

だったから，友だちだっ

涌谷のそういう〈大喧磁をし ザフ

たもんで，石巻にさてからは，親とか究きたち

に心配d--l全てはだめだということで季友だi?づ

き合いも，ぞれをきっかけにだいぶ変りました。

いままて、のような荒々しいことばもなくなった

い年齢的には分郊のつく年に入って診たし，

わとは伶ょくしましたね。とにかく， t政問

のひとに迷惑かけてきたから，なんとかよその

ひとをあっといわぜるような，rよく辛抱したなj
といわれるように，あるい しでこのよう

i;:Uまっすこんだというの女児せてやりたいもんだ

と，そういうこと佐藤ぢんに認してま Ltよねえ。

佐藤さんとは，復員してからも，

場の話とか，結婚してどのように土地を求め，

あるいは家建てつかなって話ばかりでした。

入隊

く召集になったのは，し

ことをすこレ一一〉

二十年の二月で、すね。

ときから， r非常持J(の歌〉なうた

そのころの

わされて?とにかく，踏のために命をおと?の

がし、わばんの，毅サも孝行であり，天E皇陵下ぺナ

も忠義であるということの教務が，…ヌド槍で、し

し、ノ。

10)その帆柱は多建設備'滋団からぎをさ主した「第一正空宇1LJ(3悌トン・貨物船.s尽き詳18年〉に使用されたと
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たから，それがあたりまえだと，患っておった

しね。その当待，私，

てe"ました。

涌谷の駅に，主主のおふくろの絞ぐや沢ってお

るんですけど，その家のI主惑さんでゆ沢一って

いう人おって， ってくるっていうの関い

て，駅で、待っておりましたね。「来だぞーっjて

いわれて，率五，喜んで涌谷の駅から，そこの家

まで(中沢さんといっしょに〉去をってきました

ね。

とき， とき，いやだってい

うひとがよくあったけど，いやだっていうひい，

ほんとうにおったのかなあ。おったんで‘あれば，

これは最初から戦争に反対したれあるいは窺

カミ こと聞かされて，なんかのシ g ッタ

で，いやなんか， とにかくあの若さで，

対っていうひとは，ほんとに日本におったのか

なあと思うくらい，現在も不思議ですねえ。私

そうし、う教育訓練された

ひとですからね。それが，終戦なってあたりの，

いろんた民主教育とか労働組合問題がでてきま

すんで，訴のこと忘れて，そのことだけが頭サ

入ってしまって， しゃべるのが場事爽と違ってし

ゴどったんでなし、かじ私，いまでもそこに疑関

をもってるんです。いまで、も o

あのき当時の訟i緩うけたひとマ，年齢で、十八，

十九，二十くらいで戦争箆対てL、うことは，ほ

んとうだったろうかなと，いまでも思うんです。

主喜んで、行きましたね。兵隊は…一、

、くとき，私のおやじも，や民に倒れ

ており iどしてお。そんで， おやじに泣かれ

「かならγ，生きてこしづと。こうい

うことばで、いったんでないんですけど.r~ê"て

こしづという，まあ， ら，ことfilぅ:

溌っておるから， よそのひとには，セコょっと{認

さ?とれないんで、すけれどもね。私は，

rチャン，死んで、くるんだよj
と，弘はおやじのこと，でチャンノjて呼んでおり

ました。そんで， うちのおやじも涙ながしまし

てね。「かならず，主主きてこいよJということい

われましたけれど?税は，まあ，

ら，生きではこられないんだJ，と

いうことL叫、ましたら，おやじが，おんおん泣

いてましたね。

男は，怠ひとりになってしまっ

のとさ，えきはもう，ゑぎてるも

そ

死/ャ

でるもんだかわからないから。 満州のはででナ

からね。まあ，そういったようえEことで，

マナ入ってい考愛した。

くお宅きではまだ釧肢の家におりましたね。涌

谷へ様るとき，日間授はなんと……〉

とにかく，姉匠はf主主ぎて嫌ってこいJ，とい

いましたね。「かならず，生きて織ってこいよJ

と。そんて、主主は郎慌には「死んでくつからj

ということは，し、し、 ì CJ<きんでした。 r~料、 /J と

いって…おやじょっ恐いような践としてお

りましたからねσ

召集にかかったひとを，ど

やって送っfよんでオか〉
や絞ら

/又八幡かけ， し似てくれました。まず，人!緩ざ

まのお参り。お宮で，人婚さまを八っかけると，

武運長久だと。幾康で，室経のそ予稿もたてるにい

11)都沢さんの少々 草寺代のn述の々かにつぎのような緩い践がある。「理学絞善寺代も，一年生に入ると若手載の

初手しで，非常善寺の護士をどうたわされましたねαr-¥非常i成多ド常時， 国難色'"よれち…...jとね。むろん務宏量生
マ?，天皇室き下の御総長診をど苦手8:}手まされまして，校長ラ記念，次燃の先生が生徒会議さ設に緩められまして，ぎな

うたったんです。j
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いんだというならわしがあっ 会社の

機械，造船，

の造船所内のそを職場のうちから，なん人かずつ

呼び出されまして，そんで八八幡かけしていた

だきましてお。

そして，銭別を各職場からいただきまして，

段の丸の旗には，会社の社長はじめ，遂事務，支

配人，あるいは同僚，上司の人の，そういうひ

とたちの名前まどいれてもらいまして，見送りし

ていただいてね。その見送りが，

のふうな，見送りだったんです。

く入隊したところは， どこですか〉

(現・潟水町〉沼津海

ていうところに入りました。そこ

におって，飛行機の騨，治正式の脚きと専門につ

くっておりましたね。

工作学校は，ぜんぶ謬1I練ですね。

は，光学，婆するに飛行機から写真撮るとか，

天澱とか，魚雲3滋撃ー…飛行機から魚震を放し

てやるやつ，爆警察手喜とす訓練， あとは砲術でナ

才及。それから，洛水もあるんで、す。

が，敵の空襲がさきたって破損したばあい，その修

あとは板金。それから，

いの修理，ぞれ

少

したね。

く綴爵はどれくらいで匂したか〉

三月くらいで，みな韓日潟になっていきました。

のあいだ，ずっと飛行機の脚をつくっ

てたんて、ずか〉

はい。私は，残されましたね。その飛行機の

勝のほうに…一一。

ある枚上ヱの主主活史と若者総多重労使関係

そしてこんどは笑戦部隊として，
に

足意E戸部村第四方面隊工作fisってところに，行

きました。そこで，鮮選挙丹にっくりましたね。

そこで勝つくってるうちに，アメ手カのグラ寸

しまして， これが低空できて'その第間

工作隊サ送っている潟圧線サぶつかっ?よんです。

鉄マつくった送電線の議ありますね，あれに8

爆したんで、すねえ。

三ろとはまあ，空襲だなんだかんだをうけま

して，終戦になり愛した。

くずっと，この岐阜にいすこんでトすか。戦地には

行かずに..・・・ー〉

イコ

くなってしまったんで、す。

ども，船がな

まで行って，

船に乗緩む支度して‘H ・a・，ところが，何時間待つ

当時の，

かして待ってたら，訟がこなかっ

たんです。あとからになって，船がなくなった，

やられたんだと総人、ました。それで、，またもと

の第鴎万部サ移れ， というので，移ってきたん

ですね。

ょっ〈ら

復員，福島療部会湾へ

八月の二十四丸兵隊から復員しまして，く石

とこに帰っすこんで‘す。そして，

谷の〉実家にはひと丹か事ふた月o ふたJ=l主ざり

i-iきんでした。そのと色う

るひと，おらなくなってしまったんで、す。

17:・ゃえじ〉が， お婿さん〈挙手き〉もらいでwす

からね。当時， (実家の農業といっても〉氷呑~

B姓という，際んぼもいくらも無かったんで、す

が，ニヶ月のあいだやっておったところが，続

12)海1f!の横須潔鎮守ff1所長誌の街料理ヌ校と Lて昭和 19年草月 1f3殺霞。昭和初年 7jJ 5臼廃止となってい

る。妨綴)1'妨害お研修所教授ミ部議 f警主党終審・勝海年表j綿雲新聞社， 1980若手， 522 J主，参照。
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匠から連絡ありましてね。

部匠に呼ばれまして，師匠がむかしたいへん

お世話になった，石巻の南町十こ，伊藤貞之助さ

んて方がおって， こんどそこに行ってくれない

かといわれましてね。うちの師匠が，その方に

たいへんお世話になったということは，私も小

さいときから，間かされておったもんですから。

福島県磐城市の四倉町ていうとこに，その伊藤

貞之助さんの所有する「不動丸」って船の本拠地

があったわけなんです。

この伊藤さんて方は，加美郡中新自の出身で，

私の開いている範期では，十九歳のときに地主

のうちに住み込みで手間取り一一まあ，手間稼

ぎっていうんでしょうか一一一，そこに行きまし

て，農家ではだめだというので，おにぎり二つ

もって，石巻に逃げてきたそうです。そして，

石巻の主的木村善也務庖というのがあるんですね。

その当時の塩特売，特約庖ですか，あるいは石

巻でもー，こを争う水産加工屋さんをやっておっ

たところに奉公しまして，草鮭を脱いだそうで

す。そこで辛抱，最高に辛抱しましてね。朝に

早く起き，魚市場に行って，魚一匹，二匹，市

場のところに落ちておったのも拾っては売って

は，夜は遅く寝て，辛抱したひとなんだそうで

す。

当特の伊藤貞之助さんのあだなも，泥貞とい

うのをもらいまして， こんどは， 自分で独立し

たんで‘すね。独立して，やっぱり，水産加工業

ゃったんですね。家号は，株式会社①商庖です。

独立して，港ーの財閥にのしあがったんですね。

八十二だかで亡くなったんですけれどもね。そ

れまでり子供は，男が九人，女が一人。

佐藤鉄工所は，伊藤さんの世話で工場だした

んです。この貞之助さんのお世話で， うちの師

匠が資本だしてもらったんで、すね。

それで，私，兵隊から帰ーってきてから， rこの

方にお世話になってんだから， この方の家サ何

年か働いてけんねか」って，師匠からいわれまし

てね。そんで，伊藤貞之助さんがもっていた，

四倉港の「不動丸」としづ船の仕事を 、し、こ

とばでいえば， r担当j てことになったんです。

①商賎さんは，お父さん〔貞之助〕は水産加工

場やっておって， この「不動丸Jは，次男の長

介さんにやらせまして……。長男の徳男さんて

いう方は，支那事変で亡くなっていたんで、す。

くその不動丸というのは，どう L、う船だったん

ですか〉

いまでいえば，巻き絹ですね。大きさは40ト

ンクラス，百二十馬力で，五綬あったんて、す。

五綬で一船団，いまのような進歩していない時

代ですから，機械で網あげんでなく，五綬くら

いで，人の予で網を，巻いて網をひっぱっては，
まぐろ いわし

鮪とったり，鰯とったりしておったです。

くで，不動丸では，どんな仕事をやっていまし

7こか〉

その当時は終戦後なもんで，油もなにもなかっ

たんで、すね。そんで，コールタール，クレオソー

ト，重油，魚油一一そういうのを釜で混合しま

して，船のエンジンの燃料に使ったんで、す。そ

ういうものを，私，やっておったんで、す。

くところで，復員して不動丸の仕事をやるよう

になったということですが，召集されたときは，

まだ山西に籍がありましたね〉

山西には，戻ったんで、す。その時，いま常務

やっている八木悶謙治ってひと，当時は労務係

長ですけれども， この方に，

f辞めねでけろ，やめねでけろ」

って， うんといわれたんで、す。

「やめないで，なんとかうちにいてけろ。会社

にいたほうがし、い。よそにいったって……」と
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いわれてね。ところが私も，部匠の

助さんのところで働いてほしいという話と，八

木83さんの諮との)，中にはいって，どっちから

もいわれるし，巡ったわけなんでhす。 IE箆なと

ころね。

4それでもく自分としては僚長と

fあと〈になって， また石宅金に戻ったらλ ま

た来るから，八王女沼さん」といって，十月三十

日付で、辞めて，すぐ福島県に行ったわけなん

て、す。

その八*83謙治さんから，私，福島に行つ

おった当時も， r若手ゐてこい，やめてこLづって

いわれたんです。犯は， rおまえは退職したん

でないよJってばかり，いわれておったですね。

不動丸は，二十六年までおりました。

くそ どうL、うところでし?こ治、〉

四倉の震J~をの込のは，ふんどし均と称して，

…本の通り…-一ほんとうの海の努の街了で、すね。

っ丈こんです。あすこは， 1滋

って，屋根瓦をつくっておりましたね。

六車子あったんζゃないで、

しょうか。努は瓦工場か， メント工場，

三ろと この去っくが設な働 だった

ょう

く都沢さんは伊藤さんの家に主主ふ込み""(....…〉

はい。(私〉一人だけで、すね。

く従業員というか，梁組員はどのくらいで、すか〉

六十人くらいです。若いひとばかり

でね。年も十四くらいだったんでないて‘しょう

カミ。

ょの童会頭から，般のデッキ会決うとか，いろ

んなこと教えられたんだけど，小ざい子供だし，

覚えも体も小さいもんですから，船鎮めいうな

りには，なかなかいかなかっ丈こんで、すね。ぞう
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i0ゐ{tJ::r:の生活5をとj議紛然労使隠係

すると船頭，あるいはボスのひと

その子供た全〉を投げ7こんで加すわね。十二三丹ころ

でも，一月ころで、もね。

それでも， というところfi，毅

もおじいさんも，そのように育った佼いか，逃

げるということ，しないしね。いまのことばで

いえば苦手捻っていうか，我慢っていうか，耐え

Tこんです。ょのひとのいうことは， よく聞く子

供が多かっ むかしのひとは，よし

として，登ってくる(子〉

ば(か〉り助けたっていうんですけども，

とまったく同じなことでしたね。

そういう関係のほかに，紡取り一一般が岩盤

に接岸するときも，やっぱり 50メートノヘ30メー
もやて"主

トノレ離れたところから，細い紡，妨織をど取りま

して，一月でも二月て、も〈その寒いときに〕泳

いでくる人Jですよ，岩壁に。

その細い織の先には太いロ…ヅ，当時のマ

ラ・ローブが絡んでおって，経惑の紡取りの

きの杭に絡んでは，震えながら綴

るのを，待っており交したものねえ。

くその不動九の船頭さんというひとはどうい

うひとだったんですか〉

さんは佐藤燦次室長さんて方で，船鎮や

るくらいのひとですから，もう，九!候逝なブ'j"t3:

でたらめの殺も嫌し 乗組員爪ぜん

ぶ，おっかねがってたんだもんね。怖がってた

んだもんね。えらい雪試合かかった，紛演でした

ねorで、んび，でんびjってし均、ましてね，おで

この出っ殺ったひとのこと，このへんで fでん

びjっていうんで、すよ。

っていうのは，ぜんぶ刺青でし

たからね。渋で染めるとか， コーノレターノレで染

めるとか……。そして，こ

いは鱗の糸で終りまし

る

鱗をかついで砂浜
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し携にもっていったもんですよo パンツ

てものはなかったもんだから，それだけ貧しかっ

たんでしょうね。

それをその，鮫頭ていうひ&は長い羽二重

ものねえ。ほんと，船頭だけで、した

ね，絹のえ審物十こ，海のしぶきがあがったような

〈模様の〉織物染めで，もう，ほんとにたいし

たもんだなと，私びっくりしておったもんマす。

は，年主こ二試ヌjc綿の反物きともら

うんです。

当持，紛販さんとはあまりつき合いはなかっ

たですけれども，ひとつ生存とる，ニつ年とるう

ちに， うちに治まったり，治められたり，いま

でもおつき合いしてるんですcその船頭冬んは，

亡くなったんですけれども，奥さ も

んで， 、くと寄ってくる 喜んで

おりましてね。

ほうは伊藤炎之助さんも，

二代償の社炎さんも亡くなりまして，いまは文

助さんていう〔貞之助の〕

そやっておりま

その器会には，一

dんが社長

三三日までおり

ましてね。そのgは大雪が喜怒りましてね。そ

のときの夜，お暇いただいて，石巻(の節涯の

に帰ってきたんです。荷物なんかは，姉授

のところに，設いておっすよんです。石巻地方私

大雪， 15センチくらい降ったんですね。

すぐ

そう

さんは，福島県総倉から山国造船に戻り，

さったんですね〉

三日にお感ない

ただいて，山桜に行ったのが三月五13，そして

すぐ四月に結婚したわけなんです。縁の臼ぐし

たね。家内をま!日姓菊地っていうんですけど， う

宅〉の実家に隣りだったもんですから， うちのえ

きから，rどうせなら菊地の綴，もらってしまえ」

といわれてお。〈佐藤鉄工所の〉言語疫が仲人をや

てくれましてね一一。

師匠([当分の家の〉うしろに家会建てろってい

われ変して，私が建てたんです。そのき議終，問

万円でしたね。その 。

ておったときにもらった給料を二千内だ，三千

内だって，邸Eまのところに送って，オアネちゃ

ん〈奥さん〕に貯金してもらっておったんで'す。

私，ヤ六年から現在家"を、，ーヶJ'!iこ…聞か二回

は，かな っーとおりましたが，

CIIB 5むの三月二十二日替

の十六日に亡くなっ

なさっ7よとい

うことは……〉

あったどとろではなし

とありました。ゴまず，食うに癌っ

うん

活千円〈らい?で、した

がね。

つ

たときの大社長のところに，以西〈の仕事を定

時に〉終わってから紙鮮魚を入れる

くりに行ったんですね。何百枚って板ー-~横板，

底板があって，それを組み立てて，釘を

ぶちつけて，一つの籍企つくる

あの当時，二食ぐらいで生活した時代が続いた

んです。うちの袋内サは，むろん三食たべさせ

ておっ

さんに， rご飯たベてきたのか」と
いわれるんで、すが，支きか怨I3r食ベペどこなかっ

たjともいわれま必んからね， (竣をいってHう

ん， きょうはたベてきたJというんです。山活

しまいでトしたから，くとさどき

くらい遅ら必て， つ さん

のところに〉着くようにするんですJきょうは，

すこし滋かったな一一jってし、われると，rうん，
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うちサ行ってこ。飯たベてきたから」というふう

にするんですね。笑は，ご飯たべてないんです。

ま，一週間のうちに二、三回はご馳走になるん

ですが・・・・・・。

とにかく毎晩のように，夜の十時から十一持

ころまで，その箱だけをつくってたんです。そ

れぐらいやらないと，お金にならないんで、す。

その当時の釘が，いまのような商洋釘でなくて，

B本釘だったもんですから，ぶつけるのがちょっ

としんどいんで、す。たまたま会社のほうにも忙

しいときあるんで，そのときはお昼休みに自転

車で行ってね， rきょうは，来れねえから」と断

わっておくわけなんです。そこのところには，

朝から娩まで箱専門にぶつける女の人たちがし、

るわけなんですから，私一人くらL、し、なくたっ

てよかったんだけれども，そういうふうに連絡

とりましてね。食うや食わす*で，一年半くらい

はやったんで、ないですか。

たまたま， うちの家内は，私が会社に行って

し、るあいだ一一これも後から開いた話ですけとや

一一自分の実家に行ってね，米だとか，馬鈴薯

だとか野菜をもってきて，私が会社から帰る前

に，その夜の料理，あしたの米の段取りをして

おったそうです。(涌谷の〉私の実家と家内の実

家は，八十メートノレか百メートルしか離れてい

ないもんですから， うちの実家に見つからない

ように，線路伝いに運んで，汽車で石巻に帰っ

たそうです。

でも，私も弟子時代から，四倉の人たちの船

をだいぶやっておったもんですから，石巻にい

るときは，四倉の人たちが魚をもって行き来し

てたんで、す。魚をご馳走になって，魚、はほとん

ど買わなかったんで、す。
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ある仕上工の生活史と造船業労使関係

2.山西造鶴鉄工所の職場と経営

職場における人間関係

く話は戻りますが，都沢さんは，昭和十七年の

春に山西造船に本採用になりましたね。それで

旋綾の班に入っていたということでしたが，そ

の当時の旋盤の仕事というのは， どういうもの

だったんでしょうか〉

当待としてはですね。船のエンジンのピスト

ンが，一分間に三百も四百回転も往復するわけ

なんです。それ，ストローグていうんですけれ

ども，そのピストンにリングが入っておるもん

で，そのリングで，シリンターなるものが，竹

の子を反対にしたような，逆に減るわけです。

それをボーリングといって，その修正するわけ

です。要するに，シリンダーを削るわけなんで

すね。それから，新しく鋳物で増えてきたピス

トンが，削られてオーバーサイズになりますか

ら，そのピストンを，シリンダーにたいして新

しくなきゃならないんです。例えば， 30センチ

のシリン夕、ーが3ミリくらいまで磨耗すると圧

縮圧力がなくなるので，その太いところを削る

わけなんです。

その削るの(ボーリング〉も，ひとつのシリ

ンダーが，三回くらい削られる。三回削るとな

ると，最高で 9ミリ削るわけなんです。そうす

ると，ボーリングを三田やると， ピストンも三

回新しくとり替えなきゃならん。ピストンが大

きくなるわけなし、からね一一。

しかし，そういうピストンの加工を，年から

年じゅうやってるわけでないから，こんどはウ

インドラス，つまり，鉛が岩援にきたとき，そ

の船をつなぐ継船装置ですね。錨を下ろしたり

上げたりする機械，揚錨機の部品をやっており
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ましたね。あるいは，総マ?使うワイヤー

~ìlろげるローラ…。そあげるとか， ロー

ういうものを……。

私， U.I酋に入って， 12 アート絞盤という大~

L っておったノヤです。こまい

ったんですのは，

けれども， (山残造船では〉大型の，

〈の基準〉でいう，大裂の機械マ，加工やって

おり玄した。

そ
〆
F
¥

とL、う綴場では，機械

の醗護まはどのようになっγ.¥，、たのて一ずか〉

〔ここで都沢さんは工作機械の配穏について，

jgJヰのような図合緩いてくれた。第二造機部の

本村麗売さん

南

号室

仁二コ
ロ襲おい駐日さん

ハ
イ
ス
ハ
段
上
)
台

口υ
慨

~t 

題4 Il!街滋鉛第二造機慈の機械・人員の箆緩
(8雲寺017-19.1事後)

( )内は，戦後入織した人G

工場は了二様から成っており，都沢さんは北側の

12ブート旋盤の扱当であった。〕

くそうすると， 斑

とか怒などの作業グルーブはどうなっていたの

でずか〉

紛のエンジンの機械を専門に，鋳争参議，加工，

組5立て，遼絞と五つの部門の薮tこ分か

れるわけでもナ。これを総括し

となっており玄した。私は，機械加工のほう句、

すねえ。

その緩から，また小さな斑が分かれるわけで

例えば，旋殺の怒とか，セーパ…〈形制り

の斑とか，穴式うける〔ボーノレ滋〕の班とか，

ブレーナ…〔平前り盤〕の波L とかいったよう

。
v
〕

霊童

WC， こんどは，綴というのがある

機械加工のほうと総.llてと会わ4きた組，組立て

と取付けを合わせた級一ーとういうの合わせた

六人のグノレーヅができるわけなん

ですね。そこに，組長がおるわけです。それで〉

の践はよその畿とくみ会わせゐという

かすこちで、すね。こんど，総と綴が会わさって，

その上には工場長，

出身の滝沢とし、う職長でしたかね……。

ここの総識は私苦手ょうるまで，ずーっと， こ

の紛織で行きました。

くその当時の磯携わ，都沢さんの上司という方，

さんは，どういう役段だったんですか〉

。総友ての班長ム加

工と組立てを会わ4きた総長と，

うL、う班長だったんですか〉

石巻の出身で，鉄工湾奇襲係から主将隊に行った，

家j嫁あがりの方で，かなり議

厚でした。 仕事もていねいに教えてくれjどした

いあのさ当時の軍人あがりのひとはガミガミだっ

~ 82 
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7.1<.燐ちょっとjだなんて呼ばれると，沢くん，このひとはほんとに温厚?ごったんで、すけれど

その魚をくるもんですから，たんマす。

といわれたようもってきて，ふつう，軍人の経験のある波長というナドナJ
J'-i'-， 

なことで……。のは，技術的には私たちょっ懇かったんで、す。

くそのほかに，当雲寺の職場の上司というと……〉…等兵とか上等兵とかいうひとたちはく部下の

んという，綴炎一一。当持でし、ぇ織工たちに〉気合いきどかけるということきど主力

ったんば，にしたんで守ねえ。

に入ったそうでして，です。というのは......>くその気合いのかけかずこ，

いうのず。いまの建設省マすか子とか一時事書するに，

は，いまの一級河川とか，特級河川とかL、うJIIトランスとカミ工場を大きくする夢においての，

の橋梁つくったそうてす〉橋だとか大きな工事

ったそうさ議喜寺のは，

じまったんです一一--そのと

きtにと， }片?づけカか為た悪いとカか海山し

のトイレのとこ与ろうでで、， t主後ピンタ， ノミカパカや ぜんぶ工繁完了したので、，

U.I簡に入ってきたそう自動解散して，られましたねえ。技術的には私たちより会昔、て

で，この方が策隊に行ったのが，十八とかだっ主要隊その気合いのほうは，るんいですげれども，

けれどもたそうです。むかしは式にやられました。

というの階級はよ等兵という，そんなに叩かれはしなかったん丈こだ， 若手は，

があったそうです。だから，上等兵も伍長く私は(上司にたいしとL、うのは

人きど教えるでいどをもっておったらいの草震の，案外うんで、も〈よく尽くして〉ゃったために，

まず，何万人というひとなんで、すね。これは，まくいったんですね。たまたま， (涌谷に品うる本

に一人しかL、えまいそうお菓子のもの，鈴とか砂綴お菓子長震で，

会社にきてJそういうタイプのひとですから，弘たち身内のものに分rtてくれしです5なんでも，

た。戟もそうし、つそれなく土:可などに〉もって行ってずこん叫に

くしゃべって必っ加、字しで、も，ご馳走したり ltこもえしっていうか，そ

~ 各班長さんたちも，W 

」たし，んだから一…。〔だから〉どンタ殺られるときに

な動いたんですね。i司じ般られるんでも，少なく絞られたといJ
臥

U

どなたでしたか〉そのj二の総長は，くすると，うようにね。

表担
問

森県の出身で，東京の工業学校出なそうです。

なんか，東京のほうの鉄工所にし、たのを，酋燦

したけれど，ざん一一一。

なんでいう誌がもちだされましてね。 漁谷の捻

して，鯵ぷしと

たもとか二子ものうでは，

山積二そして，芳次郎さんがひき抜ししたこそういったものとんで，

入ってきたん、ですね。re:磯長として，ともありましたの 出額の会社の偉いひとに「都

き(昭和22主引に，新設13) IEli震には，建設守替は内務省(明治s年設鐙〉がo右翼畿の言語によって解体した
ざま工たもの℃ある。

83 -



人文科学論集

さんの式ろとぐ，班長になったのは，

どなたですか〉

今野正一郎きんで，山砲の鈴子で，のちに弟

子あがりしまして，海室ぎの機械言奈のほうに入り

iどして，船の五ンジンの技術マスターし，1;こ

ひと つずこ1..，

肋膜きど，怒ついて， 、て，

活してから， LlJ蕗に戻ってさりこんで、す。

くところで，都沢さんが班長になったのは，い

つごろですか〉

三三十二，三年ごろでなかったでしょうかね。

で，仕上係の係長になったのが三十九年だと思

いましたね。

f学業中の都沢さん〈昭和30年ニろ)

そのき接待は主主〈とL、う綴織::g)は残ったん

ですけども，組はなくなって診たんで、す。係長

になると， こんど，その下議け業者も，その各

班に一人か二人ずつ参加してくるんですね。そ

のぶんも，磁倒jみるようになってくるんで?す。

斑比六つくらいるつまずオ立。

甲板機械組立て，エンジン・ノレーム内の機械，

一般配管，エンジンりしーム

と， こう分かれておりま

84 

くすると，都沢さんが経長になってから，上司

に当る方とし、いますと，どなたて、すか〉

小林敬三日さ

くらいまでの機長だったんです。

ヤ

」 なんで、す。

弟dんも，いっしょに入ってきたんで、ナ。弟さ

ん?戦死し7こんですけれどもおお小林さんは，

oのたつのは嫌いなほうでね。黙々とはたらく

ひとで，機械の設計一ーし、ろんな機械の付緩品

もう lミヲの百分のなんぼもどタッ

と設計したひとで，神経的にも，こまいひとだっ

た

それで， El分の諜のひと，あるいはこ[場のひ

が，二子供さん生れても， このひとは全員サ御

し/ニひとでね。小林、さんがくる誌の人は

設もそういうことしたことなかっ丈こんです。弘

たちは，そういうのされてたもんで， rあの人の

ためなら，すここし無理しでも，いうことをきか

なきゃなLゴというかたちにたってし、くんです

ね。なにかもらえばお返ししなきゃないのに，

この人は，人にいただくってのは， うんと嫌っ

たひとて、す。

その友商，そういうタイプの人で山ヂから，を立

につくみものに失敗すると， rこの仕事主主，私

がまちがって索し とか，

まちがって警察いたJといって，

ひし JGiこっ だから， (自分の部下にたい

して)rお訴が失敗したんだよJていうことは，

絶対にいわなかったんです。ただ，…対ーになっ

たときは， rこんどは，気をつけてやれよJとい

うことは陰で、はいうけれどね。

かならず自分℃、とったひとなんーごす。自分の部

下たいじめるとか，よその談から部下がし、じめ

られるーというのは，殺も

私たちが失敗したこともあるですけれど， {:士



毒事ということになると， r IJ、;林さん，小林さん」

て，かならず総談してお。 とんと髭く

ゃったひとなんぐすね。この人が，最後には，

までいったひとなんで、す。

く都沢さんが係長の時代は，上弓というと課長

て‘すね。どの方ですか〉

八木倍長~'ðん。 さんが，i1l磁

してよこしずよんです。

業して，私たらといっしょに働いておっすこんで

す。ぞれから，現場から設計諜に?をきまして，

あと ザつ ったひとなんです。

裁は私と間乙だし，主ムたち ぐ》

たけれども，毛ムの富市匠の工場で働いていたこと

があるので，私なんかにも， うんと波長殺すると

ところもあったようぐす。

大型般の建造

く審宮沢iさんは兵隊から主返ってこられて，

の仕事者どなさってゴどした

ね。それで，-t ざん

て， したわけですね〉

一十六年の三三月主主尽から。前にし、L、iしたね，

L1J磁の八木田謙治さん。入米関さんは，

食にいて， つずこたびに〉

dうる仕上:二Eの然活5とと進基金数労使関係

係ってこし、，帰ってこし、。 緩やったんじゃない

んだ」といわれてたんです。

たか〉

ですね~4) ( EI 

ったときの，会社の状態はどうでし

ときに入ってたん

、たとき)r不動丸jが，

四重量濃から石巻の間会航海Lた紛争で，船の悪い

とこなんかも，i1l空軍で修理しておりましたし，

しじゅう行ったり来たりしてましたから， (二…十

四年くらいから禁気が懇くなっていたことは〉

知ってたんで…Fね。そのときは，なにせ，みな

辞めていったんですね。景気が悪くて，人が減

る一方だったんで、す。〈辞めていったひとた古川主〉

石巻で~なし毒事絢あたりに出稼ぎに行ったんで、

大工さんたちは暇とりましたね。その二

十六年の三月二十三氏この臼が山西遊船の斜

日だったんぐ、すが戸景気が悪くて，行事

を延期しておったんマす。そして，六月に，

つ

(の受注〉が

なくてね。当持， r大努丸」って援があっ丈こんで、

その船主さんが金なくなって，賃金が続

かなくて， この船，放棄してしまっすこんで、す。

百六十トンの木造船も，やっぱり不

14)昭和24年から26王手にかけて， I幻霊童途紛鉄工燃は戦後恐慌と造船の不室長で，受注が大綴に議案i尽し，工事

費の組収も進まなかった。昭和24年度は f新山主LJ(綴綴鯨漁議長・135rン)， r第二十人説話鳳丸JC:;;t:袋線
綴rtJ三菱総漁総・95トン)， r第二;後徳丸J(油送船・10トン〕の三三室長， 25年度は f第十…大援丸J(オミ燦然滋
縄漁船、・109トン〉…3撃を主主活きしたにとどまる。以後，務鮮戦争を義誌に資金・資材不足がどうにか克服さ
れていくのである(問日放五十潟年記念誌J，言tr揚， 24資〉。
15)郵政三十燃年記d念式典a中綴こζ綴内で、行なわれたor当会社は創業以来，経済情勢の変還により符に幾多
の緩ま毒と霊長替ときど繰りi反したるも，代々 の主主役務氏及び};¥l:く初代社f設の遠大なるま設食とその意五訟を諮って，

一致闘結，結鎗絞?さきミ;こ春風車k潟三十年主詳し、tこし ψて今8の茶室策会挙ぐるにさ恋った。交差れ{揃えに関係官盤綴

愛顧議会主を:初め泣:湖各位の絶大なる重幸子総選事，議事支援と金従議室長諸氏の意義効策の絡にして本社の感謝捻く終

わざるところである。然るに豪語撃の前途潟遼遠なるのみならす之これが盛大緩進合綴せんとすれば更らに新

たなる党?憾と大?なる努カを要するは滋うまいびもなく， 止主?二重せ多選2三十長発年を迎え，会主士一向， 社多警の爽後~

期して努往潟進言ピ悶被うと主主に併せて大コザ各佼の御幸率緩に幸良ゆ込ぺくいささかの{援しをllta認し記念行家とする
こととしたは鍛立三三十潟奪三記会:誌上 15-161む。

一部一一
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放霞したひとがあっfこんですね。それで

LiJ簡の従業員は，滋びに入ったわけです。

そのときに，先だって亡くなりました，はj践

の会長である践篠芳次郎さんは，

「心配することなし、から，七プ!Jjjぐらいは，遊

べo 遊んでも，お前たち〔主主後家にやっかし、に

なったそ子翻いの弟子た今〕だけは，食わせっか

ら，しばら〈遊んで、けろ。〈遊んで、いし、から〕ど

こさも行かねでけろj

っていって， ない毎段が続いていたわ

けなんですねえ。

ったとL、うよりも，

たんです。修理のほうとか，

ですけれども，その

ていく雲寺代だったん勺す。その鏑紛

がなかったんです。饗するに，

つずょλJ

と変わっ

t主力ゐ

なうだけのぎ設が入ってこないことで、すね。

材料は，部憾の薬部の材料吃，鉄板，丸棒な

んかの鏡村が山ほどあっずこんです。その材料，

エンジンなどま裂からよこ

けがくどあったんで、すむ

うだけで，あとは分割払し

ようなものだったんで、すよ。

そうすると，別に溌金イとされなくても， この

とL、っTこ

った値段でやれば，もらったのも間様に

なるわけ勺す。要するに，つくる鉛はなかった

だけで，つくって，みなさん分払う金は入って

こないけれども，その材料分は関わなくてもい

いだけの材料は!lHまとめつ し、iJミよ

うでも，給料払えたわけです。

人がたくさん辞めていったし，…

四十人ばかりの首切り〔後出)あったんです。

だから，人数も少ないわけですね。少なL、から，

〔給料の支払いも〉楽だったわけですね。会社

でも，少しくらし

たまたま

さんは，

と

もいいと一一。

った〉西{際芳次郎

「桃金丸J

ず〉

てしまったもんで， (ぞれを完成さそ，その船を

使って〉沼篠海運って会社をつくったわけなん

です7}この船が働いておっ丈こから，造議所は綴

で、も，そっちのほうで，なんとかやりくりして

おったんです。

した0

7こ永田(雅…一) ~ 

Jいあの万の石炭を選んでおっ7こんですね。そ

れからパルヅも一一。あの当時は議ダイヤ

のおかけzで，綾潟 っ丈こんで'"すねの

ぞれから，山践の社長さんは，賢

るひとだったから，そういう険では，いろんな

方法でなんとかその資金ぐりなやっておったん

じゃねえですかねの例えば，

もあり;母

ま

ふ

んな自分の独自 不動産ですから，そこ

から銭安った蒋主主主(，出闘の残つ

うくらいのやりくりでき?こんで、すねG私たちは，

校長は局じでも，よそから金をもらうってこと

を綴サ入れなかったんですね。

16) i1!H際翼手主要総は後にま柱。後芳次郎の妹の:子供にふたる主主総純資?に安をけ滋会'h.LiJま賢治紛が会社更生法れこ
入{:，昭和52年まで後いた。

17)ゴヒ滋滋淡綴汽長会。一号母治22'停に北海道炭議議室柔道窓会社として発足し，務内長花山と幌!村童美遂会主主府から払い下

げを受け， 67~長・平和炭鉱の開発の Lまか，鉄道建設および校卒喜怒毒自による問機建震を兼営した。 Llt海道大百

科事典J(下入総潟， 641資，参照。
18)石巻主義市場。昭和4年 6J:l鋭β:。石キ撃の主義凶罰Hこ互主主主制緩fr!'， 中i額と言葉tこ予言実勢、役鐙く CP'ヨ巻務主綴内

喜iiJ綴〉。後tこ，魚、部J2 践に移転してし必。
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くしかし，昭和二十六年の四月ころからは，大

型船の建造に入ってきて，山西の景気もよくなっ

てきたんではないですか〉

あの「大寿丸」っていう(建造を放棄していた〕

船， これを神奈川県三崎町の福島福ーさんんて

方がおりまして， (r大寿丸」は， この福島さん

の自にとまり)r第十福生丸Jと名を変えまして

ね……(鮪漁船として建造することになった〕。

山西造船が戦後の不況から脱する契機と

なった「第拾福生丸J(昭和26年)

これが320トン積んでましたけれど，石巻地方

の船主さんは， rあんな大きな船つくって，なん

にもならねえんじやないカかミづJというのでで、おつた

で

てやろうというのてで、，インド洋で大漁，大漁ゃっ

たんですね?これをきっかけに，金のもっておっ

た船主さんは， こんど，大型化にでてきたんで、

すね。それが， 111西の当たる元なったんで、す。

山西では，なにをやるときでも， この福島篠一

さんを招待するんです。この造船界を，不況か

ら立ち直らせてくれたひとで，どんなことあっ

ても呼ぶんです。

そしているうちに，年代がながれて，二十八

年に入ってきたんです。二十八年に，宮城県〔か

ら受注〉の「宮城丸Jっていう船の建造にかかっ

たんて、すね。宮城県には「大東丸j とL、う水産

高等学校の練習船があったんです。その代船に，

「宮城丸j建造ということになったんで‘すね。

それで， r宮城丸Jを建造しておったときに， r第

十二明神丸Jというのが，でてきたんで、すね。

当時の「大東丸J改め「宮城丸jは， 220トン21)

「明神丸」は370トン?これは鮪船です。これ

が当たりに当たって，全国いっせいに大型船の

建造サかかったんで、す。

これからが， こんどは， W西の天下がはじま

るわけで、すね。(山西でつくった〕船が最優秀船

だったために全国から頼まれましたね。秋田

県のf船川丸j(289トン)，神奈川県の「みうら

丸j(160トン)，石川県のf加能丸j(152トン〉

愛媛県の「愛媛丸j，岩手県の「岩手丸j，福島

県の「福島丸」ですか一一全国の漁業練習船(や

漁業指導船〉専門に，山西が一手にひき受けた

んです?

先代筏僚芳三郎と次男・芳次郎社長

く山西造船の初代社長は，西篠芳三郎さんです

ね。都沢さんは， この社長のことを覚えてます

19)正しくは「第十福生丸JC鋼製鮪延縄船・311トン〕といい，マッカーサーライン以遠の漁場開拓の第一

船として，船主の福島福ーが自ら乗船して出漁する。福島は神奈川県三崎町の漁業家。「大寿丸」は，山西

造船の自家用船として設計・建造していたが，たまたま福島の自にとまり，冷蔵設備をもっ鮪漁船として

完成する。

20)同船は， r毎問満船の大漁を続け，全閣漁業家の大きな注目をヲIl、た」というcr五十周年記念誌J，前掲，
25頁〉。

21) r宮城丸jは鰹鮪船，昭和28年竣工。
22) r第十二明神丸」は遠洋鱗延縄漁船，昭和30年竣工。
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か〉

私の聞いている範閣では，先代は宮城県桃生

君1¥中津山字牛田の出身なんですね。四百年続い

た18家だそうです。むこう(西俊家)ではい

ちおう豪族といっておりましたね。だから，も

ともと家柄がよかったようなんですア

宮城県の県会副議長なんかもやって，衆議院

(選挙〉にも出たんで、ないですかね。

私，小さいとき，西篠芳三郎さんのお葬式見

たことあるんです。お葬式は行列が続いて，小

さな町，村のお祭りのような状態でした。千七

百人，二千人ちかし、参列があったんで、なし、でしょ

うか。たいしたもんだなあと，私，思っておっ

たんです。ちょうど私の姉〔長女・みえじ〕が

石巻におりまして，私が(佐藤鉄工所の〉弟子

になる前から，石巻に行ったり来たりしてまし

たから，おぼえてるんです35)

うちの師匠の道路向かし、が，酋{傑芳三郎さん

の自宅だったんです。それと，いまの石巻小学

ある仕上工の生活史と造船業労使関係

初代社長路線芳三郎氏

校の講堂付近が，西燦芳三郎さんの製糸工場だっ

たっていうの罪若いてるんです?ほんとの実業家

に生れてきたようなひとなんでしょうねえ。こ

のひとの子分で，織野俊吾さんてひと，おるわ

けなんですが，その織野さんを子分にして， と

にかく，みんなのやっていない仕事，あるいは

希望のある仕事は，どんどん伸ばしていって，

うまくないと思うと， ピタッとやめてしまうと

23)昭和28-30年には，岩手県および宮城県よりプリストマン台船，北海道南海運から貨物船「第一石巻丸j

(32トン〉を受注したほか， 10数隻の底曳漁船，油送船，鮭鱒船，旋縮漁船などを建造してL、る。口述に

でてくる練習練は，昭和31年一33年にかけて建造されたものである。

24)初代社長・間後芳三郎は，明治2年宮主主県桃生郡桃生村字牛田で，西{俊勝治の長男として生まれた。勝

治は県内で一番といわれる養蚕家で， 11種製造・叛売の篤幾家であったとL、う。芳三郎は， 15歳から仙台

の山内道煩のもとで漢学を修め， 17歳に上京して明治法律学校に入学中退後，桃生村で製糸工場「弱耕毘j

の運営に参加したあと，桃生郡中津山村，本吉郡横山村，秋回県横手町等に製糸工場を設立した。石巻で

最初の精米所を設けている。

芳三郎は製糸工場を経営する傍ら，木村亀吉の龍丸汽船会社の支配人となり，工場は妻たまいに委せ，

龍丸汽船の発展に賞献する。同会社は， I登米丸j一隻をもっ愛米汽船会社(山口仁太郎社長〉と合併，芳

三郎がその専務取締役となった。大正元年には製糸工場を閉鎖し，苦言丸汽船会社の船般・航路権・造船所

の譲渡をうけて，その経営にあたった。大正 9年には，資本金百万円の山商運輸造船株式会社を設立し，

山酒造船鉄工所の基畿を築いた。

間際芳三郎については『石巻市史』第五巻(昭和38年， 191-192頁)および『山西旬報J(社内報第70
号・昭和38年2Fl 28日以降〉に掲載された，織野俊吾氏の「織野沼顧録」にくわしい。

25)西篠芳三郎は，昭和8年 12月4日に逝去した。都沢さんが8歳のころである。

26) 前掲「織野間顧録」によると，西篠-~誌が桃生村字牛田から石巻に移転したのは，明治 37 年 10 月であ

る。移転先は，当時の石巻町八ツ沢二十三番地で，都沢さんの口述にあるように，現在の石巻小学校の講

堂付近に位置した。土地は山口甚之助という人の所有地で，借受けたもの。それ以前に，本吉郡の横山工

場が火災に遭ったのを機に，製糸工場を石巻に移している。
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し、うよう

主換

え。

おったようですね

くその子分といわれた，織野さんと霊童後芳三郎

さんとは， どういう欝係だったん勺すか〉

織野さんは芳三郎さんの番頚役，まあ，い

までいえば主主務長官のようなかたちで、おったん

でないですか?私，開くところによりますと，

さんのお父さん の子，

腹違いのそ子だといわれておったんですねえ。

違いの先議ふ先輩からそう開いておりました。

さんの子供で、ある〉街篠芳次郎ざんが

ら，

F号ていわれて， r大久保さん，大久保さん」てい

われたひとなんです。人柄は?ごく良いひと

で，ほんとに感情的だったし，そのかわり，慾

るときはもう， シコタ γ 懇ったひとでも嚇すねえ。

くその織野さんは昭和十六年のころの記簿で

は，主務課長となっているのですが， どういう

待遇だったんでしょう〉

いま句、いえば，

いて，木材関係の仕:挙事きどやっておったで、すね。

し

ない給料とりだっすよんです。こ さんに，

息子〔織野俊努3がおるんです。

いっしょに勤めてゴをして，

んも，

ひいて，みんなにそれを教えながらやってきた

ひとででFね。

さんのあとの，

透きんですね〉

そうです。板滋さんは北炭の東北総代理窓

したひとと， してるんです。この人は，

111のよう

販売しておったんで、すね。石巻市中町，い設の

中央巡りに倉庫と毒事務所があって，務売やつ

おったよう

〔昭和八年十二月間日

去したが〕そ さんが，

まだ驚かったために，

迭さんを校長に迎えたようーごしたねi8)

問機芳次滋さんも，いろん 相当

そ苦労しまして，従業員に払うお金もなくなりま

してね。終家のや津111ネaから，その
する米だとか味噌なんかをどもってきて，給料の

えたようですね。そうしみ時代に，そ

れを乗り切っていくのに，金敬隠係がうまくな

かったんで， り，

27)綴聖子俊吾は，うたのj釜!綴豪華のなかで， fなは〔務治〕三三十八柔手段月十誌に王手公人として滋後家へ来たので年

は十三歳」と述べているが，生いたおにほ絞れていなL、。ただ「お露戦争力:始まったので、手ょの護誌では〔高

毒事事;j-の〕授重要事i会総める主主か食ゥて行く実務も密葬義となやま号機言葉へ奉公にき長たのですJと震っている。

この森公人について織野はつぎのように繋いている。「泰公人になれば年緩兵隊検査ß;~む契約するのが

普滋で今淡以後三ま終れば，あと…生手際は郷平L君影公しなければ， あれはろくな者でないなどと玉三われるので

す。 υ …・翌春公人となれば， どんなにつらレ議:て、も主家より命寺ぎらま今、れば二言とわデ必ずやらなければい

け犬まいのです。寒くなれば奉公人と公うミ禁法!日懸の十月二十伐の滋比寿言葉1IIJに足授も綿入も主人より淡

まもないので， いくら空襲くても我慢するのて、した。Jr至宝線鉄・めま幹公人は五人勝、たので?が主総ざん C7.i'三郎
の姿7こまLうから…議私が思いられfこのです。実jのため否定など実物?こ主安委さんが出かける雲寺は必ず私が御

供にされて主主物、会終つのでしたがF誌が終ると必ず{中部れこ宅建をもある高機そばやの二落でそばな者湾総ヌをになっ

たものですが， そばを食べた考察は必ず宗主れにも綴‘ず伐と玉三われるのです。……主主る時三五鰯dんに逮れられ
潟漆tこ出懸け今度は東京湾へ千すって銭緩うどんな御馳走になゥたぬぐす。私は1:;/1て初めて食った議燦

どんの著書は五十年後の今綴も;忘れられないので綴きましたj仔山路匂線路8努， 2JlJ。滋聖子は立主{際7J三三

室長のことを「主人 jと[浮び， 自主きは r芸書綴さんj といわれて， 山道建造必を:s!il終ともに支えてきずこ人物ぞあ
る。
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であった，板怒さんが社長兼fまになったわけで

tこよる

板垣さんは，昭和八年十二月八日の役員会で，

校長十こ推挙され，関燦芳次郎氏は諮和十年四

月に，専務取締役に就をしてL、ます。それで、，

W 

'-- さんが社長になったのは

年宣g)ヲ 芳次郎さんは，次男ですが，問

篠芳三郎さ もいたわけで尾しょう〉

なんか，小さいと亡くなったっていうの

は，部いてる

く都沢さんがはj還に復矯したどきは，芳次郎容

んが社長で、したね〉

』まし、。 道路向かL、だったし，

おいしいものつくったときなんか， (社

長から)iもってこしづなんていわれて，もって

いきましずよんで 。

頑篠芳三郎さんの奥さん たま¥，'J，あの

やっぱり相当なと}、とだったんです。芳次

郎会んとしては，その爽さん，お母さんが‘い

ちばんこわかったようで寸ね。

そんで， さんていうかたは，あだ名は

ダ/レマといわれた社長さんですけどね，危い矯

も， も，五度もたずの、て渡

るってL、うよう り方だった人マす

ね。;絞版さんが〈社長な滋いたのは)， W凶〈の

経営状態〉 いくらかよくなってきたという

ので， W習は(先代の〉芳三郎ざ した

ある仕上工:の生活安ミと潟船業労療関係

会社で、あるから，自分が身合ひいて，芳次郎ざ

ん， 奪容務さんが， 当然主土炎になる， というので

就任したわけなんでもすね。

ぷ代社長蕊緩芳次郎氏

で，西篠芳次長siちん，その人も，総父さんの

代から，援まれに採まれて，苦労してやったわ

けなんで、す。何百人とし、う従業員をかかえでの，

緩まれかたで、したんでトねo 'U;うん， 自分の念財

産を鰭けて商売さとやるんだけども，仕率なんか

なかった持代は売り先のない鮫をつくって，

にいくらかでも織か必て， (自

Q別会社の利主主で〉給料を払っておったという

ことカL くらい続いたんでなかった

で、しょうかね。

その誌は「仕事がなくてもL、し、から，七カ月

くらいは故事なくても大丈夫なんだ。給料くれっ

から心配ずつことねえ。どこさも行くことねえ

から」といって，給料くれておったひとなんで

す〔後出L

28)先代芳三郎が65高誌で議去したとき， その次男でみるうす次郎は35歳で，主主主主は絞益金造となったのゆとあ

~カ"芳次郎が毒事5史上，義務議きをと縫いだ。そのき当憾のことを，7.f次燃はつぎのように問先設している。 fその

ろは，絞殺昭和 7，8年綴さとさ挙げてのう1ミ営手ぎのぶ3景気持代で綬淡不況は総I買に逮L，銀行慰霊ゑ企業，偶人

談窓す途段数知れない感情のもとにあった時でもありました。会社経営も亦例外ではあち努ません。また透

磯部門もバヘ トラックの発主義による北上JII筋の航行本長量殺びに牡鹿沿燦の巡量売も巡支え総の毒事故等による

打撃，更には途総務1門における苦言媛大諮造工事の大必学とが震なって緩滋は緩慈の事態にき去った談きであつ

ました。大黒枚。〉父たを整L、，まさに危急、存亡の時，委主主手ヌヌ芸評休するの感があちました。この持は会主主にとっ

ても，広にとっても主主涯最懇の苦境に1Lった時でふうましたJC[去十輿年記念誌J.前掲， 67J室。〉
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その滋鈴は(組合の分裂騒ぎがあって，その

後〉組合が落ち若いたとはし、え， (総会合結成し

たさ当初の〉第…総会〔分裂後，崩綴〕の人ぶ残っ

ておったもんで，そういう人たわに対処するの

にも， うんとそ苦労しておった“ごすね。

私たわが〈復員してから〉入った，一

ころは三十年ころ3どで，景気が悪くて，たま

たま建造中の船も，船主さんのほうでお金なく

なって解約されたというようなことで，船、も-~­

年くらい，ペンキも塗らないで， ま

で，北上JlIにつないでおったんです。

ひとは，それを見ながら， 自分も生活しなきゃ

ならないというのマ，辞めてったひとがずいぶ

んおる

くなって念式ごときに，

てき もおるんです。そんで， 111践に蒋

というと~に，芝草篠芳次郎さんは， i(会

社が苦しいときに〉辞めないでいてくれた人は，

会社の絞霊会議としては恩人である。そういう

怒人にたいしては，給料もボーナスも，iEカを

尽くして最譲先として待i議するが，…附庁干のしっ

て祭気がいし、と~渓ってきた人にたいしては

扱いがf/IJなんだj ということな，総会tこも相当

説いたひとなんですねえ。

立要篠芳次郎さ んも，社長さじ

ょくしてもらわなきゃならないんだという

ので，従業員にタコfんや靴下をくれてやるとか，

ってくれたひとなんですね。結局，

つずこんですね。蔚倒見が，

よかったんです。それ-eすから，

みんな， rオアネ、あゃん，オアネちゃんjて;築っ

ておっ

い支のような，経済が伸び怒っているとき?と

違って，満州事変，支那家変，大東亜戦争とき

て，牧jのなかっ ったものも，みな分
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けでやっておったよう

さんも，芳次郎さんも曾大之さん，

鉄工のほうの棟梁級のひと，それから機械工場

の棟譲級のひとな，かならず人なし、し四人は，

がっ、わりおさえておったひとなんですね。そし

て，つねに自分の家マナ呼んで、おったんです。な

に宅どやっても， トップをがつらりおさ

えておけば，その下にいる人も，まちがL、なく

おさえられるという，

たひとなんですね。

ことをやっ

く

にろるさく言っていたことなんかありますか〉

いってましたね。持聞をかな

作業する時間，人との約束の時間合守りなさい

と一一。会社が中瀬にみっすこときに，校長窪が

ったんです。二階のほうからは，

えるわけでナね。

そうすると，較に，お昼どきに終多震のとき

とお。

足， ってタイムカ… γ押すときね，後に

しょう。

は r二分とLづ誘導簡はどこ るんだ。四時

支で働いて，践

をきれい

して，そのへん

って， 般をど雲寺

えて，分のお弁当者どもってカードのときまで¥

何十人か並ぶ。その毅初の人が，総持…分とか

二分なんてことはねえんでねえか。何言警にやめ

てんだ。待関な守れj ムまあ，商売的にいう

と絞ったの

もって，あなたがたに報麟を払ってるん

“ごすよ。それを，界く時間やめてきたんでJ主，

媛大ではないんだj という

で，学く仕事をやめていても，タイムカ…ド

のところに， ¥， 

てるんですね。

くの設もいやがっ

〈校長からうるさく〉し、ゎ
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西嫁芳三三郎のさ主家と親族 Ci幾重子俊筈回顧録」号事君主もと Iこ作成)図6

そして滋緩労次郎さんが社f廷のさん，キコ， よそ見しなあちれると注目されっから，

この主主義5さ〔取締役〕でしたね。がら，十数回か二十番窓あた与に行くのを待

きをして，塩釜んは，てるわけ俗です。

でいう会社を設ヌしたんです。

おるんさんっていうひと，それか西線家と

さんの下に，滋篠容七ざん℃です〔後出〕。芳次郎さんのほさ

いう，いま健康を筈しているひと，〈現社長の}十

芳容七さんは，

93 

1lI滋に関係していたのはどなたですか〉

その人が，

IJ将ごこ，

五:努の宣言後五郎ざんでいう
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次郎さんが社長時代に副社長，そして芳次郎さ

んが会長になって，社長になったわけで、す。

く芳次郎校長が芳三郎さんの次男，五郎さんは

五男，容七さんは七男ですね。三男と四男のか

たは，なUこをやっていたんで、すか〉

(三三男の〉三郎さんは，山密造船所に納める塗

装のペンキ，塗装品販売しておったんですね。

飯売所も山西の造船所内にあったんです。塗装

関係と，現在は三郎さんが亡くなって，奥さん

が消化器，消化設備も叛売してるんです。

(四男の〉慶四郎さんは，西{傑外科ていって，

お医者さんをやってるんですね。

それから女の子〔長女・よし子，次長@京子〕

もおるんです。

〈三代目の社長にあたる西篠芳次郎さんには，

子供はいなかったんですか〉

子供はおらなかったんです。西篠純司さんて

いうひとがおったんで、すけど，この人は妹の子，

甥っ子ですね一一一この方を，会社に入れたんで

すね。

この方は，家がよいせいか，東京の大学を卒

業して，山西に入ってきたようですけれども，

山西に入る前は弱篠海運のほうにおったんで、す。

山商にきて，何カ月かたって係長にいたしまし

てね。小さいとき，私も子守りのまねごと，お

んぶしてやったりしたことあるんです。柿沼て

いう総務部長は，部長命令で(商篠純司さんの

ことを)f純ちゃんて呼んではだめだ。蕗篠さん，

と呼びなさし、」といわれてね。各職場に，その

回覧がまわったこと，あったんで、す。

ところが，この純ちゃんは，伯父親である酋

篠芳次郎さんの苦労もわからないでおったせい

か， フォードなんか外事を乗りまわして，自動

車狂のような状態になりまして，芳次郎さんの

家を出されたんで、す。そして，別に家を建てて
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もらって，その家も棄てて仙台方面に行ったり

して，奥さんも汝いたんでないて、すか。それで，

最後は，西{際家を継ぐことなかったんで、す。

三年ほど前，西燦芳次郎さんが亡くなる前に，

(純可さんは〉主主{楽家のお墓を，石巻の墓地か

ら，芳三郎さんの実家である桃生郡中津山牛閏

に移転させたんで、す。「俺は，牛田に帰るんだ。

親父〔芳次郎さん〕のとこさ，帰るんだjとL、っ

て一一。し、まは，関係芳次郎さんは亡くなりま

し7こ。

くそのあとは，西俊容七さんが後継者になった

わけですね。容七さんは， どうし、う社長でした

か〉

この方は，東北大学の土木科を出まして，陸

軍少佐となり、東京都神田猿楽町に自宅があり

ましてね。(山酒造船が〉本所あるいは亀戸あた

りの工作機械を購入するにあたって，軍籍だっ

たけれども，その仲介入のようなかたちのもの

をやってたようですね。

芳次郎さんと容七さんを，よく比較するひと，

あるんです。ところがやはり，小さいときから

そういった(父親の先代芳三郎社長の〉ところ

で，長く生活した芳次郎さんとは，私たちみて

も，雲泥の差がついておったようですね。芳次

郎さんは児きであり，人に採まれ，いろんな苦

難な道を歩いた関係上，ぽんぽんで育った容七

さんとは，人柄的にも，商売的にも，格段の上

のようでしたねえ?

芳次郎さんは，さっき言った，商僚御三家の

ようなひとをおさえておったけども，西俊容七

さんは，それをやらなかったったんで、すね。兄

きのやった商売だから，あるいは，お父さんの

やった商売だから， (会社の要所要所にし、るひと

を〕自然に，俺の子分コだというような見方で

なかったんで‘しょうかね。自分では，直接(片



ある行:上工の佐治史と逃奏会書案労使関係

vごは， ま

く活{~監芳次郎社主誌の，いわば娩年になって，主主

ころから会社の合理化，そして例の倒産

とし、う事態になっ

たわけですね。それは後で、うかがうとして，現

主主の片倉社長をなんで、すけれども……〉

この入札職業家人だったんです。だから前

社長の西後容七さんとはお話がピッタリ会う

わけなんです匂片っぽう(容七さん〉はヰ3佐で

終戦を迎え，片方〈片倉ざん〉は大尉で，終戦

になって少佐なっ"ときたんマないで、ずかね。

そういった，軍人というところからも，まあ，

忠誠会誓うっていうんで、しょうか，忠誠:t義だっ

たのwにそこがたまた変隠舎の，この石巻地方

で，都会とちがったムードが生れてきたわけな

んですねえ。容七浅んは， (喜立は造船きs炎として〉

芳次郎さんに忠誠をど繋ってきたし，片倉さんは，

軍隊で一一。 いまの社長も，そういう忠誠主義

を様えこまれなければ，たとえその人に高額な

給料与えても，会社のためには微微たる給料と

いうふうに思ってるんでないで、すか。
ひり

さんは営業の平で入ってきたわけで、す

が，務七さんも議人で一階級しか迷わないから，

(片殺さん言りそう粗米もできないわけなんで

す。片倉さんは生計課の繁人だし，営業告さな才

腕となるようなひとを〉おさえるってのはなかっ

ただ，一人だけおりました。柿沼きんで方が，

芳次郎さんの代から銀行関係をやって，いろん

な裏判だとか，手形だとか，銀行係〈担当〉の

ようでしたね。

この人も 本部付隊第総炎しておっ

たひとなんで・すけど，

で，総合上げたり下げたりしていた仕事なんで、

すね。そして，機械工場の記録係をやって，経

獲にまわったんです。経潔係長やって，銀行係

をやって，常務取締役総務部ま廷に出ていったひ

となんです。

この柿沼さんの下に，芳次長Eさんの子分てい

うか，子分と子分で、議ろった片倉七郎(':!:んがおっ

たんで、すね。線認さんが亡くなって，営業ピカ

ーといわれた，その片倉さんが，逮よく

流サ苦笑ったような状態なんですね。

君主燦芳次郎ざん，容七さんの時代戸毘十八，

ころのオイル・ショックまでは， (山立百は〉

ムード，破竹の勢いだっ丈こんです。むろん，

ねJ
b
 

議数

さ
一
/

ったんです。紛の建造撃もト

29)これら主張緩雪更の人びとに関して， f綴聖子回顧録J~とはっき子めように認されている。「隊機芳三郎氏一家と

は恋人と漆たまいま発女よしよ子次女京子とた努芳次郎万努三郎女中一人で計七人でナ。長男総…氏草寺入総にて

死el7!l5号陵閲郎氏はお長まさんの築家にいるのであ守勢へは二，年あとで楽ました。 E建立幸俊外科でずJ(rLll 

臣賞旬報J71ゑ昭和38イド3月813λf i待合金額燦家としては，子供長女よし子，次予主主子，次努芳次長江

男三三長久 間男監査四郎，ヨ五発主主主s，プミ労寛六， -t二男容丸 田女だと怒、う会;-J，さつ子，止tO人はヨ伝子で都合九人
なお，多記プえは「住吉台隈JO/J、場一郎家ヘ11子にやられ五年c&"む議定に縁ったと居、われJ.宅整士二

についても fA皇子にやりたいがや々綾子を取る処がないので図って勝る内校設の小機さんが来て議電器Iの島
津会議!万て、小供をなくし間もなく亭主も死んだそうだから，その人へ頼んだらま日向ですかと詔談に来Tこ」

とある。ぬ惨なる人物は，主張{阪の横山製糸i号で芳三郎に後われた人であり，そのを審・島許容まついは幸子七の

乳母として獄後家によ段えられたくfLll西勾線J79珍，昭和38若手5月泌総〉。

30)立議後容七は芳次際社長;の昭和初年から取綴役の地位におり，三主主主意受初の副社調j発。鱗きと設けた昭和必然

1月に綴校長と?なり，昭和 47年6}ヲ社長にまti去した。夏草委警は万本主義，常務は片倉七長s，山本武，梅木挙手J¥!
fつ諸氏。
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能はあったろうしね。で，営業は片倉さんでな

ければだめなんだと，一般従業員まで，浸透し

たわけなんですね。それで，係長，営業課長ま

でし、くわけです。倒産のときは，大曲工場の工

場長やって，いまの社長に就任したわけなんで、

すil)

この社長さんは，箪人時代からの経理関係(が

専門)なもんで，仮に百円でできた物は，物価

は高騰してるけども九十円にしてくれ，さらに

八十円に下げましてね，現在の業者のひとは，

しびれを切らしているわけなんです。「よそでは

ねパ八十円くらいの値段で〉業者が入りてえ〔山

西造船と契約したしってとこ，なんぼでもある

んですよ」と，業者にかけてね。結局， 20ノ ζ一

セントは会社の利益にするんですね。

片倉さんはこの山西の倒産，更生下におかれ

ている山西造船を，最短距離で出発するのには，

これ以外にないという，つまり会社再建の最大

功労者じゃないですか。現在は，グレーンも増

やす，船台も増やす，いろんなお得意さんも増

やしてね。

ま， とにかく，ーも二も，山西造船を再建し

なきゃならないんだと，俺が社長だから，ワン

マンでもやるんだと一一。そのワンマン〔経営〉

は，中小企業の最も得意とするとこで，西{傑芳

三郎さん，芳次郎さん，容七さん，片倉さんと

(歴代の社長は〉ワンマンぶりを発揮しました

ね。これは，一歩まちがえば，大変なことにな

るんですけどもね。

社長は， (会社に〉背広着ては，ぜ、ったいきて

ませんから，もう，朝から娩まで作業服のまん

まですからね。ふつうの船主さんに顔出すばあ

いも，作業服のまんまです。

く話を戻しますが， S篠芳次郎社長の時代に，

そのとりまきの経営陣，取締役がおりましたね。

柿沼信基さんのほかに，梅木春見さん，山本武

さん，古谷敬こさんなどが……〉

梅*さんは九州の出身で，海運局のエンジン

関係の検査官しておったんで、す。それを，西篠

芳次郎さんが，ひっこ抜きかけたんです。この

方が北海道方面におったときに，北の稚内，網

走， ~"路一一一そうし、ったところの船主さんとつ

ながりあったので(それを知って)，社長がひき

抜きましてね。それで、，山西の造船部のエンジ

ン関係ね一一電気関係から，配管，エンジン一一こ

ういう型の船には侭馬力あればいいんだという

ような仕事を，その梅木さんがやったんです。

梅木さんは，倒産時の責任をとって，辞めて

いった人なんです。そのときは，造船部長兼設

計だったんですね。

梅木さんと山本武さんは，同じ海運局の検査

官学校を出て，先議後輩の間柄なんです。海運

局の本庁勤務でなく，塩釜とか秋閃とかし、ろん

な出張所，出先機関の検査官をふりだしにきた

ひとなんです。山本さんは，いま技術担当部長

やってますけれども，いろんな設計の専門で，

知らないものないくらい詳しいんでもす。

s篠芳次郎さんは，この人の功績を評価して，
海運局からひき抜いて， 自分の会社の船体部次

長，部長に据えていったんで、す。社長さんは，

「あすこの管区には，誰がどのような業績であ

るか。あの人と船主さんは，どれくらいつなが

りをもってるか」てのを，ちゃんと調べたひと

なんですね。

31)片倉七郎は常務取締役から，昭和55年8月社長に就任。専務は芳賀幸男，取締役は八木田謙治，三浦巌，

山本武，鎌田英一，奥田豊之介の諸氏。
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いままでの J- さんとの

つながりが， 15滅県だ vï 仁子~1Yi" ìC. つ

それが，こうし、う仰木:さんとか，梅木さんとか

をひき妓きましてね，北海道から愛媛県から，

京都のあたりまでの鉛主主さん私もつようになっ

てe:たんです。

それから，古谷敬こ怠んは西{際芳次郎さん

コといわれたひとなんですねえ。銀

行隣係におったひとですから，金の操作をうん

と容易にやれる，というようなことマ， (山間に〉

呼んだん守さないですかね。

の社長になっずこんで、すね。

芳次郎さんはまず，人材集めは議否認(によ

手〉で、なかったでしょうかね。かならず， (組織

の〉どの部分にも， 自分の命令したことを完成

させる人材を撞いたひとなんです。

さんも，そういうことをやったつうのは開いて

る

く(}

たね。

段で、兇， r:認き，そのやった

き〉交渉については，穏当なもんでし

内弟子と通い弟子

くさきほど， さんがUJ妥当 とし、

われまPしたが，その弟子というはあいは，どう

いう待遇のひとき旨いうんでしょうか〉

というのは，内弟子と通い弟子ムこう

二つに分けられたんなすね。山西の筒{燦芳次郎

さんのところで，ぜんぶ寝起きしておったひと，

ここれが内弟子。阪分の家から，張家から通った

弟子が通L 今聖子さきんも，内弟子なんで、す。

ある仕上;工のさ主治史と差是鉛重量・労使関係

くその内弟子.f:l:.，察するに西燦宅に住み込みで

いたわけ句、すね〉

中瀬の立主緩芳次郎さんの家は総二階で、ね。

芳次郎さんの伎んでいるところは下で，

は，肉じ援板の下の二階に住み込みですねえ。

自 努理しなきゃねえもんでナから，

別機サは入れなかったんです。毅も，夜どこサ

くのも，すぐわかるようなところに，

階段ができておったんです。むかしは，鉄工所

をど経営する友人ていうのは， ヨミき

おった，Vなす。

E友会とり，夜は背中ヲヒ洗ってや

るのうまいものな自 つ

ていうか， 自分の後輩

にもいくらかγっ分けてやるーーといったよう

なことでないど，同じ部屋，襖一つおいただけ

、ん“ごすね。慣れなき

する雲寺代マしまこんでね。

内弟子のなかには，芳次長~ð んの家から，学

校ザナ通ったひとある

三浦R湾、ラたさん婦、ラたさ

ざ1"とか，

いう方

一…。小さいときから育てたん併です。や校

一年少からね。 、人は，上級学校， I日制

中学まで行けたんです。

(滋篠芸賞に住み込ん℃、いる)弟子たちが， うん

と多いもんだから， この人たちの食殺をつくる

のも，たいへん;なわけなんです。当時，アネヤ

さんて，お手伝いdんが閉人も蕊人もおるんで

す。 UJ砲の従多業員の奥さんになったひと，何代

か前の多喜子の奥ざんか娘ざんなんかが，賄いを

らいけ やるわけですね。綴人でも，お袋ごはんだけは，

その にしfこんですね。活様芳

次長Eさんは，ぞれサ， うんと力安入れたひとで

すから・...υ。つまり，間緩御三家〈の{体制〉を

くりあげるのに，それてヒゃったんですねえ。
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芳次郎さんの家で食べるひとがおったんで、す。

お父dんか，お母さんのどっそ〉かが，山滋tこ

欝係しておザった人は， かならす之といってL、し、く

らい， さ4きられたわけなん 問篠
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芳次郎さんが， 1"おまえの子供を内弟子にしろ。

おまえたちは，俺たちのなに〔経営のやり方〕

もよくわかっているだろうJというようなこと

で，まァ，忠誠の第一歩を，そのようにしてやっ

てたわけなんで、すねえ。(弟子たちが)家に帰っ

ても，社長から「おまえは将来，こっちのほう

〔仕事の責任者〕にやっから，一生懸命やって

もらわなきゃ，困るんだ。よその人と違うんだ

ぞ」というような教育を，吹きこまれるわけな

んですね。

なんでいうのか，ひいきてのがありましてね。

何代札それを続かせたわけなんですね。だか

ら，この人たちは，組合が生れても， (会殺にた

いしては〕反対だとかなんとかっていうことは，

ほとんどそう L、う発言はしなかったんで、す。西

俊芳三郎さんも芳次郎さんも，西俊一家言ピ永く

守るには，そういう，小さいときからの教育を

やったわけなんですね。

く今野さんのばあいも，お父さんの代から山西

のお世A話になってるわけですね〉

そうですね。お父さんの職場は，大工さんで

したね。(息子の)今野さんは，たまたま機械だっ

たんで、すが，例えば，お父さんが伺じ木工大工

の班長さんでも，自分は直接教えることはしな

かったんです。あの当時の徒弟生活ていうのは，

他人のめしを食わせることを主眼とし，おやじ

が教えると気ままになる，ということあったん

ですね。

く同じ造機部にし、た松井弘さんも内弟子ですね。

この人は……〉
おがっ

この人のお父さんは，三陸海岸の雄勝町の船

むかしでいえば締元のせがれなんです。こ

の網元が倒産しまして，松井さんのお父さんは

慶応大学の出なんですけど，東京にいないで‘，

網元な継ごうと思って，雄勝に滞ってきたんで

す。奥さんも，雄勝でもらいまして一一。とこ

ろがお父さんが，たまたま商売に失敗しまして，

家も船も山も全財産を取られましてね。そのお

じいさんも亡くなる。事業は失敗となったので，

松井弘さんが，お父さんと石巻にきたわけなん

です。

松井弘て方，私と向級生ですけどね，雄勝の

綱元は，山西のお得霊長さんで，取引き先だった

んですが，その網7Gが倒産したために，助ける

人もなくて山西造船にきたひとなんです。(内弟

子といっても〉ぜんぶぜんぶ，従業員のせがれ

ではないわけなんです。

くそのほかに，内弟子というと……〉

森昭三て方が，お父さんが山西造船に勤めて

おって，入ってきた人なんです。私より，三つ

くらい下でしたかね。

千葉正夫さんは，松井ーさんと向郷なんです。

松井ーさんのおじいさんに世話されて，入ってき

たっていってましたね。千葉さんの妹も、山西

サきてお手伝いさんをやっていましたし，山西

にいる渡辺孝ていうひとの奥さんになったんで、

す。

須藤欣治さんは，山西の鹿野又要作さんてい

うひとの一一この方のお兄さん鹿野又要作さん

も，山西に入ったんで、すがーーそのお父さんの

世話で入ってきましたね。須藤さんは，通い弟

子でしたが一一一。

くその内弟子のひとが，結婚する，独立する年

齢になったばあいはどうなりますか〉

E宣{傑家を出るのにも，ただ出すんでないんで

すね。商{資家の，山西の全盛時代には，西俊一

族の膨大な土地があったもんだから，その土地

を区画して，みな安くして，何年か払いで与え

たんで、すねえ。石巻でいちばん不動産をもって

おったのが，西{廃家なんです:0(最近はともかく)
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終戦までは，それから終戦後も，そういうこと

約十年くらい続きましたね。石巻の日和山神社

から市役所のところiマ， (そこに伎んでいる〉

ほとんどの人は， っTことし、う

ったんです。

通い弟子のばあいは違うんですね〉

いや，通い弟子でも向ζです。通い弟子のな

かでは，ゃっり つずこひと iJ~， 7'.1'オっし、

がられたようですね。

て辞めてったひとeも，

から〉協力しずこひ、とには，

って

もボ…ナスも

高にやれというような一一そこは組合サもきっ

ぱりと誇った社炎ですからね。(総合の人にたい

してはH追うなたがたが，いま，ここでごはん食

べてんのもそういち〈我捜して協力した〉人が

おったからこそ，今日の山間札あなたがたも

生活できるJ，てことをはっきり震いましてね。

さっきL、つ くんは， r八龍九jて紛の

して，かなり高級な給料もらっておった

んですけど，お手伝いであった奥さんから，あ

るいは社長から口設さおとされて，

就職してき

くこうし寸弟子とりは〉務篠一族制何百年も

若手tこするやり方でなかったんですか。活後芳次

長ß~ ん会河綴れたと 、ておるとし、つ

ておりましたから，

二千照百人かかえて， J1!l.J] "，.!人慾f{IYノffj交じめっ

たし，それにで議けを二百何十社宅どもって，あ

アニー…ーその点にたいしては，

ておりますね。

ったなと患っ

品うる{たと之の生活史と迭議会業主労イ使関係

そういう立派な人がおらな !llJも部落も

の前だから

ども，い勺ばん大切な

ら，

いうんでなし

。コ と学校教育だと，私はし、うんです。

だから私弘素滋にハイと掲げとか，礼儀正し

く必よとかし、うようにし、うことあるんです。私

の4さがれには f人のために尽くしてやれ。で，

自分も尽くしーともらうんだ。飲ん wで騒ぐばかり

でなく，人の犠牧になってやるような友だち，

もたなきゃだめなんだよ。自分本伎にばかり考

えでは，わかんねえj というんです。

3.造議所の労機組合と労慌関係

組合の結成と分裂

く都沢さんは，二十一年十一月か

月までlI9倉にいて，山践の情況もつかん旬、いた

その喜ちの二十一年に組合がγぞきて

いますね。そのへんのことは……〉

組合(ということ;むそのものは，関いたと

ともなかったんですね。

さん， この

った

ひとなノ¥.，です。学務凱のひとでね。主ムたちも，

図阪の見方なんか教わっ

組合の育ての親になったわ

さんたやりながら，県会議員と

この方が，

お菜子E歪

織したとか，ゃったひとですよ。当時の県民の

とにかく

ければだめというー……そして，実行力のあるひ

とマなきゃだめだという…ーとなると，後六さ

Fおにも隠れ乙も，あるいは一家にも， んを為げるほかなかっ

32) ↑臨ま警淡の神戸狭湾さんの言語でははと大や~J といっているが，蒸j七子転倒ったさタ差是科大学(明治 40 年 9 }'j

1 B鎚:な〉を指すものと思われる。
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人文科学議事長

く西{嫌気プくさんは，山頑とは滋接鴎係なかった

わけですね〉

ったけれども，機械関係や鉄

の分析なんかを， Uu留の鋳物工場にさFて〉やっ

ておりゴました。待遇って，べつになかっ

り と兄弟だは， さ

というので，あれれむ践に出入りしていても自

然、〉だったし… .'0 uろん総合員はこの間後

品

〈き も教わったんですね

ゃん」て呼ばれて
。
》
吋
ん

おったで、寸。

その克ちゃんは，ター/パラ〔気短カつだけど

も，人のJ:I，、カマ;一ず。頭のほうも

ば，当時の東北子智大に入れなかったわけなんで

別に慾いこともしなかったし，とにかく〈な

んにでも〉夢中になるひとでしたね。

と白取党がもめた時代で，仙台余、

隊がきたときも，それに対抗したのが残燦寛、や

んですね。 ったり，デモやりました

ね。その実ちゃんて…つのことには徹底して夢

中になる方ですから，追うあいうこと

もやったのかなあと，

患ったこともあったんですけれどもねえ。

校長も〈自 さんは)，

しゃべ

っ主:カ込ら，

ケチっけなかったですし，

ることむなかっ 会役にたいしては，

ヤ
」 ゃんというのは，別に答をやったわけ

ではなかったんです。そこがやはり，

あと患いましたね。

すこだ…自だけ， ゃんがやったか誰ゃった

かわかりまぜんが，山西造総が，

発というの受けましてねえ。

自由党からですこセコイ〔ずる

しつひとがおっ7こんで、す。後の会長になる西淡

芳次郎さんが， りまして，

のほうに運んだことあっ

したのが，覧ちゃんで、ないかという，憶が流れ

たことがあったんですね。

くところで，当初，山西の労働組合はうまく

ることができたんでしょうか〉

なかなかうまくいかなくて， 、vbv 

までいう泰濁のときでしたかねえ，大大盆ま蔚z切り
ていう問題がでてききrま主し7たニね…一一寸Ul筏

十人くらい。そのと2きFに， (組合会:分裂し

…組合と第二級合とがでてきたわけな

私は，そ もなかったし， (総

合に〉入っていなかったから，たまたま紛ざ不

で〈石宅金tこ〉きておったときに開い?とく、、

らいなもんですが，

たfじではないだろう

ちょうど朝鮮動委しに入ってきたんで，たまた

むを出しになっ

i共産主義運動力:， うんとでてきたんですね。

(創立当初の総会』訪問軍人あがりのひと，あ

るいはそうし、う教苦手されたひとが多かったもん

司令部) " 、-，、同

になっすよんで?ね。いろんな(ボーナス

などの〉給料際題，それにいろんな総合間組合

絡めた遼動が幾閉されてきたときに，その鯵人

あがりで係ってさたひとたちと?母主主兇のくい違

いがマてきたわけなん℃す。私は密念のほうに

行っておって，たまたま きておっずこんでト

すけど，このときも，むろん気金未払いな，五

十円だ六十円だというのを四回くらい，五回く

らいで〔分割して〉もらってたようでナね。

会社の経営も終戦になって(組合ができ)，い

ろんな関係で，企擦が総合に負けるようなかた

ちになってきたわけな

なかっ 武器，

戦争ぐ使われる部品っていうものを受法
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しているというので， (そういう ~，~、話会

聞いていて〉東京のほうに出るきっかけささっく

りながら，総会に反対したひとがし

ね。 巨当分たちも三十三、 E浅く議〉になって，将

来のことも考えながら策京方面サおて，金とり

のいいところであればなん℃、私L九、んだとい

ことで，静めていくきっかけてどつくるべくやっ

たわけです。

〈組合の運動に反対しいているひと

にたいして汽自分を〉辞めさせてくれ。自

る(という〉と，退織金ももらえたいんだJ

とか， i会社から強制約に辞めさせられれば，退

もらえるJというようなことで〈心しろ

会社の議切り していたλそういう

〈東京で働くという〉きっかけをつくるという

ある{:I:よ'_Iの生活史と議総多喜労使関係

ようなことでね， ことですから，ニつ考

え，三つ考えをふく ったよう

で，むろん，給料も滋配だったんです。

だったもんだから，東京サ出て行けば金取りも

いいんだ， というのがあっ

退級金というのは，

何年か前に兵隊に行っ

らばかりでなく，

〈その分をど〉加算

されョますから， (1ね西が不況のため〉

をどもらえねえんだというのぐ， iどう必〈会社は

してんだから，このへんで

のほうから人を辞めさせるのがし決、と

組合うす反対してやろうj とL、うので，ぞれを絡

めながら， (LlJ簡を辞めて)中央に出ていくべく

…・・つまり〔組合は〕ダシみたいなものだった

33)神戸議長司さんの笈言によると，磯村警はつぎのようである。「終戦後に兵隊から帰った人がLU綴サずいぶ

ん入っ式こんです。むかし山衡にいて，淡くれおのようになって兵隊から帰ってきずこんですむなんていうの

れ共彦主党みたいのが…時ふくれるがったんだね。総合十主党六さんが指示してつくったん℃すが， とにか

し給料上げろとか，ぶーナス，退職会総震とかで，よる夜中f話回交を参なもんで，社長はお宝E;iこ逃げて緩

後は繋祭+逃げた時代々んです。組合法警警察の姦3授にノミリケード張って騒いだんだね。それで校長t丸

山際は-@l議事数するというのか，総合つぶマ?というのか，管理総合除いてほとんど余録.S人くらい線路震

しずこんです。むかしからLU官習にL、た人が，戦争から燦っfニ持点、マJ‘一室長あげ丈:というれ LU宣言じず品、に関長撃

があったわけでないけど， いま考えてみればワンマンす舎がたというか一一一むかしの弟子制度，霊童F詩人と告を

F詩人という主義じでやってた会主主だから...・ a・0 それで校長比五三員を発車産量して，一悶絞めさせてから， c改め
て〉引き抜坊をかけfよんだねo ;l;の演の総会は弱点、ったし， こんどは会校そのものが総会なつくら付たん

で役いですか。Jこのうわ「否人くらい毒事終jとし、う警史家広務沢さんの「照十人くらい首切りJとくい途っ

ている。なお神戸さんは昭和23年4月にぎ懇話定工として入験し，神戸さんも「解定義Jの対室長となったが，

会主まから「ヨ I~主主かれj て平等び山設建造般の滋樹係に配麟された。

34)この f家人あがりJについては警告沢さんはつぎのように言っている。「をのさき時め人は，昭和rJ)十二匁

議ちたち?と笈那事変が始まったんですから，国家というものが第一際擦で，食べるばかワマなく霊祭雲誌に行っ

たほうが，まちがし、がなかったんて、すね。終戦になって，一鮫の硲干上主か務f苫Tごほうまく炊いと，山滋Fこ

入ってきたん℃す。ブメリカ rJ)謀議禁容の需品， あるいは暴走食言撃の救療用の小さ究主義きを修潔するっていえば， 右

差きではLU函と策it造鮫しかなかったもんですから， その陸海彩をど復員した人は， 1県夏草tこ殺務してきたわけ
なんr:-t。そして二十二二，三年ころに警菱重菜子綴隊が3きだして，そのあと泌上保安庁がぐ~て，その緩めき受

織とかいろんなことするのに，すよこし優秀な人女愛かえ亡診ゃならんというので， 1綴重臣の管鍛主幹部におった

人なんかが山西に入って，設計3撃に銭撃まいたんでPず。そう L、う職業慾人の人も，とにかくみな組合には入っ

きたわけですoJ
35)この争議援について，滋燦芳次郎は以下のように部綴してL、Gor戦後毛筆なく昭和23年一都新入従業員の
意義畿liとより労使間に紛争が起き，二つに分裂して終絡したのでるりますが， この間 1年余り後期十こ主主り，

お得語家様始め関係筋tこ，今大の迷惑を及ぼした為，税金手の{，'!jj:語も一朝にしてタミい，その信用回復tこはお匁

余を婆したの併でありますJcr五十長野年記念誌上前掲， 68資)。

1101-



人文科学論告祭

んですね。ほんとう りではな;うい〉

立総織のよ:に，毅携の上vこ立っておったひ

とが，そのく組合の〉切り崩し;工作っていうん

その強硬派会排除しなければ，どうに

もならねえんだという一一。{予言 トイレの幾

のほうとか，工場の片識とかに行って，

合をやめろj というような工作がはじまったわ

るひとたちくへ)

の，引き抜 ったんです。

ちをやったひとの…人に'd

谷敬二ってひ、とがおるんです。このひとは，設

なったんです

が，箆篠芳次郎さん fよんで

ず。その鍛行の株は w蔚の社長が70パーセン
ト握っておったんですが， この台後d

w商のま金役で， c社長とともに〉組合との交渉を
やってずこんでナ。だけども，筏{際芳次郎さんは

十践に一回ぐらいしか，出てこなし、んでご、すね。

不況のどん底だし， じなったばか

りだし，組合は，心理的に，心議作戦でやられ

たんでないでナかね。

そして， もう，大議四十人ほどの設切りが，

務一総会と第二組合

〔組合の〉 手本

の階級生である山口勝っていうのがおったんて、

す。私， fミカ、ちゃん， ミガちゃんjていってお

りましたけとーね。このひと，共産党サ籍おいた

ひとで，鰭然、たる

喜ゑさんも

たひとな

に勤めておったひとでした。あの当時，電電公

放ってい もう，共産党のかたまりで、した

ね。

山口終さんは，もともと設計なんか勉強した

ひとで，機械工場のほうにおったん w亡、すが， i滋

沢ざん

め，よく見られなかっ

たた

滝沢さんとは，

机かならべておったん vですが，滝沢さんはお昼

は家に帰って食べ{S，山ねさんは会社で会ベ酬と

おったもんだから，出ねさんが，お昼休みにも

滝沢さんの机に食いかすなんか援く，冬なんか

はストーブに炊く薪を~議ねて，いやがらせをし

てね。そんで， i誰がこの机に援いたんだ/Jな

んて〈滝沢さんが〉いうと，その山口さんは，

f私は知りませんjなんて，うすと

そのwロミカちゃんは何年かたって開いた
話ぐ"すけれども，霊童{縫芳次郎さんに「生地と家

てくれっから， っこめ。いま家

のような〈設計の〉仕事℃いし、から〈続けてほ

しLう，共産党やめろJっていわれたということ

をどいっており iどした。「おまえ，たぜ;ぞれだけ

の援をもってL ったんだ。

だけはやめろjっていわれたと，¥，、っておりまし

たねえ。

〈それで， W

L、ずこまっ

は‘ ら予をひ

(社長のL、うことを聞かないて‘，会社を)苦手

めていったーーというより，百平めらiきれたんマ

す。穫になってしまった

ら出されるとなると，

f交は・・・・・・〉

つてのがおるん

ですね。戦場は〈彩、とi可じく入旋殺のほうだっ

もうひとり， rt村なんかという

ていうのは，鉄工におったんで、

つてはさ暴れて，

ピヶ張っ 中村さんも， さんも，

言まになってしまう。そこ まった
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くの崩壊状態というかたちに，もっていかれた

伊藤さんは，主主切りの緩頭にあげられたひと

で、すね。そんで〉東京に十人くらし〈のや践を〉

ひっぱっていったんです。東京をこ持って武器弾

薬つくる工場サ行くとかし、って，そういう

ったようマしたね。

最初は務問，それから足京区新現可の池ケ谷

鉄鋼に行ったんマごすね。〔その工場は〉工作機械

…一池ケ谷チャックって，いろんな加工部品を

る機械の部品主とやってたんです。ことふりつ

丈こんで、すけど， こ

と東京では途うために，いろんな加工物が失敗

したようです。そんで，東京に行っても，不良

したために， 三手数は石巻に戻り，三三人

か主張人くらい向こうに残りまして，ヨ変コγIぶっ

たひともあるし，伊藤さんのようにて壌をもつ

ようになったひともおるわけなんです。伊藤さ

んは現在， いうな

れば緩営者ですね。

第…組合は溺機Lたわけですね。じゃ，

第二組合のほうはど

で、すか〉

ったん

って，瀦沼信基さんという方が，

ったわけで、すねえ。務会切

るときの参考察を出したのも，総沼さんだとい

うのを後になって聞いていました。あの人も，

あの人も強硬派fごとか，あのひとたわは将来の

総務のためにはうまくないとLづ発診したのも

ヤ

」

ある仕上二Eの主主治主とと議船襲警労使潔係

たん

ですね。この方が終戦後にはj務に入ってきた，

職業率人だったんで

で，軍隊、から帰ってきたばかりのノミリパヲでし

たね。山西では事三たちのおっ

J3 したほうでナね。

で，忽すこらのおった織壌から，いま

むかしの紛採のほうに移り変してね。船の上下

潔と称しまして， γックに船宅ピ入れたり出した

りナるほうの係だったんですね。よそッコかつい

だり， てかついだり，リヤカ

で、ひっぱったり，いまのような機動力がなかっ

たもんですから，この締沼さんもいっしょうけ

んめいにやったひとなんです。

それで，締沼さんは総務係長，

部長，殺後は常務にまでのぼっていったひとな

んですね。そして最後は，
名人らやく

巾義といわれたひとなんです。

くすると，その約沼さんが指導

たが

ええ。

っ7こすっ

さんの絞

いで〕きてるわけですね。私たおじたし必、ら，

俗にいう， !3総ともに許す御用組合と変わって

いったわけですねえ。山君主の組合も，柿招さん

し

それからは二十罷年から，二十九年，三ト

年くらいまで. (組合のほうは〉穏なしの構えで

したねえ。

さんが，

それで，すぐ総会員になったわけで、ずか〉

そのと舎は，伊すぐ組合践にはなれなかったん

36)組合の給総さ議初は当時の全日立与議長会労働組合(念総〕に加入し，ぎな紛山西分会と称していたが組合分

裂を機に脱退した。ちなみに渓授の念日本造船機械労議議室窓会〔金造船・総務系〉への力Qli!!f丸会主主要ささ主法

下にあった昭和53年3A8自の綴時総合大会で提言語された。投喜美の結果は警護淡 350，反対67 淡され

7こ。
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でトナ。組合のほうは， しなきゃなかっ

たんです。だから総会員でない従業員ム

と，まずこC組合員てのがあった

わけなんで‘す。各〈末端の)管縫合戦者がC組合

員。事ムたちは，

組合桑に入れるば兵うし、vi，このひと

になっても良いひとであるか，悪いひとである

か， ここでいちおう， (その人柄や行動の〉緩過

をみられたんですね。その勤務状況だとれ働

いているとき，昼休みどき， う%に?怒ったとき

のー…一。級会に関するお話にずこし、レて?否定的

であったひとは総合に入れなし
み

私はく山西へ撲って〉五月くらい需がありま

して，組合に入ったんマす。総合ていっても，

私はあの当時は，会社もよくすること，自分

もよくなること

ましたねえ。

りますが，

組合発足時の，つまり

は梅沢利嫁さんがなっています。

き

しており

労働

さん

梅沢dん

きどもってきたといろことは， どういう……〉

この人は，船渠譲の，この当時のドックマス

ターですねき人柄がたいへん主主派なひとだった

んぐす。治時，私は四倉のほうに行っておった

んですが，はじめてでる委員長ていえば人柄が

重視されますから，や

でないですか。

さんにしても，梅沢さんは至宝篠"/j三三郎3

ん雲寺代からの年長者であるし，労働総合をまと

めるという意味においても，若い人たちだけで

はどうもね。滋隊、から:採ってきたばかり

軍隊の罷ヲ警な幹部候補生の人もおっ主こから，難

しかったろうし，天畿郵からこんどは

180度転換するわけですからね。ぞれから，

一-104

人だけではなにを言雪いだすかわからないと，迷っ

ている時代ですからね。

そうすると， ;!:f， L ι守

も考えなきゃならん， というふうに，いちばん

な梅沢さんをもってく 妥当の線でな

かったでしょうかね。寛ちゃんは，共産主党といっ

ても，すぐに極端なことはできなかったと，怒い

ますよ。そしてニ代，三代になってきたとぎに

はじめて本格的な労働運動にもってし、く方法を，

や ないん・ですか。

組合の 1)ーダーたち

く都沢さんは なにかやっ

たことがありましたか〉

りましたね。緩初になったのは，

tこ悪いときだったから二十八年こ

ろだろうと患いますね。

とにかく，会社の建てなおしっていうか，会

ょくしなければだめだったし，それ

から，われわれ綴くえきも，ぞれサ協力してこそ

も結ばれるし戸総合ていうのがそうし

て誕役したんで、あって，会社もたつ，総合もた

つというのが.組合の根本的 ないか

磯場におったとき， (このように〉諮っ

ておったんて、す。紘は，さと寄りのほうは，好き

でなかっずこんで、?のこのさ設時も，給料が遅配だっ

た終代ですから，いつまでも遅配でいっずこんで

は3まずいし， (組合員の〉みんたも，~対ばかり

の反対だけマはう;!:くないんだ，ということを

語ったので， 、ん1と、

ずかねえ。

さ どなたが

しすこか〉

ざんていう方で，季五よりとつ少ない

んですが，当時ではお人よしといわれるくらい，



ある仕上工の生活史とi後船業労使関係

どんなひとのいうことも，みな縫いてくれたひ

と伐んです。石巻市山下の出身で，主主要反比 主ヨ

すね。そのとき

繁材課tこし

どなたでしたか〉

怨んでひとなんです。

父さんは くり竹総工の職人だっすこんで、ナ このひとは大沼のみですね。頭は切れたひ

となんですけれども……。委員長としては会

社にたいしては穏当，対抗したひとりですね。

ね。

組合活動はこのひとは，あんiどっく立場が〉

はっきりしなかっずよんです。 このころは，大~な問題てことなにもな

の任期は，…年でしたか〉 かったんです。 ったんで、す

そう 一年ですね。規則としては一年 が，その，御用組合といわれるような時代が緩

だったんですけれども，留任ていうのがあって， いたわ

職場委員か きるというの iJ'で

てさたんです。一年だけではなかなかむずかし

いというので，何年かたって二年ていう

組合大会のときに決議されたんです。

く須藤さんのあとは，都沢さfしがなったわけで

そのつぎは織野さん，織野俊夫き

で，職場はフド工の船体係のほうですね。

善寺代は船体係の職長をやりましたね。

その当時t土木造船で，

ろから本格的な毅船持代に変わっていったんで

37)山務造船鉄工汐?における最初の労働協約は昭和22年4Jiニ締結されている。その内容は，以下のとお

りwなあるく一議3答書各)。

「繁一条 会社は金総本道主総労働総合窓会社内における喰ーの除ヨミ約間体と認め--1iJJc')交渉を怒会震

域銀支部w酉造船鉄工所分会〈以下分会と称す〉又は緩合とのみ行ハとれ以外の問手本との交渉t主総
て行はない。

第二条 会社は分会又は組合が絡に認めたる場合にのみ浮総会員宅~~量殺が特 tこ使fflすることが出来

る。

第ωト条 会設は従多義路の濯入，露孝義霊安行うには予めて分長訟の附蕊:を重きする。

第十…条 会社は総会を徐4きされたる3智t玄関時?こ解雇する。
第二十三三条 有効鍛燃は総務22年5月1臼ょう向う Iカ俸とする。{践し期間中でも双方が得意した

るさ語会以改訂することがマきる。

第二十間後 綴擦に至って'i!:焚の主主怒表示がな怠れても業再協約が認定jzナるまでこの労働協約は有効

とする。J

ところで当持， この労働協約第二十総会長女めぐ号令畿がおてし、る。総長主義義務総〈陪46.5. 10)与二千

言客数三三郎氏〈i議後鋭〉はつぎのように謬いている。 f労働協約二十間差是をめぐってや畿に入札労使対主主将

度心主耳炎合議ねたが，慾に交渉決裂， ストライ笈言でストに焚入した。全船本官官より主主役などの委災来

liL 応援，会社と交渉主f重ねたが，進展する気配えとし会社はこの問題をど仙台地方裁判所にま畿訴仮処分右
中請した。 その跨笈淡泊方労働委長連会の主導停あっせんも護支度十こ亙って捌かれましたが，総て不調に終って

しまった。級会内務でも議論百上おい分裂の気配が高くなち，遂に第一総会，第二総合に分裂してしまっ

た。この戦争も爽にニ生手数ヶ月という匁月を資し，昭和二十悶年七月{出会地方裁判所の裁決で，会主主事事jの

一方的機訴となってのや議は終止符をねった。J

まま子委党総すると，労働協約は新協約が成立ナるまで有効であるとする申請人(念o誌とi幻滅分会〉の効ブフ
縫認務主主は，効力が総務23:年4月30日ーと切れている、二と，被中務人w立証造船は24生P7 Ji 1院に協約破棄
の意忘表示たしていることをZ妥協に，遂けられている。総裁判、決法， 24若手8Ji 17 Eである。なお会校側は，

第一条について判決を求めた仮処分の請を提出したが，それについて他会総裁は申請人山吉草分会が内部

分裂し，ゑ協約め官官燃がもはや5たわれているとして，会社側の::t:援を認めている。山図分会の分裂はこ
うした労働協約問趨も絡んでいたのである。

105 



す。 木造船のほう

がはるかに比率が多かったんです。この人も，

委譲紛善寺代になって舎をすことぎに.機機が変わって

L 、きまして， ほうにまわったんで、すね。

そして， でいったん

です。

さんは，会主主にたいしては， もう，苦手め

るつもりでぶつかっていったひとりですね。指

導力もあり，資任感は，最高強かったんですの

もう， コゲミガミでね。タンパラ， すごく殺気でも

そ予もつけられなL、ような一一。社長から学校も

入れてもらったひとなんですけれども，社長?こ

まで食ってかかったひと

さんは，このひとのお父さん，

芳次郎社主主のお父さん

とで，

ら山Eきに仕えfょひ

り， W務め所有

地に住まいをしておったんですね。 )-

しては，議後芳次郎さんの綾治殺といわれて，

とにかく，部長も専務さんも，このひとにはか

なわなかったんです。このひとサは，

とも給料は払っておったんですね。機託でいう

か，別名，大久保彦左衛門といっておったんで

す。このひとが，混在の山磁造船会築きあげた

ひとなんで-t。

さんの俊犬ざん〈について〉は，おや;二

ばかりが縫いんだって，非難をあびたんです。

会社のほうでは「このひとを組合サ盤いたんで‘

はまずい。あまり食ってかかるので……j とい

うのぞ， こんど利益代表サあげられたんで切れ

どなたで、したか〉

今野正一郎さんと和由正太郎ざん………。

今野さんは，組立て

のひとは海軍の

で~たときの\， った
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と， さんからよく聴かされたもんですよ。

「マヤjでいうのに乗っておってね。今

度予さんのお父;!!:んは，小作人だったんですね。

石巻市内脇町の大街道に，石巻市港(震J)の船

主さん， 畑がうんとあったん

魚問農と磁会殺やってる社長がし、て，そ

りながら，その熔をつ

くっておった小作人が，お父さんだったんて

ただ， さんは山磁の 、の〉

なために，社長に呼ばれると，やはり頚あがら

なかったで、す。

和E認さんのほうは，職場は電気仁具係でした

ね。東北電力の下請けで仕事雪どやっておったの

を，

だかさどもってたんです。そんマ， W西は議絞〈状

ったけれども， どんどん 大き

くなってくるというので，呼んだまっけゆですね。

この方につい℃は私， ーまゥナこくわからないん

です。

幸広も レι-

加とあるんです。こ二関ほど推されて，

いの差で破わしましたね。

され丈ご

くら

私はストライキは真向うから反対だった

んです。スト権確立のストライキゃるのも反対

で，→さんだって希望退織するまで，

対してきましたね。これは，

立ってやりました。私，副委員長にも

も後驚され3ましたけと¥ストライキは絶対やら

ないという〈意見をもっていた〉ので，務れ

iましたね。その候補のときも，四繋くらいで，

いつも洛選でした。

執行部総辞退議時大会

くそのスト権確立の間態について，組合大会

が際かれたときの模様はどうでしたか〉



ちょうどこ十九年から三十年ころは経済は

惑かったんです。山間では賃金未払t"ーカ月
、だったん wごすねえ。(組合とし

ては) r ここはひとつ，やらな~ゃねえでねかJ

ということで， スト権を確立するかどうかとい

う問鐙もでてき

さんが委員長のときに，

向かL 〔組合大会主ど〉

ゃったんですね。泰の大会だから，三十年の四

月か五月ころでしょうか。

と

って，みなさ

集め 、んだ。

それなのに，

ベく，お得意ざんまわりをしなきゃならないの

かj

とL、う ったんですねえ。委員長がお得

意さんをまわって，工事代金きどいただいてこな

さ?ゃならないようなこと〔状況〕だったんです

まみ。そこで，

ために集金してま

わる〉ことさどするために， !lJ問サナ入ってきたわ

けでないし，現主主もすべきでないと思うんだけ

ども， こういうことさせられる

ら， (委員長を〉

とL、って， したんで一九

たまたま，これよりー， くらし、さかの{ぎ

て，宮城県労金てのが誕生し丈こんで、すよ。その

ろ，福島~の"iiゑが“切i倒産したということ

だっ允んで，宮城県弘給料未払い，あるいは

遅配としづ会社が多かったんで、，こういうこと

よる共済活動〉やっておっずこんで

づこなる)という斧もあっ

たけれども，ぜひやってほしいというので，官

したわけなんです。
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淡にわたって，こう L寸運動がも

るときで、した。

とき，マ織野委員長主主，

ってい

「みなさんの給料集めを，連続d-ttられずこんで

は本は，自分の位奈がおろそかになる。私は，

給料がたとえ遅配になろうと，もらっているか

ぎりは自分の仕事を遂行しなきゃないんだ。 み

なさんの生命をど守らなきゃないのも，組合のく{は

ひとつだけでも，委員長あるいは執行部

会解散しま

と発言ぎしたんで、すね。

く執行部のなかでは，総辞退ということにつし、

て，意見は一致していたんですか〉

いや，一致し支ぜんでしたねo それで、も，最

後は一本にしなきゃなりませんからね。私は，

っても同じだから，辞織しないで，な

んとか多発り切んなきゃねえでねえか。どう

殺しても，ーカ月遅れの十…@l払いでいってん

だから， とどのつiりは同じだ。それよりも，

とことん交でやって， (絞殺は〉どうにも身動き

とれなくなったときでもL、いんでないか。員会も，

新造がつくられる兆しがでできてんでねえか。

支だ本格的な工務サかかつてないけれども，兆

しが足うるんでないかということだから， もう少

て辛抱したほうがL、いj と，

去三，副委員長に進言したんで、す。

ただ，織野委員長は， r執行部，それに各職場
くめた，余員辞退だj ということを笠

したもんでね，そこまで重大〈な決議〉であ

それに従うほかねえんでねえか，という

こと を開いたんで、すねえ。

その宣言を大会一芝、のベたわけです

ね。で，一絞め組合員はどう反応したのですか〉

九、ま十一一間払いだい一カ月も遅れていて大

ので、，織野ざん，なんとかひとつ，
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部でこ り切ってもらえねえか。

んまわりして金銭めんのは， 日では

なし、んだけども，なんとかこれな然り切っても

らえねば，わからない〔患ったことになるむと

いうので，いろん

それから，

…ト分くらし、

ったjっ

小休11::vこ入りましたね。

は到の

能震でいろんな討議念ずる。あとの組合員は，

w一服するなり，雑談するなり，あるいは

きめるなり，は

じまったわけて、すおえ。その小休止のとき，私

がし、ちばん言った

fやはり， るべきでなL、。絞めるというこ

とで臨時大会しすよんだけども， (大会の空気から

みると〕なかなか辞やられねくなんで、ねえベ

かや。このままでは逃げきれねえぞjそれで

fもう 4毘， とにかくやってみよう。時間が三三

十分ということだから，もう待問だから，席に

戻るベJとし、うわけで，廃ったんです。

で， itニ符識しましてね。そのと

ら、

っても，結局だめなんだ。あなたがたは，

{何カ月も〔 なときに役銭もど〉やってき

てることだから，この磯場にたいしても，

国体の組合にたいしでも，労金問題に関しでも，

私たちょっ，いちばん明るいんだ。だから，こ

こで、辞職されては，ほんと

ちゃう。ぜひ，いま

こことになっ

ってもらまコえま

きゃねえから，再選するから，やってくれない

かj

というので，

fひとりひとりが，そういう，々つなし、気持ち

N々
h であるならば，やります。ただし，やる条件と

して，文句は絶対いわないで、くれ。私たらも，

もってやるから。夜、は山間違童会鉄工

に働いてんwむなく，あるい

にきてんでないということ

よく考えてみると，

ドし，組合員をまもっていくのは，

ヲー

〈辺 るのにそう発言言したこ

とにたし、して深くお詫びなナる。遅配になろう

となる設いと，それにたいしては全精力をどっきf

こみ家寸から一一」

といったんで、すね。それでこんどは，4?r組合員

カミ もちあがっとし、うこと

たんです。

というかたもがとられたわけで

と。

くすると，さっきおっしゃっていたスト権の出

題は・・・・・・〉

それは

くしかし，

るというのはし巾、として，

どうしていたんで、ずか〉

やらなし

って給料集めきどや

社長は

そのときは，社長さんも， こなくなっ

て犬こんで、ナ。この騒ぎがありまして， (別会社の〉

魚市場のほうに行って，一年くらいこなかった

んじゃないて唱すか?

くそうするん総会が会社を経営するというか，

どうをみるという話になりまぜん

か〉

そうで?ね。

んでないか，ということもでてき

ゃなら

くまさ

した〉 ゃんも，後押し

38)会社としても.}十震設匂長Eさん，総I線住j'議議設んのほかヲ絞殺綴?といた後弁言集合ん， I令部茂俊ざん鈴木

清雪機さん，内問;きんなどがお得意うたなまわっていたという。

-108 



して…w…。大会のあとさe"にも，

獲しなければ，なんぼ船の修理をやっセも，遂

配，遅配〈が続くの〉ではわからねえ〔かなわ

なしっから， とL、う

の会社から〉，

どっからくか

その

分を，会設が払うのとお分たちの取る張主主ど，さっ

びき勘定して分けねばだめでなし、かという話が，

しじゅうでておった-c;'-tね。ただ， (生産管理と

いうことに)慣れていないし，相主当の決断と勇

ったんですね……そこま勺到逮しか

けたんで寸がお。

ということになって，給料の

という問題はどう解決していったんで、す

か〉

この大会終って数カ}j 船の注文が殺到

したんでkすね。ちょうど，チャンスもよかった

この大会が五月ころだったで、しょ一一一七

月寸f入って，絡の建船ザ入ったんで，会社もず

るいことあったなと，なすこちあとからわかった

んですが

というのはね，飴を建造するときは，どこの

船業も契約金てのをだすんで、すが，祭気の兆し

が見えたにしても，

てくる祭気〉の兆しだ

(として入っ

会社からはこうし、

う船をつくる話があるとかないとか，いってく

れな方通ったんですね。遅配の…方でー…。あと

から考えてみると，総獲さんの伶うでは，契約

金を支払ってしまえば，船の建造材料を潔うよ

りも，給料のほうき払われてしまうのではなか

ろうかという して)，船主さんも〈山闘争

と契約七宇るのを〉迷っょこんでしょうねえ。

とにかく遜況を乗り切って，建造船がうんと

三うるft上工の魚沼史と滋総数労使関係

になってきたんですね。

そんで，後続八時，九持までの残業勺したね

……それからt上。徹夜，残業，徹夜，

続だっ 私は，よそのときに，八月の一

カ}jvこ，徹夜を十五@lやっておりました。

二小三年ぶりのストライキ

し，その後，

がや心になったわけですけど，それから

で，争議というか，ストライキはあ

りませんでしたね。その部十六年こぞうの状態は

どうだっfよんですか〉

いもおう，あの当時は景気もよくなってきて，

最高の景気に入ってき 組合のほ

うでも，何年もストらしいストがなかったもん

で， これでは鶴男総合でないかと，いう状態で

してね。そしで， i祭気もよいから，このへんで

やらなきゃだめでないか。すこし，やろうじゃ

ないかj ということがで、きて……。

私じしんは，ストライキあんまり好きなほう

℃なかったから，松野光男ざんていうひとと，

ストライキやらないで解決する方法がなしの=と，

訴え主こんですけれども，総'合ではいくら働い

ても働いても， というぐあいだったし，

係も弱体化しておったし，まあ，組合内部にも

ごうごうと怒っておったんですが，な

にせ(賛成の総会員は〉大勢なもんですから，

スト つ

いまでいうと，森闘の…環ですね。あれtま，

iL}jの始めだと思い支すね。というのは，北海

道の函館から北洋に会船団が出航するのが，当

時はま五月の十ヨ1.，プミ忍ですから，そのケ…ゾン

39)山宣言造船鉄広所では務手口40if.代訪米から設官誌の骨折殺拡充、会議めており， 20トン務室主71/…ン建設(熔

42. 1)， ，巧f下二ζ務議関全絡の新築〈初 12)，セミドライドック竣工(44. 7， 1，000G. T)，間定ジヅタレーン

遂設住5.3)，門君主クレーン建設 (45.4)などが行われ，建鉛主義も拡大した。
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船が石巻から離れるのが八日か九日あたりーーそ

の北洋のケーソン船を対象にストライキゃった

わけなんです。これ以外の船ですと，ー綬ずつ

の独立に，会社対船主という関係になってしま

うんですが， これは船田ですから， 臼ソ漁業交

渉でパッと期聞がきまっておる船ですから，一

年間でいちばんチャンスはよかったんで、す。そ

のとき，山西にきておった船は，修理するのをど

合わせて，四十緩くらいでした。一綬対会社く

らいでは，団結集中力が乏しくなるわけなんで

す。これは，石巻の造船，鉄工，それから船舶

に関係した電気獲さん関係も，みな同じですね

え。

くで，そのストライキの様子というか，経過は

どうだったんで、すか〉

スト権の確立から，ニ十四時間過ぎてから始

まったわけなんですが，組合のほうでは，いち

おう出勤のタイムカードを押させまして(出勤

のかたちをとり)，待機の姿勢とったわけで、す。

組合の執行部のほかうから指令で，最初は時間

拒否ゃったわけで、すね。一白二回，二時間くら

いだと患いますが，十時ころからお昼ころまで

も，二時ころから四時ころまで，そして定時が

四時なもんですから，帰るというように一一一。

そのときは，会社のほうでは，保安要員を要

求してきたわけなんで、すね。緊急な事態が発生

したばあいの，作業員ですね。保安要員はス

トライキを仮に午前中二時間，午後二時間ある

いは休みというときに，十人くらいは認めざる

をえなかったんで、す。それをやらないと，船主

さんのほうの圧力も，組合サきたことあったん

です。「山西サ，船もってきません」と。「損害

賠償は，どうしますか」ということがでてくる

わけです。損害賠償の議求が，会社でなく組合

にくるといわれたんで、す。船主には，船主さん

の組合があるんですよ。

そのあくる日あたりは，一日は会社におりま

すけれども， こんどはデモ，構内デモですね;0)

そのデモをやってるときにはよその造船所一一日

魯造船，鈴木造船，鈴木鉄工さん(の組合)，そ

れから地区労からの応援を得てるわけなんです。

仮に，山商の労働組合が五月の Bから五日こ

ろまでの目安で(ス卜を〕やる。その聞に回答

がくれば，そのストライキを解除するけれども，

こんど日魯造船では四日ころにやるとすれば，

こっちから応援に行くというように，地区労を

とおした応援体制に入ったわけで‘す。

私は，ストライキをやらないでおく方法はな

40)その当時の様子について造殻課のある総合員は，組合機関誌、(昭47.4. 20)につぎのように記している。

「山西労組も (46年〕五月八日〔土)職場集会を開催し話し合いの結果，月曜日からの!時限スト， H氏な

んか入社して始めての経験，全員団結して闘争に没入，手と手を組み合わせての労働歌の合唱，:駆りを上

げてのジグザグ行進，頭には赤い鉢巻をして頑張った姿が昨日の様にも思える。あの時点では何を考えた

か， 日毎に単~いが伸びて行く，唯長く戦うということはどちらの不利になる可能性がある。その可能性を

忘れてはいけないと思う。J

また，当時の執行委負長・阿部謙二氏はこう書いている(同号)0rみんなの財産である団結でもってがっ
ちりとスクラムを組んで fワッショイ， ワッショイjr要求，貫徹Jr団結，がんばろうjと構内をデそっ
たカ，あらんかぎりに叫んだ労働歌，組合事務所前で，本社事務所内で，現場事務所前て、各職場毎にあの

団結があってはじめて昨年は五ケタをかくとく出来た。 ・・・地域の応援，支援，特に祭言平に笹原さん，地

区労の千葉議長，事務局の中沢さん，木村さん，県会議員の回;:訴さん，東北造船労組の皆さん。造船鉄工

の働く仲間の皆さんの暖かい御支援があったればこそ昨年は二十年ブリと云われるストをブツことができ

7ニ。」
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いか， ということばかり考えておったんで‘す。

組合の大会では，三百人も四百人も集まります

から，私はいつもいうんです。よそでストライ

キやっているばあいに，その仕事を山西造船で

とる方法をやったらL、し、んじゃないか。組合は

あくまで組合だから，地区労が中サ入りますか

ら，かたちのうえでは応援したりしなきゃねえ

けども，自分たちの仕事は自分たちで確保して

おかなきゃねんでねえか。たとえ組合活動がお

んなじ〔地区労として一本化〕であっても，自

分たちの仕事を，白魯造船とか，村上造船にもっ

ていかれるようで、は，たいへんだ。ま，持って

し、かれるより，持ってくるということが，いち

ばん大事でないか， と。

二十七，八年ころでしたか一一一ちょっと景気

の悪かった時代に，木工関係の大工さんたちが，

ほとんど他社に出稼ぎにいったことあったんで

す。神奈川とか，福島あたりに一一一。そのとき，

濁燦芳次郎さんは， 1"辞めていった人は，給料も

ボーナスも少なく」てことを，宣言したことあっ

たんで、す。それが私の頭に入ってるものですか

らね。「どうせ働く組合であれば，会社もよくな

り，組合もよくなって， これがほんとの労使の

つながりを深める要因でねえか」と，いったん

です。 若い人は， そういう (過去の山商の経

験を〉知らないで入ってくるひともありますか

ら「そんなこと言っても，遠いむかしのことだj

というふうに語るひと，主張するひともおるわ

けなんです。

それでも私なりに「過去にこういうことがあっ

たと一一会社の仕事もなければ，自分たちが泣く

番になるんだ。やがて，あんたがたも妻帯する

んだからJと訴えたんで、すけれども，なにせ(ス

トライキの反対について〉発言するのは，松野

さんと私の二人，二対何百人ですけれども，同
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ある仕上工の生活史と造船業労使関係

調するひとも，だいぶおりましたんで、ね。私は，

その(考え方の〉線だけは，ぜったい崩さなかっ

たんで、す。松野さんは，私たち同じ機械工場だっ

たんですが，退職するときは修繕課の担当技師

でした。倒産する前の第一回目の希望退職で辞

めたひとなんです。

ストライキの結果，結局，組合員の主張のほ

ぼ75ノミーセントか80ノミーセントくらいは通っ

たんですが41)あとはまた，御用組合のような状

態だったんですね。

く話はちょっとそれますが，北洋船田の船が，

修理のため山西造船に入っていたということで

すが，会社としては，いろいろなアフター・サー

ビスをしなくてはなりまぜんね〉

そうですね。私は機関諜のほうの仕事で，い

ちばん多く函館に行ったほうなんですけれども，

各船田が函館に集合しますとね，無線メーカー，

電気メーカー，エンジンメーカー，それから各

船についている工具， レーダー，甲板機械ペ

ンキ震，あるいは漁業をする装霞のサーとスが

各社からくるんです。函館の岸壁にテント張り

まして，特設無線を据えつけまして，六っか七

つのメーカーがみな集まるわけなんです。一綾

の船を対象にすると，一般の船におさめるメー

カーは，最低で、も六社か七社きてるんですね。

私たちは，自分でつくった船，あるいは自分

たちで、修理した船の，そこの現場に行って，異

常あるかなし、かを再確認する一一そして，つぎ

の，来年の出航のとき，その会社の営業も兼ね

たわけなんて、すね。億単にいえば，その船のあ

らゆる機械，工具のサービス合戦のようなわけ

なんです。それがつぎの受注，修理受注に影響

するんで，その船に何閤行ってるか，今年(受

注に〉来てない船でも，一昨年あたりに来てい

る船なら行け， というような業務命令がでてる
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プL臼 をうけました。私の開

くところでは，…絞的な造船不況というよりも，

大路工場建設問題

くw商造船は，いわゆ あおりで，

もあったよう

四十六年のストライキと

二十七おでしたか，百四十九憶

し， その王手の十二月十

され，

から.倒産の前兆がでてくる

ど

や

八

り

'

う

の

た

ず

よ

ま

あ

ま

ち

い

た

っ

てし

4Dこの森闘におげる総会の後三位警察と，労使の会縁者存主院はつぎのときぜ与切なある。

山立苦労発46-025-iま

昭和 46若手3月10尽

是主

芸達金改訂立をびiこ昇給についてのEj3入議

スアップ以手軽経済の発援に字下今大;綴な言毒物僚の綴jニちは ここ数年後の例?と違

していることはJ命令待、ません合

際部にして企業の拡張を関る渓従業毛主義が不安なさ長j設な'送っていたの

も低下するでしょうし，安心してさ討議できるという保障があってこそ，は

られるものと授、縫します。

える霊堂金改訂授とH乙昇給についての友言三菱きオとに対し， 会社以議主主主あ

します。

口い
↓

L
h
u
 

ヱド 給

分方法

指定日

15，00寺内〈慾期昇給，

…後70% 主主絵 30%

昭事自 46年 3}j24日

協定審

株式会社1L!臣賞浴室長鉄工所(以下会設とい今〉とJ1lilli造船労働総会(以下組合という〉は昭

和協十六年度賃金改訂立がこ後与の年間協定毒事について左記の通り長葬祭し， 必Iこ本害警弐え撃を作

成し会主上・経合各有害滋会後手ぎする。

昭和主翌十六年五月二十五日

株式会社i幻霊童議主総数二ζ耳rr
取締役宅t:!設 立宣燦芳次郎邸

山夏草盗塁考働組合

数行委長長 阿部 議議浴室露

5日
級会主主題二一名l2!l月一日現在緩み絡まど…人主131)平一均月室長ぞ万円を増額する。

賞与の年問機廷については基本給者〉五ヶjヲプラスブノレブブとする。

一 通勤手き設については算出方法令改訂し級会員一人主怒っ平均参百七給問な増言語する。

以上
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その大曲工場建設のいきさつなんで、すが……〉

石巻市が，山西造船の中瀬工場(の土地〉を42)

公園にしたし、とし、う案がで、たんです。;[[と;[1の

あいだですから，立地条件からいけば，いちば

んし、し、公開になるわけです。当時，神奈川県川

崎の助役しておった，石巻出身の千葉堅弥さん

を，石巻の市長に迎えようじゃないか， という

ことがでてきたんです。たまたま，中瀬を公閣

にしたいとし、う市民の声もあったもんで，千葉

堅弥さんは，それを耳に入れ，心で，頭で判断

して，それならばというので，市長選における

第一声が，なぜか，石巻市立の公闘にしましよ

うとL、う公約を発表したわけなんで、す。

当時，西燦芳次郎さんは，石巻商工会の会頭

をやっておったんですが， rそれはし、L、ことだj

と，自分も案を出してきたわけで、すね。(中瀬工

場を〕公留化するんであれば， (新工場は〕どこ

か〔立地条件の) ~、し、とこをとらなきゃない，

というので，私の兄き一一私の姉〔みえじ〕の

亭主である，石巻市議会議長の渡辺喜久雄さん

とか，市長，県会議員にはたらきかけて，質収

ていうか，石巻の西浜町，いまの大曲工場を手

に入れたんですね。

(売却した中瀬工場の〉坪数なんですが，建設

省と市と山西て、測量したんで、す。山西からは柿

沼常務と西燦昇一君と私が行ったんです。ここ

の測援は，前の内務省が明治十六年にやったき

りで，その後やってないんですね。(その後)山

西は，北上;[1を勝手に埋め立てして，石垣を組

んで，工場に使ったんで、す。戦時には(主要の管

ある仕上工の生活史と造船業労使関係

理工場に指定されていたため〕軍事が最優先と

いうので， (敷地を大きくしたことも〉内務省、が

黙認したかたちなんでしょうね。山西では，市

に売るとき， (その埋め立てた〕土地をふくめて，

ぜんぶ売るんだということだったんで、す。とこ

ろが，実際に測定した山西の土地は，ずっと小

さいんですねえ。

いずれにしても，その土地を売って，大曲工

場の土地を取得したわけなんて、す。問{傑芳次郎

さんにすれば，やはり実業家だから， (大曲工場

を建設して〉どんどん金がもうかつてくれれば，

という狙いがあったんで、ないですか。四十五，

四十六年といえば西ドイツの船の建造サかかっ

ておりましたから，まだこのころは全盛待代で

すね。社長は，このころを造船所の最高とみた，

と私は思うんです。いや，大きな夢と不安の入

り混じった時代で、なかったんですか。

くその大出工場の建設にあたって，組合はなに

か対応したんでしょうか〉

あのときは，組合というよりも，私たち班長

以上の人が，西{康容七さんに正予ばれましてね。

山西の御所裏(J11口〉工場に，教育センターが

あったもんですから，そこに呼ばれて「みなさ

んは， どういう考えて、いるのか教えてくれ，率

直に述べてくれ」と一一。「造船も小型船，中型

船だけではとてもやっていけない時代がくる。

やがて大きな船の建造をやらなきゃないのに，

ついては社長も， ここ(中瀬工場〉ではできな

いから，大曲工場つまり石巻市の西浜町の土地

を取得して，造船所を建設したいと患うんだけ

42) 111筒造船鉄工所の前身石巻運輸造船株式会社は，創:/I~当初の本社事務所を石巻市仲間Iに霞き，昭和 15 年

に問イ中瀬六番地に移転した。終戦後ただちに，北上川河口JI[口町三了目-1幸四号地に錦船工場をつくり，

昭和39年にはII[ロ工場(御所裏工場)に本社屋をつくって本社を移転した。他方，以下で問題となる大曲

工場は， 46年4月から操業を開始する。「大曲」とL、う名称は，石巻市に隣接する桃生郡矢本町大政地区に

近いところから呼称されるようになったが，住所は石巻市西浜町である。
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渓疫の本社大袋詰ヱ場

(寝媛県Z王者喜子区芝草浜町l番地2，r会後続喜5Jよワ〉

ども，今後の兇通しをみると，漁船だけではやっ

ていけないような世界の簿勢，臼*の情勢であ

るようだし，みなさん幹部としてはどのような

るか，溶かせてけれJと。まずら「多〈

のみなさんが絶対反対というんであれば，従業

員のみなさ手んが大切なんですから，その慾に従っ

て漁りやめすることも怠る」と一一、

私も，そのとき発営し

「今後の見通しが， うL、う

し泳三けれども，いま現在で，毎月三三綾ないし四

してんでないか。そのほかに巻務総，

鯨総，ケーソン訟ができてるのに，そ 向

こうサ行かねたってもいし、んでないで‘すかJと

確認したところが，社長は r!見夜はそうだ。

そうだけれども，みなさん御承知のとおり，今

後の気遜しきピ奪えると，

といわれたんで、すね。「みなさん御滋知のとおり jっ

ていわれても. (自分たちは〉致治家でも

でもないしね， しなんての，先はまっ

しかしてなかったわけなんで、す。五，

しましたかねor行かないほうが，い

いでねか」という人も，あったんです。校長か

ら.rみなさんの意見は」といわれたって， rそ

ういう〈大型船、建造をやるという〉ことならい
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いことだから警賛成しでもいんでないですかJ

という，患の発言だっすよんです。

もうそのときは，膨大な土地を取得して，

と(話を〉ナすめてったんでねえずか叩……私た

おに言うまえにね。

だんだんま議機されていく

んですね〉

大震設の土地は防風:株のあるとこで、すから，未

開のところに，

をやっておるんだと思います。完成するまでは，

くらいかかったんでないですか。(新ヱ場を

つくる〉その前に，キトン，千五Bトン級の給

して，テストゃっずこんだろうと思います。

まあ朝鮮の綴も，台湾の飴もつくった。そ

績があるていどあって，あるていどの姿がで、き

たところペ乙よしというので，その紛よりもさ

らに問僚もまえ僚も大きな紛をどっくりはとめたん

だから，社炎も，お播……石川

がパックにいても，し、くら金がかかるものだか，

とうに大丈夫なのかっていう，

不安が入り乱れたと思う

は。



倒産と再建

く山西造船の倒産問題は，西ドイツから受注し

た船が，大幅な赤字を出したことから始まりま

したね〉

ええ。西ドイツの貨物船を，十綾ばかりつくっ

たんですが， これが，倒産の原因と発展してく

わけなんです。荷社は， 日商岩井が入っておっ

たんです。そのうしろには石播一一石}II島播際

震工がおったわけなんで、すけれtどもね。あの当

時は，大型造船化一一何千トン何万トンて船の

連造は，東北の一漁船メーカーが，ああいう酋

ドイツの船を相手にして，やれるわけがなかっ

たんですね。そこには当然，大商社と大型船の

建造を経験した大会社がL、なければ，ゃれない

わけなんですね。

く技術的に， ミスが生じたわけですね〉

ええ。設計ミスが出まして，建造が一日遅れ

ると八十万円ずつの罰金が加わってきたわけな

んです。

私の記憶では，船腹を切って，船体のなかか

ら，機械をとり出す作業やっておったんで、す。

「なんだ，いま墳になって。あしたに試運転す

るって船が一一J(と患ったところ)，発電能力

が少なくなってね。エンジンが小さかったんで

すね。エンジンは小さく，発電機は小さいから，

船内で要求される電力がでないんです。それで，

船の横っ腹を切って，大型エンジンに入れ替え

る作業がはじまったんですね。私， 1"だめだ，こ

れ，設計ミスだな」っていったら，まったくその

とおりなんです。

山西は，何千ポノレトというふうに(計算して〉

ある仕J:工の生活史と造船業労使関係

設計たてたんて、しょうけれども，発電機まわず

メーカーも，山間からいわれたとおりのエンシ

ンをつくったと思うんです。ところが実際にやっ

てみたら，それが小さかったんですね。こんど

は，エンジン・メーカーに，発電機も大洋電気

に大きな発動機を注文しなきゃ， というので，

その工事があったわけですね。船腹を切るのは

いいんですけれども， こんどは中の機械を闘し

て，丘にあげて，槻包みしなきゃならなし、。こ

んど(新しい大型〕エンジンがとどくまでのあ

いだ，その切断したとこを，そのままにしてお

かなきゃならないから，シートかぶせて， と何

日間ていう間があるわけです。エンジン出して

据えつけるのは簡単だけども，十日間の空白が

あると一日八十万丹だから，八百万円の罰金に

なってしまうんですね。それから，前の(機械

をとり〕出す西日分と，後の(据えつける〉四

日分が，八百万円にプラスされるわけで、す。一

般であれば，それくらいで済むんですが，五綬

ぐらいは，そういうのが出たわけで、すねえ。こ

んどは利子がつきますからね。会社のほうが，

まいっちゃったんですねア

く設計は，山西がお当したんですか。石橋では，

やらなかったんでしょうか〉

最初は石播がやっておったんて、しょうけど，

その仲をとった商社で、は，なにせ儲かればし、L、

とL、うだけで，あとは「これ〔西ドイツの貨物

船〕は，あなた(山西造船〕の担当ですからJ

というふうに，突っぱねられたんて、すね。

会社としては，会社の言いぶんとしては，設

計ミスではないことを主張するわけなんです。

43) r酋ドイツからの受注船が一隻目から，六億五千万円もの赤字を生み，その後の向型船も赤字回避が出来
なかったJ(金造船山酒分会 f倒産から 1，000日の闘いの記録J，1980年， 23頁，以下『闘いの記録jと略
する〕。
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それから，ほかにも トン数の不足

を理由に〉グレ…ムがつけられて，仮?こ五千ト

ン穣む印公ずの〉袴が，四千ー八百トンしか積ま

れなかったと。 併えば，北海遂から九州に行く

あいだに，荷が二百トン淀らなければ，油もi湾

じ釜だけたくノしだから，二百トンより儲けが少

なくなるんだと。…航海で二百トン〈分の{儲け

足りないば， ~四百トン〈分の議に〉なっち

う一…これの保障をどうするか， という網越も

でできたわ そのどこらへんまでが

かは会社の上層部しかわからないん

でないですか。

なにせ，石毛舎と西 rイツ らね。

問題は， ドイツとここだから，たいへんなんだ

と。船は叩半分(五媛〉つくってるし， (残りの分

を注文どおり〉つくらなければ，金よこさない

し， 臼ネマをはくタレ ムのついた)総の引き取

りそ予がないことになると，赤字になってしよう

ない〔どうしょうもなくなるJ，ということなん

く街 iごイツの船設との交渉は，段鴎岩子が当Tよ

るわけマごしょう〉

メとえL。そのB と宣言ドイツと

絡時聞が， けだったんで、

す。 金銭簡もあるだろうし紛の構

迭の欠総もあっずこんだろういそのやりとりが

ると電話は終わり

そんでrll援の設立篠芳次郎さんはこ

というので，高矯炎生さんを社長是穏談役にもつ

てきて?いろんな交渉ゃっ また

ざんと綴談させながら，計覆

ったんですね。

rll悶造船としては技術的に対応でき

なかったわけでナけと¥盟十九年か弘石播か

ら技術J主導などで人さと送りこんでいますね〉

とJ塚、う それに工務長さん

とか，現場の唆理主義弘むこうから~ておった

んです。あの当時はやっぱり，技術がなかった

もんだから，むこうサ鎮まざるをえなかったろ

うし，そう L、う失敗をど重ねる，あるいは灸敗後

(結果的には弘、し スタ…し

たことになるんですが，最後は十綬ぱかっ完

成して，むこう?と引き渡したんて、す。

l'fオLVこしても 済問十九億っていう

負僚をかかえて倒援したんです。

く出滋iを船が，会社更生法の手続きをど仙台地裁

にゆ立てたのが五十二年の九月二十七お

にとってほ突然、の

ったようですね〉

;土L、tまL、。 ようなことでなかったんで

44) 会社の説明によれば，日簡を苦手予言ど通じて滋室長から注文されたき.∞011設燈トンの貨物紛が突然建築三重最低

数不足の理由寸?鉛玄より引受ね夜のi援をきを受凶その前渡金の返済~撃さ浅され，銀行より後入れ返金い

資金繰りが行詰りと?なったのこのさ為，大口俊権者である筏溺答弁tこ対し，約3変手形の綴お延鍛，さらには，

銀行借入れに主守する係読者手をど薬務したがき愛入れでもらえす七九月三十段瀦郊の約束手形六億f90)決済資会

不足となった為，事前に会校受さきさ.法の手続舎をとゆし京てずら というJ 続いの記録 261'0051年に受注

した綴独のま愛物長会は十隻であり，校舎き不足が総綴竣延で，三三隻をきj渡した除手点で六億九千六B万内の欠損

であった。一隻はやャンペ工んされて別の鈴主にま({澄で、売却し，その後六笈宅ピ号Ii!悲しずこ待点、で二十七億六千
七百万円，残数総だけで、も三三十四億六千三百万内の欠す震となった。

45)言語機長生氏は，大阪大学工学部きと本索。繁2管区滋と保安本部語草寺第検査苦s:!発言ど昭和27年tこ絞め，叶ノレベ

ジ会社きど緩て，道長寿台業界で専務，校長，取締役営業部長として三三殺さど際任した。昭和52年2月以j霊童造船鉄

工所:f!:灸顧問， f湾年 9)ヲ28El仙台地裁よ与，弁護士の三三急事長主主とともに係会衡是主人として選殺され， 12 JJ 

19 13管財人となった σ河北新報JlIll52. 10. 7毒事安委主員章、〉。
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ないですかア

九万二二十七段に倒産となりますと，それから

西日ぐらい前の晩丸夜十持ころ，私休んだと

きに，ある人から電話きたんです。

「突は， UJ酋が危ないんだよj

fなにを言言うんだ。絶対そんなことない/J

J::.幸三がいって， デマ はしたんですけ

ど，私tiこれは絶対秘密にしとかにや。品ろ

なすこも諮っちゃだめだよJと防止めして二、

して電話を切っ7こんです。

九月二十七日の(倒産の〉仏毛L-， J対等季初のっ

て， 宣言時の定時で、(イ土遂事を)あがったんです。

そしたら，夜七時ころにますよ加の人から霊童話が

あって， i都沢ざん。帰っていくとき，何もなかっ

たかねj というから， ie、美子，何むなかったよ。

会社内がおかしく騒いでだんねえかj

とし、う話し 私はその三、四臼ほど前

に(倒産量しそうだとし、う)1造線が電話できてお

りましたからね， rあれし〔今日，初j産だと，会社

でー騒いマごいずこの〉 は， と怒ったんで

す。

そしてそれではたいへんだというので，九

月二十入札私(涌谷から〉 ってお

御所滅工場に七時十五分こ き

ましたら，各メーカ

ラック持っておるんて、すね。それから，会社の

課長ょこちも。幾長っていうよりも，

三人おりました。そλJで私に， r¥，、やー，

学さん，臨っちゃった。いま，パイブでおpかれ

三うる仕上ヨ:の主主泌史とi議総多量労俊樹係

Jそうになっ主こんだJていうから.rなにして ?J
ていったら， (その課長の…人は)rCメーカーの

人たちが)"山西は倒産したんだから，阪分ずこら

の荷物，運びにきたいていうし， らは吋そ

の荷物議;)持ち出させてはだめたいっていわれて

るしj と， ここういうわけなんです。

「都沢さんは. 7le、から(メーカーの人たらも

よく知っているλすこし，なんとか言ってくれ

んか」

「なんだ，あんたたち，利益代表でねえか。料

る人が，おらみたい

くれていうのは， とんで、もない話でねえかJ

と私，しゃべったんですが， rんじゃ，家、が誘

うからjていって， rtふが全策任をもつから，あ

れして〈今日のところは引き揚げて〉くれJで

いったら，そのメーカーの人たちt，r都沢さん

もつならいいJというんで，引き揚げ

てもらったことがあるんです。安川むこうと

して込(LlI西の{倒産は〕 訟も，その

ようにしゃべったことに自信もなければ，ただ，

そのと~はそう設わさるをえない立場にあった

んで吋すね…一一。〈そんなことがあったために)1山

西が危なレって電話さたのも，本当だっ烹こんだ

な」ということ，私，二十七日の車互にわかった

わけです。

その二十八践の娩は，私が家tこ嬢らないで，

飽主土から入ってこないように防止ナるために，

静んどは不寝擦の主主まそぎと，説得したんです。十

何人おりましたかね。で，出簡の労働総合もさ長

46) r組合側に連絡があったのは，午後浅草寺終業間際のことであった。これは明らかに労働協約第まES授の事官官
協議織を妻表後したものであ;;'J(r総いの記録上 26J変)0r朝，会社に出動して際室に入った左丈こん，長まがわ
いわいさわいでいるの℃す。 fおばあら苧ん会社が額j波uこんだぞjとその中の…人がをまいました。私はfう
そ， うそでしょう j とうと，?三本気にしねえんだな，新開見ろj と渡された新聞には，大~くいÙJ商途秘

倒産、t と議かれていました。その瞬間，私の総tこを撃さそがグサリと刺さったようでしたJ(新途潔・梶原ゆき

のさん，肉 14Jむ。
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面的に協力すると一一一。私も，不寝番，二回や

りました。

くその倒産について，組合が連絡をうけたのが，

二十七日の午後四時過ぎのようでしたから，都

沢さんが仕事を終えて，自宅へむかっている時

間でしたね。記事によると，組合では，帰宅し

た組合員に連絡をとったようですか，翌日の新

開，テレビで初めて知った人もいたんですね〉

室主ヱ所の構内で霊薬会をする組合員

山西の組合としては，倒産というのは，後に

も先きも，一回しかなかったんですからね。

私たちとしては，倒産ではなかったけれども，

倒産くらいのつらい経験を山商でなめてきてま

すけどね。ただ，組合の若い人たちは，倒産と

いう経験がないもんですから，びっくりしたこ

とは間違いないし，たいへんな一大事件だった

んでないすか。

私は， このときの倒産は，あんまり不安もな

くて，安心した倒産だと思ってたんです。会社

が更生法を出せば大丈夫だ， とし、う考えでね。

〈現在、山西では，着々と再建されてきてるん

ですが，倒産してから立ち直るまでの経過はど

うでしたか〉

西{傑芳次郎さんは，中風で倒れ，十年以上も

不自由な生活をしておったんですが戸高橋長生

さんと三島顧問弁護士と相談して，山西造船を

残すべく，芳次郎さんの個人所有の財産を，ま

ず処分していったんですね。それに，例えば西

篠海運，石巻港湾，西{康不動産といったような，

自分が直接やっている会社の財産をぜんぶ、棄て

て，解散してしまったんですね。

石巻港湾、であれば， 日本でも有数な若松築港

とかに吸収してもらい，株を売り，その施設も

事務所もぜ、んぶゃった。間後海運も数千トン級

の船二綾くらい，四万トン級の船田綾，そうい

う船を十綾くらい整理したと。それから山西造

船の名義になっている土地，西{策芳次郎さんの

個人所有で山西が借りてるような土地も，みな

売ったというぐあいにね。社長名義にしてた口

座もあったろうし，上層部の相談で，みな処分

したんでないですか。自分の会社をぜ‘んぶ棄て

てまでも， (山西を再建しようとした社長は〉東

jヒーの大実業家だなァというふうに，私，思う

んです。

こんどは，仕事も順調に伸びてきたもんで，

下請け負いの単価を，いままでの 100パーセン

ト払っておったのを，20ノ4一セント削って80ノミ一

セントで‘仕事をやれと，さらに削って 70ノミーセ

ントでやってくれ， というような方法をとって

きたわけで、すね。合計30ノ4ーセントもダウンさ

せるわけですから，下請けは苦しいわけですね。

だから私は，会社の人にも， r下請け負い業者を

ぜ、ったし、粗末にされては由る。いちばん協力し

たのは下請けの構内業者でありますよ。山西をど

47)このとき西篠芳次郎社長は，東北大学鳴子分院内科に入院中 (79歳〉であり，郎社長であった蕗僚容七

(70歳〕は，管財人補佐として出社していた。
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これまで，立ち直らせたのは」というんです。

山西の関係では，下議けの倒産はないんですけ

れども，倒産した会社っていうのは，下請けの

従業員のこと考えてくれなかった社長でしょう

ね。〔山商の関係では)山西造船鉄工所下請協力

会ていうのがあるんですが，社会健康保険とか

協力会の総会費の未払いが，一年以上続いたと

ころはありましたが……。

それから，倒産した時点で，各会社に払うべ

くした金なんだけれども，会社更生法というの

で，十年間は払わなくたってL、し、って金がでて

くるわけですね。それは，十年間のうちに逐次，

ある仕上工の生活史と造船業労使関係

あるいは会社がすっかり立ち霞ったあとに払い

なさいという法律があるそうなんです。その法

律に基づいた方法で、やってきて，今年〔五十八

年〕九月だかで，百四十九億円の負債が，ぜん

ぶ払われているんです?

最近は四号船台，五号船台をつくる，さらに

川口工場にグレン二機を移設，浄化船台の新設，

さらにチリ地震の津波で破壊された岩壁の修理

サかかって，もう完成するんでないですか。そ

ういう，何億って大工事が完成するわけなんで

す。

この会社を， これだけにもってきたっていう

最大功労者は，まず西篠芳次郎さんであり，管

財人であり，現在の社長片倉七郎さん，そして

下請けの構内業者でないですか。

希蒙退職に応募

〈山西造船では，会社が倒産する前の，五十ニ

年の春闘と夏期一時金交渉の後で，希望退職者

を募集し，第一回目は百四十四名が退職してい

ますね。都沢さんが希望退職したのは，第二回

目のときでしたね〉

第二回目，II.十三年四月ですね。

常務取締役の八木田謙治さんに，私，希望退

職願を出したときに，御所浦工場一一川口工場

48)会社更生法にもとづく山西造船の再建過程は，ほiぎつぎのようである。昭和53年2月17B，第1回関

係人集会。担保権者・株主・債権者など 146社が集まり，更生手続き申請の事情やその後の経過，河鉄工

所の財産評価や賃借対照表，今後の経営方針などの説明を受けた。今後の経営方針については，漁船の建

造を中心に，過去の実績の 30%を新造，特殊貨物船を年二，三隻建造して債務を弁済すること，事業を陵上

鉄工物に拡大すること，技術を活用して漁業建造コンサノレタント事業を行うことが明らかにされたCf朝日

新聞J石巻版，昭和58.2. 18， f河北新聞」向日， f石巻日臼新開j向日，参照、〉。昭和53年5Jl 31日，本

社工場を川口工場に移転。これにともなって機構改革， 1室22課から 1室 14諜に縮小した。大曲工場は，

貨物船の受注があるまで修理船と事業転換の鉄工部門を残すだけとなる Cf石巻B日新開」招58.6. 1)。
昭和53年11月14日，運輸省諮問機関の海運造船合理化宅審議会造船対策会が，造船安定基本計画を告示し

た。山西造船鉄工所はこれに対応して 11月15日，本社を再び大由工場に移転，安定基本計画にもとづい

て6，500トンドックを 54年末までに廃棄することを決めたCf石巻日日新聞j昭53.11. 16)。なお人員整
速については，別掲脚注 49)50)で触れる。
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から本社に二、三回呼ばれまして， うちのせが

れが山商におったもんですから，r心配すること

ねから，息子だけは辞めさせないて、，霞いてけJっ

ていわれたんで‘す。息子が 「父さん辞めたら，

辞めっから」ていうので，いよしょに辞めたわ

けですね。

あんときは，二十五年以上だか長く勤めた人

は，特別功労金と退職金が重なったんで、すo 倒

産した会社が一ーもう明日にも倒産するってい

う会社が，退職金のほかに功労金出したって話

は，聞いたことないんで、す。この点は，私も，

校長は偉いなと患ってるんです。

く希望退職は，ふつうの定年退職とちがって，

いろいろ迷いもあったと思うんですが……〉

私は(再就職するばあいは)，知り合いもおっ

たし，財産もすこしはあったので，あまり迷わ

なかったで、すね。東北造船とか，よその造船所

でも，そういう(倒産の)騒ぎがあったもんで，

うちの会社もあるいは， とは患ったんで、すけれ

ども，時間がたつにつれて， rc第二回目の〉希
望退職(の募集〉がくるな」と思ったわけで、す。

第一回は，やってるわけですからね?八木閏さ

んも，会社のほうはこうしづ手続きになってる

から大丈夫だ，心配するなといっておったし，

あとは，組合がどのていど騒ぐか， ということ

だけが心配だったんで、す。

ふつう定年で辞めるとなると，送別会とかやっ

てくれるんですが，人数が多かったもんでね。

(希望退職者が〉五人や十人であれば， r私ばか

りが大変なことになっちゃう。信用なかったん

だなJというふうに，淋しさも増したんて、しょ

うけれども，なにせ希望退職は百以上， という

のが，救いになったようですね?

家でも， (~J産の)つぎの日起きて家内とも話

したんで、すけれども， rなに，父さん，心配すつ

ことねえから」っていうもんだからね。家内は，

私よりも，せがれのほうを心配したわけなんで

す。

く五十三年の三月十三日の団体交渉では，指名

解雇とL、う提案が会社からありましたね〉

まあ，いまふうに国鉄関係でいえば，肩叩きっ

たいうのありますね。勤務状態から〔評点が患

いひとはともかく)，会社に協力した人，長年い

て不況時代を乗り切った人，途中で辞めて帰っ

49)第1回希望退職は，会社更生法手続き申立て前の昭和52年春闘時に募集され， 143名が応募した。以降，

第3@]までの希望退職者数は， -F表のとおりである。

l第1@](昭52・7)1第2回(sf:l53・01第3回(昭54・1)
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なお，都沢さんが応募した第2問希望退職者の内訳は，大治工場 147人，川口工場 34人であるが，年齢

別では 20代80人， 30代40人， 40代34人， 50代19人， 10代1人となっている。

50)この第 2限希望退職募集前の 53年1月6臼の団体交渉で‘は，管財人より指名にもとづく 123人の一時帰

休が提案されている。組合額ijは，指名に依らず全従業員が協議して交替制で実施するよう要請したが，管

財人との交渉がまとまらないまま， 123人にたいし文書で社内待機を命じた。これに抵抗した組合は，翌日

から全商ストを実行したため，管財人は提案を即時撤回している d闘いの記録J，34頁)。
一時帰休の実施は，伺年2月1日より 69名について行われている。一時燦休者にたし、しては，溶接・配

管・塗装・鉄工・造船工学の 5項目に分け教育訓練が続けられた。また，第二次の一時帰休は同 2月21日

から実施され，対象は 136人であった。第三次は希望退職の問題が発生したため，中j上となっている。
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てきて一生懸命{動いた大工さんなんかは，外さ

れたろうしね。ただ， (一般には，会社から指名

解雇されるとなると)外聞があり，名誉もある，

体面もあるだろうから，それより， (自分から希

望して〕辞めるというほうが，多かったんでな

いですか。

く結局は，組合と管財人との団体交渉で，指名

解雇ではなく，希望退職ということになったん

ですね〉

ええ。(私のいる)イ土I二工場の職場では，夜、が

辞めるってL、し、ましたら， r都沢さん辞めたら，

私たちみな辞めますjていうんです。 r"、や，お
まえたちは残れよ」と言ったんで、すけれどもね，

倒産の時点では一人除いて，ぜんぶ私サついて，

辞めてしまったんで、す。ぜんぶ，若い，まじめ

な人たち一一一。その人たちは，いろんな職業に

変わっていきましたね。大工さんになった人，

タイノレ屋さんになった人，それから農家の長男

で家に帰って農家やりながらアルバイトしてい

る人，別の下請けに入っている人もおるわけな

んです。私も希望退職してから，若いひとたち

の就職斡旋に奔走したもんでね。夜、といっしょ

に働いた人が，もし希望退職，あるいは首にな

るばあいがあっても，その人たちの仕事場，総

場をさがしてやらなきゃねえ， とL、う気持のほ

うが余計あったわけなんです。

だから，私が辞めたその後も，夜、の家を訪問

してきたり，結婚式に呼ばれたり，夕食ごっつ

おうになったりしておるんですね。

く第品回目の希望退職者募集のときは，下請け

会社への出向するかたちの合理化案がありまた

ある仕上工の生活史と造船業労使関係

ね〉

そうですね。あの当待は，下請けへの出向て

いうのは，発令はしましたけれどもね，実際の

ところは，社長が同じところにやるだけなんで

す。

例えは， 111脇木工ですか?そこの社長は，山

西造船の常務であり工場長であった人が，兼任

社長をやっておったわけなんて、す。山脇木工と

いうのは，もともと山頭に協力するという名の

会社ですからねえ。これには，木村八郎さんて

方が，初代社長になったんですね。木村さんは，

活保海運の「第二海掌丸」一一あの当時は450ト

ンでしたか一一ーその船の初代機関長をやったひ

とですね。その機関長あがって，初代社長になっ

てきたわけなんで‘すね。 L、ずれにしても，その

元締めは西篠芳次郎さんですね。二回目のとき

には，石巻の職業安定所の所長さん，課長さん

がおいでになって，国の特別不況対策で(再就

職の〕率も， うんとよかったんて、す。すべて山

西さんが，そのような労をとってくれたんで、す。

だから私，辞めてからも，商{際芳次郎さんは，

まあ，偉かった大人物だなと患っておるんです。

その点にたいしては，私は，もちろん感謝して

るわけなんです。また，社長のまわりに取りこ

んだ柿沼さん，それから現在の片倉社長さんあ

たりも，芳次郎さんに協力したことにたいして

も，偉いと一一。やはり，そうし、う協力者がな

ければ，中小企業が社長独裁をやっても， うま

くいかないばあいがあるんですからね。

くそれで，都沢さんの再就職先，いま勤めてい

る会社のことなんて、すが，そのきっかけという

51) !lj協木工所。社名の由来は，山西造船協力木工所で，山西造船鉄工所の下請け木犠装会社である。昭和

42年 llfiに，木験装下請け5社で設立した。山脇木工所は，山間造船の貨物船建造部門への進出を機に，

大助工場の下請けとなった。親会社の倒産で，従業員は80人から 30人に減少し，山西造船にたし、する債

権し 1，310万円生じている Cf河北新報j昭53，10. 4)。
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のは……〉

し、;J:，夜、が行っている その初代

山首がこういうふうになる前から， r都
沢さん，うちサラ長てけんかjっていっておったん

です。

カ為

しておった，いま

くらい前でしたかね。 たまた

合品 いうのがあるんです

やっぱり紛のぷンジンの整綴で

人がなって，阿部鉄

忠良jlて人が専務さとしてたんです。 この二二人は，

んです。阿部さんの妹さと，三討議さんが

さんにしてるわけなんで?ずに この石巻船

舶工業をやるべく，阿部鉄三郎さんが，私のと

「都沢さんお

いのほうサ入れるよ

うに，なんとかすなおっていただけ女性んかjっ

ラF ヲ」〆:コ にき

て一一。そん亡むろん，私より偉い人サ通さ

なきゃないので，小林敬三ってし、う人にお願い

をしたわけなんです。

それで山西に手続殺をとって，山磁の下請け

魚いに入る ただし，惑い工事になっ

たばあいに，設がそ る久保証する

このときに，

お著書鉛

るとL、う

かつて陪燃がで‘てくる

鈴木鉄工の社長とそ

船主委長0)パックになって

ことで，Lll滋のヤ議け負いに入ってきたわけな

んです。

そして，三年くらいたちましたかね。ずこ 1と

支，その間部鉄三郎さんと三浦初努さんが.

ラブノレになってし変ったんです。やっぱり義兄

弟ですから，奥さんたちも，あわなかったんで、 る

すね。そのトラブんに，主えがイゃに入って， より

をもどすのに十日ぐらし、かかりましたかね。も

したところはよかったんですけれども，それ

も東のf丸三杉並ドぐらいたってから，またトラブ

Jレがjおてざましてね。 別会社をどっ

くりなさいって，協力:工繁ーという会社をつくり，

その社長に阿部ttJらをもっーてL、つ そ

のと まだでで々かっずこんで、す

が，私と阿部容んと三瀦さんと，三人でカを三三

つ合わ伎で十のカにしようというので，協力工

業という名前がでてきたわけなんです。

しtことも、う♂〉は，

なにか5立第があったわけですか〉

そうです。 治圧機械の

いまま導入が始;J:っ

ーンを使っておっずこ

んですが， こんどは油圧式に変わってざたわけ会

なんで、す。その油!f機械は路神戸の川崎重工

の船に導入

謀長が「都沢さん，ど

むニうの粟拘って

うらめ治圧を，なんぼか手がけてくれるような

人， 23澄話していただけませんかjて，相談もっ

てきた それではというので，石

巻紛紛工業なお役認し そしたところ

が，こんどは阿部鉄三郎さんは， fなーんだ，都

沢ざん，俺サも，油圧世話してくれJ となった

んです。そんで，片方(阿部ざん〉には，福島

県の福島製作所の泌圧を， この{おな工業のほう

に，お役務してやっ

t!ーにお互いにとても伸びていったわけなんで、

うは，東北でただ…つの，

となって， して

はたまたま(綴十人，九年ごろに〉

52)都沢さんは総長る路四倉tこいたごころからの人的つながりがある。
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八戸の「正霧主LJの仕事を，山商造船内でやっ

とったんですが53そのとき(正毒水産の)常務

さんである柳谷さんが阿部社長に，八戸の造船

所をやらなし、かという話を，お茶飲み話にもち

かけてきたわけなんです。青森県八戸の沼館と

いうところの造船所の社長さんが，高齢のため

にやめると L寸話があって，あとを引き継ぐ人

がおらなかったわけなんです。阿部さんも，山

西だけではたいへんだというので，八戸に進出

したいという問題がでてきたわけなんで、す。

私，そのときに，不況サ入っておったので、ね，

うんと反対したんで、す。十一月の十五日の夜も，

三回ほど電話かけて猛然に反対したんですけれ

どもね. rどうしても行く」というのど. r行く

んなら行っても L、し、から，特急、で行ってくれ」

といったんで、す。ところが，その特急とらなし、

で，乗用車で行ったんで、すo で，十一月の十九

日七時ちょっと過ぎに. (その乗用車が〕正面衝

突して，阿部鉄三郎社長は郎死してしまったん

です。運転してたのが，次男である阿部長吉く

ん，助手席には現在の社長，阿部勝幸さんも乗っ

てたんで、す。

くで，都沢さんが希望退織する時点で，協立工

業の話がでたんですか〉

いや，その前，何年も前から， うちサきてく

れとは言われておったんです。ただ，私偲人で，

それを前もって誰かにいったんでは，会社のほ

うに信用問題がありますんで，その点は伏せて

おったんで、す。これは， うちの家内にも，いわ

ある仕上工の生活史と造船業労使関係

ないで、おったんで、す。

私が入ったときは，二十人ばかりおって，そ

の工場長ということで入ってきたわけなんで、す。

工場長で行きまして，まあ，小さな会社でも，

いちおう会社組織になってるもんですから，現

在は，社長相談役で，行ってるんですね?

努めても，努めても

く少年時代から現定までのことを，ずーっと振

りかえってみて，いちばん辛かったことといえ

t工， どう L、うことでし7こか〉

やはり，弟子時代ですね。

十六，七年ころのこ月でしたね。石巻(の鉄

工所〉から登米郡豊型的まで，リヤカーヲiっばっ

てね。いま歩いても，五時間はかかるんですが，

大きな荷物一一鉄だから重いんで、す一一一それを

積んで，二回ほど往復したことありました。道

は，北上)11の堤防を歩くんです。むかし，そこ

はホイド〔乞食〕泣かせいっていうあだ名つ

いてたんですね。当時は，北海道の炭鉱で怪我

をしたひとなんかが. (身寄りがなくて〕このへ

んに乞食をしてきたんですね。何人も並んで、歩

いたわけではないんでしょうけど，ホイドが涙

を流して，その北上川の堤防を歩いたと 要

するに，寒い，厳寒のときに歩くので，ホイド

泣かせの道路と一一一。

当時は，戦争サ入ったのでトラックがなかっ

たので， どうやって運んだらいかんべというの

で，私は.r一人でも苦労してみたいなあ，なん

53) r第二十正霧丸J.349.16トン，昭和48年建造。「第二十人正議教J，349司42トン，昭和49年建造。とも
に正議水産紛の注文による。

54) rやっぱり責任者となると，仕事をとって従業員を賄うとし、う気持ちにやらなきゃないし，それをとった
限りは責任して納品しなきゃないし，絞める品物が確実な製品でないとね。それに工期を守らなきゃない

一一納品するときは，お金の見通しを立てなきゃならないし，相手方にも工賃をいくらかでも安くして，

他者と競争しなきゃないというような，経営者の代行といったかたちですね。」
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か実家のほうサも，涌谷の人たちにお詫びかた

がた，なんとか身を立てたし、JとL、う気持があっ

て， iよし，では，俺行こう」と思ってね。朝の

五時ころ石巻を出発しまして，豊li!.に行ってポ

ンプの修理をして，帰ってくるんです。

くポンプの修瑳というと……〉

豊li!.町には，いまでいう土地改良医で，農繁

期に田んぼに水をあげるポンプの修理なんです。

そのときのポンプとエンジンは，蒸気エンジン

で，その部品の悪いところを分解して，整備，

取付け，運転というかたちにもっていかなきゃ

ならんかったんで、す。五月，六月はやれないか

ら，寒いときに(部品を〉ノミラさなきゃならな

いんです。三月ころからは，福島あたりからく

る船の仕事で忙しくなるものですから，それま

でに(愛息の仕事を〉かたづけておかなきゃな

らないんですね。師匠と兄弟子は，汽王手で先に

行って，佐藤屋旅館てとこに泊まって待ってる

んですね。

現夜の都沢さん(自宅前で)

そのホイド汝かせの道路を往復したのが，い

ちばん辛かったで、すね。し、まになってみるとね，

私，山西におったときも，いうわけなんです。

「私たちは，こういう(苦しL、〕時代を生きて

きた。あなたがたはね，組合だとかなんとかば

かり対象としてもね，人聞はやはり，すすんで

苦労しなきゃならん」と。「これは，組合につい

てばかり言うんでないの。仕事でもね，人がし、

やがる仕事をやってみる。例えば，油になって

汚れるとか，狭い所で一人とか，高くてたいへ

んだとか，そういうところをやってみなさい。

足の一本ぐらい折れる，手の指一本ぐらい折れ

るような(危い仕事〕をやってみなければ，人

間としての価値がないようだ」とね。それは，

俊我してし、し、とかでなく，仕事はそれくらい，

すすんで、やるくらいの気持でないとだめだとい

うんで、すね。

私が二十ーか二十二のころ，伊藤貞(之助)

さんの子供さんが， 日赤病院に入疾していたと

き，私，病院に朝晩行っておったことあるんで

す。そのとき，町会議員の小野さんて方の家族

が1可部屋だったんですが，その小野さんが伊藤

貞さんの作業所一一当時は，納屋といっており

ましたがね そこに訪ねてきて，これ書いて

きてくれたんで、す。「努めても，また努めても努

めても、努めたりぬは努めなりけりj と 。

私， これ何十年も結論してるんです。これ，私

の，いちばん印象に残っていることばなんです

ね。

くこんどは逆に，うれしかったこと。仕事をし

ていて，いちばんうれしいことはなんでしたか〉

あ，これはうまく取付したな，つくったなと

いうとき，まあ，二持聞かかる仕事が，一時間

半や一時間くらいでおさめて帰ってね，先輩た

ちから「ずいぶん早かったな，tこし、したもんだ

な」といわれると，無性にうれしくなりまして

ね。そういうときは，貯めておった金で，飴っ

こなんか質って，みなさんサご馳走したくなる

ような感じになりましてね， ご馳走したことも

ありました。

それから，船が進水したときの感激ですね。
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らの!誇僚がつくったんだ，設計も，丈こし、し

るもんだなあ，船もうまく，スパ…ッ

と立つもんだなあと感心してね。さらに機械，

エンジンをど積む一一エンジンも二十縁類くらい

あるんです一一一針がうまくいって，家転しても

7Jくもこなかったとなりますね。すると，ああよ

かったと，ホッとしたという感じですね。

そしてこんどは，銭裟ゃに船の人が何人かく

る，いよいよ完淡まぎわになってくる，引き渡

しになる，出航する議機となる…一れ、うふう

になってくると，

ね，rこんなに立派な経つくったんだから，魚ど

さり釣って，大漁してきてけらんよJ，rうん，

こんど大漁して，どっさりごっつおうすっからャ

ー…ムとL、うことな，お互いに交わすわけなん

でですね。ぽんとうに，ああ， うれしいな，議ζ

いし、なと，こう感激するん

で，大漁してくると， こ と殺とL、うふ

うに::s前三雲いてね僚をと験紙に包んマもってく

るんです。「新造当時比お役話になったゆ!とか，

はお役話になったj とかね。夜、 A

か，いちばんゑもらったぼうなんて、，こんどは，

みんなに分けwとやるんです。

く露五沢さんは，五十…

して¥，、i るわ

よく顔合だ

しておりまずね。IUiZfiを書量れても仕事の関係で，

あるいは退職:滋の会合などで，務校も，いろい

おつき合L

11.1，、十;tL、
んですね。

りますね〉

出友会でいう

これを発足さ

ある役よニエの主主謡史とj翁紛書長労使欝係

会えるかわからないとか，お互いに織をさがし

てやろうじゃないかとか，その分数会やりなが

ら，そういう稲談があったわけなんで、す。そう

いうんで為れば，会宅ど設けてやったほうがし、ん

でねえか， というのぞ，毎月

納められた会費で，親総会や冠婚葬祭のような

の〔扶助〕なやろうじゃないか， ということが

ん乙や， 都沢2怠Fノんしが会f長是tにこな

わJれ1て，草ムが会j設で，仕上げにおった佐々木俊

努という一一一いまは，

ってますけれども一一一そ

説会長になりましてね一一。最下に一回は旅行L.

ょうじゃないかム一治旅行もやってるわけな

んて、す。

それと，私はし、ま協立工芸震に行っておっても

ね，いちばん殺せな努だなと際、うのは，現在の

そして構内の(下請け〕業

務の何十者とおる人が， r都沢さん都j択さん」
て，いまでも声をかけられるんです。

どこの綴場に行っても，事務所に行っても，

f書f，沢さん:fo茶(をどうぞ)Jって，すぐにい

われるんです。会社に行くと 、るし，謀

も後3与をがおるんでね，私は，籾米にさ

れえとし、ぐらいがいいんでトなしのミと， 患ってネò~

し、まは私も泌によごれ，汚れて一生懸

命働いて然りますけれどもね。 f都沢さん，そん

なに働かないったっていかベっちゃJなんてい

お茶をし

たりなんですよ?

久コーヒーたいれられ

って，分散会 追記

やろうというので， 'つ L、ィコ この面接記録の取材に必ずこって tに ~LJ殴造船

55)篠沢、きんとの謝援は駁李057年10月・ U}ヲ・ 12月， 58年3}1・ 6}1・ 9}1・ 10}I vこ行われた。
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のJ11波ヲ季五銭氏・潟i機健治氏ほかのみなさん，

都沢小太郎氏をはじよう， 喜多くの方

がずこのお?な言語になりました。

礼申しあげます。

に記して，潟
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